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  プロローグ

  

  　天地を揺るがす戦いがあった。

  　圧政をしいて民衆を苦しめる朝ちよう廷ていと、それに刃向かう反乱軍の戦いくさである。

  　大軍を擁ようする朝廷に対し反乱軍は少数だったが、その中には恐るべき拳けん士しがいた。その拳士はあまりにも武術に優すぐれ、〝気き功こう〟にも長たけていた。その一打は山を動かし、一発の蹴りで数十人の兵士が即死したほどだ。拳士は、あまりにも強過ぎるために「拳けん神しん雷らい」とあだ名されていた。拳神雷は好色でわがままで、気に入らない者は些さ細さいな理由でもひねり殺す粗そ暴ぼうな性格の持ち主だと噂うわさされていたが、正義感は強いと評判だった。民衆を苦しめた数万という朝廷の代官や兵士が、拳神雷の手によって叩き殺された。

  　しかし、いつまでも難敵を放っておく朝廷ではない。拳神雷を仕し留とめるために五人の武術の達人を差し向けた。その五人は「五ご鎖さ衆しゆう」と呼ばれていて、普段は帝都内城の一番奥を警備する役目を任じられている。そんな彼らが宮殿の外に出るのは異例中の異例であった。

  

  　その日、拳神雷は町から少し離れた場所に燃える石が墜ちてきたと聞いて調べに出かけた。悪あつ鬼き妖よう怪かいの類たぐいが現れたのかと思ったのである。それは、町外れの何もない荒野に突き刺さっていた。空を翔かける流星が、ごくたまに地上に墜ちてくることがあるという。拳神雷が見たのもそれであった。空から墜ちてきた巨大な塊かたまりが、着地の衝撃で噴火口のような形を作り出している。

  　流星石を物珍しげに眺める拳神雷に、突とつ如じよ軍馬で襲いかかる集団があった。その数は五人。いずれも武術の達人であった。

  「朝廷近この衛え府ふ『五鎖衆』である。お覚悟」

  「悪名高い五鎖衆か」

  　朝廷内の警備だけでなく、五鎖衆はごくたまに「武ぶ侠きよう狩がり」に使われることがあった。

  

  　武侠とは――。

  

  　武術に優れ、信念にすべてを捧ささげる拳けん士しのことである。真の武侠はたった一人でも一軍に匹ひつ敵てきする。朝廷が武侠を恐れ、弾だん圧あつするのも無理ないことだった。

  　拳神雷と五鎖衆の戦いは熾し烈れつを極めた。

  　五鎖衆の軍馬は、すべて馬用の鎧よろいである「馬ば甲こう」をつけていた。しかし、拳神雷の拳こぶしの突きや蹴りを喰らうと、一瞬で肉にく片へんと化してしまう。が、五鎖衆は、軍馬が肉片になる直前に飛び降りていた。

  　拳神雷はそれから武術の戦いをやる気に満ちていたが、五鎖衆にそのつもりはなかった。五鎖衆は、それぞれ背中に巨大な鎖くさりの束たばを背負っていた。五鎖衆はその鎖を両手で持って振り回し始める。長さは三丈じよう（約九メートル）を超え、鎖を構成する鋼鉄の輪の一つ一つが子供の頭よりも太い。そんな、一本一五担たん（約七五〇キロ）はあろうかという巨大な鎖を軽々と振り回す五鎖衆はやはり只ただ者ものではなかった。

  「む！」

  　五鎖衆は、一いつ斉せいに鎖で打ちかかった。拳神雷はどれかをつかんで投げ返してやるつもりだったが、上う手まくいかなかった。鎖に触れただけでその体には電流が走り、体の芯しんから力が脱ける。

  （ただの鎖ではない！）

  　拳神雷は歯は軋ぎしりするがもう遅い。大勢の道どう士しが長い時間をかけて術を施ほどこした、武侠を封じるための特別な鎖であった。

  　鎖に吹き飛ばされて、拳神雷は流星石に叩きつけられて体がそれにめり込む。

  　五鎖衆はこれを好機と見て、五本の鎖を投じた。巨大な鎖が飛ひ翔しようして、流星石に巻き付いていく。当然、流星石に半なかば体が埋まっていた拳神雷も巻き込まれた。五本の鎖は、拳神雷を捕らえると自動的に連結していく。がんじがらめにされて身動きが取れなくなり、拳神雷は野獣のように吼ほえた。

  「その鎖は、ありとあらゆる攻撃を跳はね返し武術家の力を殺そぐ『封ほう神しん大たい鎖さ』である。こうなっては残念ながらとどめを刺すこともできない。我々の一撃でさえも封神大鎖は弾はじき返してしまうからだ」

  　と、五鎖衆の頭とう目もくが言った。

  「しかし、近衛大将軍様は、『拳神雷はなるべく殺さずに見せしめにしろ』と言っておられた。岩につなぎ留められたお前の姿はまさに生いき恥はじ。これが朝廷に逆さからうものの末まつ路ろだ。そのまま少しずつ弱って死んでいくがよい」

  「――がっ！」

  　一度つながった封神大鎖は、拳神雷がどんなに力を込めてもびくともしない。顔も鎖で覆おおわれているから、物を食うこともできない。なんとか息をするのがやっと。

  

  　これが、武林（武術界）にその勇ゆう名めいを轟とどろかせた拳神雷の呆あつ気けない最さい期ごであった。

  

  　――そのはずだった。
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  　――あれから、どれほどの時と間きが過ぎたのだろうか。

  　ずっと、闇の中にいる。

  　自分の意識が、闇に蝕むしばまれていくのが判る。

  　体は動かないし、満足に息をすることもできない。

  　――いっそ気が狂ってしまえば楽なのだが。

  　そんなことを考えて、拳神雷は自じ嘲ちようする。

  （そもそも、自分がどこまでまともだったのか）

  　深い闇の中、無限のような時間が流れていく――。

  

  　拳けん神しん雷らいは自問した。

  　こんな状じよう況きように陥おちいって、自分は後悔しているのかどうか。

  （まさか）

  　納得ができないことを無理に呑み込むほど拳神雷は器用な人間でもない。その結果何が起ころうと、覚悟の上だ。

  　月のない闇夜に閉じ込められたようなこの日々。

  　死のうと思えば、死ねるだろう。一流の武術家は、他人を殺すのにも自分を殺すのにも長たけているものだ。上う手まく自分を殺すことができれば、武名は永遠に残る。命を惜しまず名を惜しむことこそが武ぶ侠きようの生き様だ。

  　しかし、拳神雷はここで死ぬことをよしとしなかった。

  　全身の気を煉ねり、ほんの僅わずかな空気だけで生きていけるように体の〝気〟を整える。不幸中の幸さいわいというべきか、すぐ近くに大きな気き脈みやくが流れていた。それを利用して、体の芯しんに力を蓄たくわえておく。

  　いつかこの闇の檻おりから抜け出す――その瞬間を信じて。
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  　――皇帝バラカン・ルカンの治ち世せい。

  　ルカン朝ちよう廷ていは、その圧倒的な軍事力を背景に広大な大陸のほぼ全土を掌しよう握あくしていた。

  　刃向かうものは皆殺しにし、国民には重い税ぜいをかけるルカン朝廷軍。周辺の少数民族や名のある武ぶ侠きようたちが朝廷への反抗を続けているが、やはりあまりにも戦力に差がありすぎた。皇帝の後こう宮きゆうや巨大浴場のために数万という奴ど隷れいが過酷な労ろう役えきの末に過労死し、鎮ちん圧あつされた反乱軍は生きたまま土に埋められる。そんな時代――。

  　大陸西南部辺へん境きようの霊れい峰ほう、コルン。

  　その山には、朝廷軍の目を避けるように暮らす人々がいた。

  　コウ地ち仙せんとその弟で子したちである。

  

  　コウ地仙の屋敷は霊峰コルンの中ちゆう腹ふくに位置し、針葉樹に囲まれている。屋敷の中には温泉も湧き、人里離れてはいるが居い心ごこ地ちはいい。ルカン朝のやり方をよく思っていないコウ地仙は、この屋敷で数人の弟子とともに静かに暮らしている。

  　地仙とは、天上界に昇る前の修行中の仙人のこと。ほとんどの仙人は修行後昇天し、そこでさらに高い徳とくを積むことを目標にしているが、コウ地仙は現状で十分満足だという。

  　ある日、弟子の一人がコウ地仙の部屋を訪ねた。

  　ふすま越しに声をかけてから、中に入る。

  「すみません、お師し匠しよう様」

  　部屋に入るなりその弟子は、しっかりと正座してから床に両手をついて頭を下げた。

  「……私に武術を教えてください」

  　そう頼み込んだのは、十四歳の少女だった。

  　名はリョウカという。
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  　眼鏡めがねをかけていて、背は低いが体は年齢不相応に豊ほう満まんである。頬も乳ち房ぶさも柔やわらかそうだが、目には固い意志を感じさせる強い輝きがあった。

  「武術か。人を倒す方法を教えろ、と」

  「……はい！」

  「ならぬ」

  　と、リョウカの師し匠しようであるコウ地ち仙せんは、弟で子しの頼みを一言ではねつけた。

  

  　コウ地仙は、落ち着いた雰囲気の、役者のようにいい男だ。とても、今年で三百歳には見えない。リョウカにとってコウ地仙は仙術の師匠であり、同時に親代わりでもあった。

  　リョウカには両親がいない。戦いくさで殺されている。身寄りのないリョウカを拾って育ててくれたのが、他ならぬコウ地仙なのだ。

  　コウは弟子たちに仙術を教える。

  　――が、武術を教えたことはない。

  　申し出を断られたリョウカだが、それほど残念そうな顔はしなかった。

  「……師し父ふ（師匠）はそう言うと思っておりました」

  「何を考えている」

  「今までお世話になりました」

  　と、リョウカは深々と頭を下げた。

  「ここを出るか」

  「はい」

  「ここを出て、どうする」

  「……武術の師を探し、腕を磨きます。やがて大会に出て『双そう天てん武ぶ王おう』を目指します」

  「それは……」

  　さすがのコウ地仙も驚いて一瞬言葉に詰まった。

  　双天武王――。

  「それはあまりに険しい道だが、覚悟の上か」

  「無む論ろんでございます」

  「……よかろう。出来のいい弟子が減るのは残念だが、私にそれを止める権利はない」

  「ありがとうございます！　今までのご恩は忘れません！」

  　なにしろ、何の得にもならないのに孤こ児じのリョウカをここまで育ててくれたコウ地仙のもとを離れるのである。ここで一いつ生しよう涯がいをかけて地仙を目指すという道はあまりにも魅力的だったが、リョウカは悩んだ末に別の選択をした。

  　リョウカは、外の世界に出て母との約束を果たしたかったのだ。

  　双天武王になれば、この世のありとあらゆる願いがかなう。

  　すでに出しゆつ立たつの準備を整えていたリョウカが、大きな行こう李り（旅行用の荷物入れ）を背負って屋敷の門を潜くぐると、外で彼女を待ち構える人影があった。リョウカの兄弟で子し、十六歳の少年シンハンだった。

  「リョウカ」

  「シンハン？　どうして」

  「お前一人じゃ長旅は無理だ。俺がついていこう」

  「私が旅に出ることを知っていたのですか？」

  「お前は隠し事が下へ手ただ。門もん下かの皆すべてが知っている」

  「地ち仙せんになるための修しゆ行ぎようは？」

  「お前が目的を果たしてから再開しても遅くはないさ」

  「シンハン……」

  　嬉うれしい話だった。リョウカはもう少しで泣くところだった。多少の神しん仙せん術じゆつは使えるとはいえ、リョウカはまだ少女で腕うでっ節ぷしは弱い。コウ地仙の弟子の中でも、シンハンは最もよく走り腕力もある。百人力の助すけっ人とを得たような思いだ。もしかしたら、旅は何もかもが上う手まくいくのではないかとリョウカは思った。

  　しかし――、

  　霊れい峰ほうを下ってからの旅は、甘いものではなかった。
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  　霊峰コルンから、一番近い町を目指す。

  　霊峰を離れても、まだしばらくは山地が続く。

  　険しい山道を歩きながら、シンハンが言った。

  「リョウカのおかげで、とうとうコウ地仙のもとを離れることができた」

  「え……？　シンハンはコウ師し父ふのことが嫌いだったの？」

  「そうじゃない。敬うやまってるよ。親のない俺たちを育ててくれたんだから。――でも、せっかく凄すごい力があるのに朝ちよう廷てい軍と戦おうとしない。それが気に食わない。俺は、リョウカと一緒に外の世界で武術を学んで、朝廷ととことんまでやり合ってみたいよ」

  「そっか……」

  　コウ地仙のもとで暮らす孤こ児じたちの境遇はどれも似たようなものだ。シンハンは、朝廷軍の兵士に目の前で母と姉を犯おかされ殺されたことがある。恨うらみを抱いているのは当然だった。

  　このあたりの山地は、少数民族と町の商人とをつなぐ重要な交こう易えき路ろでもあった。鋸のこぎりの歯のように尖とがった山々の、間を縫って旅人が往き来する。足に血ち豆まめができて行李の重さで肩が痛くなってきて、リョウカは自分の辛つらい旅が始まったことを実感した。

  　しかし、この旅は必要なものなのだ、とリョウカは自分に言い聞かせる。

  　もっと幼おさなかった頃、リョウカは一人きりだった。決着がついて誰もいなくなった戦場にリョウカがぽつんと突っ立っていたところを、コウ地ち仙せんが拾ってくれたのが最初の記憶だった。

  　だから、リョウカは自分に両親がいないことを悲しく思ったことはない。ただ、不思議だっただけだ。両親はどんな人間で、なぜ戦場にリョウカを連れていったのか。コウ地仙がリョウカを見つけた時、周囲には無数の死し骸がいが散乱していて、地仙は恐らくその中に両親の死体があるのではないかと考えた。その後、親切にもコウ地仙はリョウカの両親の情報がないか近くの町で聞き込みまでやったらしいが、手がかりは何もなかったという。

  　自分の「出発点」が判らないまま生きていくのは、リョウカは嫌いやだった。

  　リョウカとシンハンが少し大きな道に出ると、取引帰りらしい町の隊たい商しようと遭遇した。隊商の規模は、四十人ほどだろうか。先頭にはまじない師がいて、旅の安全を祈き願がんして歌を捧ささげていた。久しぶりに町の人々を見て、リョウカとシンハンの気分が和なごむ。

  　その時だった。突とつ如じよ山道に雄お叫たけびが響いて、多数の騎き馬ばが隊商の行列に襲い掛かる。

  　山さん賊ぞく団の襲しゆう撃げきだ。

  

  　山賊はほとんどが馬上であり、柳りゆう葉よう刀とうを装備していた。柳葉刀とは、刃が細長く、緩ゆるやかに湾わん曲きよくしている刀のこと。この大陸で最も一般的な武器の一つである。山賊たちは、馬上で使うために長めの柳葉刀を選んでいた。

  　山賊たちが柳葉刀を振るうたびに、商人やその使用人の首が飛ぶ。馬の蹄ひづめに踏み潰つぶされるものもいる。

  「！」

  「シンハン！」

  「まずい、逃げよう！」

  　リョウカとシンハンは、慌あわてて逃げようとしたが山賊団に見つかった。その際に、二人は別々の方向に逃げ出してしまう。驚きのあまりたまたまそうなってしまったのだが、二手に分かれるのは生き残る可能性を上げるためには悪い手段ではなかった。

  　リョウカは走る。全力で走る。

  　そして、リョウカは森に逃げ込んだ。

  　コウ地仙の書しよ斎さいには、大陸全土の詳しよう細さいな地図や風ふう土ど記きなどがそろっていた。リョウカは旅のために、それらのほとんどに目を通している。この森は、ほんの数年前までは荒野だったそうだ。ところがある日空から流星石が墜ちてくる。その流星石には不思議な力があり、たちまち周囲を森に変えてしまったというのだ。にわかには信じがたい話だった。

  　リョウカは足が千ち切ぎれそうになるほど必死に走ったが、人の足と馬の脚で勝負になるわけもない。

  「……っ！」

  　とうとう、リョウカは騎き乗じようの山さん賊ぞくに囲まれてしまった。

  

  　怯おびえるリョウカに向かって、山賊団の頭とう目もくらしき大男が何かを投げつけた。

  　生なま首くびである。

  「奇妙な術を使うガキだったが、お前の仲間か。何者だ」

  　シンハンのあっけない最さい期ごであった。はぐれた直後に殺されてしまったのだ。

  　ついさっきまで一緒に話していた相手だけに、衝撃も大きい。一気に涙と鼻水が出た。腰が抜けそうになって、リョウカは心の声で自分自身を叱しつ咤たする。こんなところで死ぬわけにはいかない！

  「もしかして修行中の道どう士しか？　だとすれば高く売れる、いい獲え物ものだ」

  　地ち仙せんを目指す道士は、数々の術を使うことや薬を作ることができる。そのため、山賊に捕まった者が高値で売り買いされるのはよくある話だ。その上で逃げたり抵抗したりしないように、大たい抵てい両足が切り落とされる。

  　――舐なめられている。

  　山賊たちは、人じん畜ちく無む害がいを絵に描いたようなリョウカを前に油断している。

  　荷物を捨てたリョウカは、懐ふところから小豆あずきを一つかみ取り出し、それらに自分の息を吹きかけた。すると、リョウカの手を離れた小豆はたちまちヒトの姿へと変へん化げしていく。

  　その場に、リョウカとまったく同じ姿の分身が十とお近く溢あふれた。

  　地仙のもとで修行を積んでいたリョウカである。人を傷つける以外の仙術、道どう術じゆつはそこそこ使えるのだ。リョウカが今使ったのは「成せい兵へい術」の一種。しかししょせんは幻げん術じゆつの類たぐいなので、生まれた分身たちは右う往おう左さ往おうするばかりで戦いの役には立たない。

  　山賊たちが成兵術の分身を見て混乱している隙すきをついて、リョウカはなんとかその場から逃げ去った。気づかれるのは時間の問題だろうが……。

  

  　走りながら、リョウカは思う。

  　リョウカがコウ地仙に拾われる以前の記憶は曖あい昧まいだが、いくつか覚えていることがある。

  　そのうち一つが、母との約束だ。

  　リョウカは、母に言われたような気がするのだ。

  「双そう天てん武ぶ王おうになりなさい」――と。

  　そうすれば我われら一族の悲ひ願がんが果たせる、と。

  　その言葉が本当に言われたことなのかどうかさえ判らない。それでも、リョウカの心にはその約束がずっと引っかかっていた。

  　なによりも、リョウカにはコウ地仙にも隠してきた自分の体の秘密がある。リョウカは、自分の体の秘密に何か重大な意味があるような気がしてならなかった。

  　武術大会を制し、双そう天てん武ぶ王おうになれば――リョウカの顔は大陸全土に知れ渡り、母と交わした約束の意味も判るかもしれない。

  　しかし――、

  「きゃっ！」

  　今のリョウカが双天武王を目指すなどと口にしても、夢物語もいいところだった。山さん賊ぞく相手に手も足も出ない。とうとう転んでしまったリョウカは、大きな岩で軽く頭をぶつけてしまった。

  「痛い……」

  　ぶつけた場所をさすりながら頭を上げる。

  「！」

  　リョウカは、驚いた。

  　頭をぶつけたその岩は、ただの岩ではなかった。

  　その大きな岩には、誰が巻いたのか恐ろしく太い鎖くさりが幾いく重えにも巻き付いていた。まるで、何かを封じ込めるかのように――。

  　山賊に追われているリョウカだが、その奇妙な岩には思わず注目してしまった。

  　そして、目を大きく見開いてさらに驚く。

  　鎖の奥に、人間がいたからだ。
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  「人……死体？」

  　恐る恐る覗のぞき込む。

  　鎖で、体のほとんどが覆おおい隠されてはいるが、確かに人がいる。

  「――あっ！」

  　鎖に拘こう束そくされた人物と視線がぶつかって、リョウカは腰が抜けそうになった。よく見れば、太い鎖が生み出す闇の奥で誰かの目が光っている。

  　餓うえた野獣のようなギラついた眼光だった。

  「あなたは……こんなところで、何を!?」

  　思わず訊たずねる。こんなところで立ち止まっている場合でないのは判っているが、それでも気になって仕方がなかった。

  「人と……」

  「――え？」

  「人と話すのなんて……久しぶり……」

  　片言だが大陸語が返ってきた。

  「それじゃあ……」

  「もう何年もここにいる」

  　奥の人物は、口まで鎖で塞ふさがれているのだろう。その声はくぐもっていて聞き取りにくかった。

  「何年も!?　飲まず食わずで、その状態で!?」

  「ああ」

  「もしやあなたは『拳けん神しん雷らい』ではありませぬか」

  　リョウカは思い出した。聞いたことがある。朝ちよう廷ていに反抗したために、この地で悲ひ惨さんな末まつ路ろを迎えた凄すご腕うでの武ぶ侠きようがいた、と――。

  「ただの噂うわさだと思っていました」

  「そうだ――私は、レイ・シュンライだ」

  　拳神雷――レイ・シュンライは、まるで忘れていたことを思い出したかのような口調で言った。

  　シュンライは、続けて言う。

  「お前は……私の敵ではないのか」

  「敵ではありませぬ。少し厄やつ介かいな事情がありまして……」

  「事情……いいな……人と話すのはやはり楽しいな」

  「…………」

  　リョウカは、シュンライのことを心配した。人間が石に鎖でくくりつけられて何年も放置されれば、普通は死ぬか気が狂うだろう。シュンライは言動が多少おかしくなっているとはいえ、正気を保たもっているように見えた。

  「しかしそれにしても信じられませぬ。あなたは神しん仙せんなのですか？」

  「仙人を目指したことはないが、内ない功こうは鍛きたえている」

  　武術において、肉体そのものを鍛えることを外がい功こう、体の内側の気力などを鍛えることを内功という。真に恐ろしい武術家とは、内功を極めた者である。内功を鍛えていれば、仙術や道どう術じゆつの心こころ得えがなくとも飲まず食わずで数年は過ごせる。

  「それに、この石の力もある」

  「石――流星石？」

  「ああ。私がくくりつけられたこの流星石には、不思議な気脈が通っていた。その影響で周囲は森となり、私は流星石から流れてくる気を煉ねって己おのれの力として蓄たくわえた」

  　その時だった。馬のいななきが届いてくる。馬が疾走する蹄ひづめの音が近づいてくる。リョウカは思わず「うっ」と低く呻うめいた。

  「追われているのか」

  「は、はい」

  「誰だ」

  「山さん賊ぞくです」

  「そうか。返り討ちにしてやるといい」

  　シュンライは、当たり前のことのように言った。

  「そ、それは私には無理です！」

  「無理か」

  「救けてください……！」

  　リョウカは地面に両りよう膝ひざをついて、流星石に向かって必死に頭を下げる。

  「救けたくても、出れない」

  「そこから出してあげたら、救けてくれますか」

  「ああ」

  「出してあげたら、私に武術を教えてくださると約束してもらえませんか」

  「ああ」

  「大陸一の遣い手にまるまで、鍛きたえてくれますか」

  「ああ」

  　シュンライの返答は短く、素そっ気けなかった。もしかしたら安やす請うけ合あいされたのかとリョウカは不安になったが、他に頼るものがあるわけでもない。肚はらをくくって、流星石と向き合う。

  「では――」

  　リョウカは腰の短刀を抜いて、いきなり自分の左手の小指を切り落とした。
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  「くうっ……！」

  　骨をゴリッと断つ音が響く。血が溢あふれて、リョウカの顔が苦痛で歪ゆがむ。

  「何をしている」

  　鎖くさりの向こう側で、驚きの声。

  「この鎖の術を解きます」

  　と、リョウカ。

  「こう見えても私は地ち仙せんのもとで修行を積み、こういったことにはそこそこの心こころ得えがあります。この鎖にかかっているのは、『禁きん呪じゆ』の一種と見ました。それならば、人間の血で霊力が籠こもった『霊れい符ふ』を描いて術を解くのが一番でしょう」

  　そう言いながら、リョウカは懐ふところから一枚の紙を取り出した。縦たて五寸すん横三寸（一寸は約三センチメートル）ほどのその白い紙に、神秘の術じゆつ式しきを印しるすことで霊符は完成する。

  　霊れい符ふとは、術者によって力を与えられた「お札ふだ」のことである。

  「長い年月を経へて、禁きん呪じゆの力はだいぶ弱っている様子。これならば、私の技量でも……！」

  　リョウカは落とした小指を筆のように持って、用紙に血の文字を走らせた。霊符には術式を朱しゆ墨ぼくで描くことが多いが、一番効果があがるのは人の血だ。このままいけば自分も殺されるのは間違いないので、リョウカも必死だ。たちまち、禁呪を解くための「防ぼう禁きん呪じゆ符ふ」の制作に入る。

  　そして、リョウカは再び山賊たちに囲まれた。

  「てこずらせやがって！」

  　山賊団の一人が声を荒らげる。

  　しかしその次の瞬間――、

  「できた！」

  　リョウカの霊符が完成した。

  　自分の指の血で仕上げた特製の防禁呪符。

  　リョウカは、すぐに鎖くさりに霊符を貼り付けた。効果は、それだけで出てくるはずだった。

  　目ま映ばゆい光とともに、霊符の効果が発動。

  　長い間レイ・シュンライを苦しめていた鎖が、リョウカの術によって爆発的に砕け散る。閃せん光こうと白煙が生じて、あたり一帯の視界が奪われた。

  「ああ――」

  　やがて閃光も収まり、白煙の中から一人の武術家が姿を現す。

  「体が動く」

  　レイ・シュンライ、人呼んで拳けん神しん雷らい。

  　北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの達人。

  「私は……生きているんだな。危あやうくそれすら忘れるところだった」
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  　シュンライの姿に、リョウカは意表をつかれた。

  　シュンライの鍛きたえ抜かれた胸板には、小ぶりの西瓜すいかほどもありそうな乳ち房ぶさがあった。

  「拳神雷は……女性だったんですか!?」

  「よく勘違いされるのはなんでだろうな」

  　さっきまでは声がくぐもっていて判りにくかったが、確かに女性の声。

  　それにしても、シュンライの体は見事だった。数年間も動けないでいたはずだが、内部でよく気功を煉ねっていたと言うだけあってその肉体はまったく衰おとろえていない。

  　シュンライの肌は美しい褐かつ色しよく。長身で手足が長い上に、筋肉質なので迫力がある。こんもりと盛り上がった筋肉は、その部位も黒こく曜よう石せきから削り出したように輝いている。足はトネリコの幹のように太くしなやか。腰は砂時計のようにくびれていて、鍛きたえすぎた腹ふつ筋きんは蛇じや腹ばらのようにも見える。

  　シュンライの黒髪は、すっかり伸び放題。そして何よりもリョウカの脳のう裏りに強く焼き付けられたのは――シュンライの目だった。獣けものの眼のように爛らん々らんと輝いているが、長い間闇の中にいたせいか瞳の奥には一いち抹まつの不安と寂しさがあった。

  　さすがにシュンライが着ていた衣服はボロボロで原形をとどめていない。

  「ふう……」

  　シュンライは大きく深呼吸。体の筋を伸ばし、各関節をゴキゴキと鳴らす。

  「……こいつっ！」

  　山賊たちは、シュンライの佇たたずまいにただならぬものを感じたのだろう。いきなり、長めの柳りゆう葉よう刀とうで馬上からシュンライに斬りかかった。

  「ああ――」

  　シュンライは地面を蹴って、跳んだ。軽く一丈じよう（約三メートル）は跳び上がり、空中で身をひねって蹴りを放つ。その蹴りが、山賊の胸部を貫通。肉や骨のかけらが飛び散り、心臓が押し潰つぶされて血の塊かたまりを吐き出す。何年も鎖くさりで拘こう束そくされていた人間の蹴りとは思えなかった。

  　体の表面の筋肉だけでなく、もっと深い場所の筋肉も使うのが拳けん法ぽうの蹴りだ。しかも、シュンライの蹴りには気き功こう――外がい功こうや内ない功こう――の威力も加わっている。
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  「……本当に気が狂いそうだった」

  　ぶつぶつと暗い声でつぶやきながら、シュンライはまた別の山賊に向かっていった。

  「実はもう狂っていて」

  　シュンライは再び跳び、蹴り殺す。

  　死体を蹴り飛ばして別の山賊に当てて、馬上から落とす。

  「自分だけがそれに気づいていなかったらどうしようか」

  

  「…………」

  　リョウカは、目の前で展開されるシュンライの戦いに圧倒されていた。

  　シュンライは、ただ力があるだけではない。速度と技も身につけていた。

  （これが……武ぶ侠きようの強さ！）

  　リョウカは、自分が「強い」ということを甘く見ていたことを悟った。自分がシュンライのように立ち回る姿など、想像もできない。リョウカは、あまりにも困難な道を選んでしまったわけだが今いま更さら引き返すわけにもいかない。

  　シュンライは、当然「軽けい功こう」も修得していた。

  　気功をよく煉ねって、体を軽くしてしまうのが軽功。軽功を極めると、空を数十丈も飛ひ翔しようしたり、垂すい直ちよくな壁の側面を走り抜けたりできるようになる。軽功を使って鳥のように跳び上がったシュンライは、爪を使って敵の喉のどを裂き、手しゆ刀とうを使ってまた別の敵の頸けい椎ついをへし折った。

  　シュンライは軽功を使って、森の木々の間を自由に飛び回った。自分の体の調子を確かめているかのような動きだった。そうしながら、時々思い出したように飛び蹴りを繰り出しては敵を減らす。

  　あっという間に、山賊団は全滅した。

  　最後の一人を倒したシュンライが急に立ち止まって空を見上げる。

  「……？」

  　シュンライは、無表情のまま泣いていた。本人は、自分が泣いていることに気づいていないようだった。

  「……なぜ涙が？」

  　長い間異常な状況下にいたせいだろう。シュンライは、自分の感情がまだ上う手まく制せい御ぎよできていないのだ。

  「あの……」

  「ん……？」

  「私は、リョウカ……今日からあなたの弟で子しです」
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  　大陸西南部辺へん境きようの郡、ギョウサイ。

  　帝都から遠く離れたこの町にも、ルカン朝正規軍は師し団だん規模で駐ちゆう屯とんしている。

  　ギョウサイは金こん剛ごう石せき（ダイアモンド）鉱山の町だ。町で暮らす八割の人間が、何らかの形で金剛石採さい掘くつ作業に関わっている。帝都には遠いとはいえ、ギョウサイ郡全体が抱える利権は莫大であり、この町に派は遣けんされる太たい守しゆ（郡長官）は中央への出世街道の緒しよと言われるほどだった。

  　ギョウサイの町を守る城じよう壁へきは広大で、内城だけでなく金剛石鉱山まで囲んでいる。高い城壁に守られた町の中心で、ギョウサイ太守のランガンは贅ぜいの限りを尽くしていた。

  

  　ランガンは邸城の中庭で酒を呑んでいる。

  　ギョウサイ郡の太守、そしてギョウサイ城の主あるじであるランガンは今年で四十歳。小山のような体格で、頭には髪が一本もない。

  　中庭には大木があり、その枝に多数の人間が生きたまま逆さ吊りにされていた。鉱山から逃げ出そうとした奴ど隷れいたちだ。その数、およそ二十。ランガンは、逆らった人間はできる限り自分の手で殺すようにしている。

  　ランガンは、「弩いしゆみ」をよく使うことで知られている。弩とは、発射装置が組み込まれた引き金式の弓矢のことである。ランガンが使う弩は――「九きゆう石せき弩ど」。弩の弦げんに矢を番つがえて引き絞るのに九石こく（約二七〇キロ）の力が必要なことからそう呼ばれる。

  　ランガンは、専用の太い鋼鉄製の矢を用意した。片手だけで九石の力を発揮して簡単にその矢を番える。

  　酒しゆ肴こうを食らい、多数の美女に全身を愛あい撫ぶさせながら、ランガンは九石弩の引き弦づるを絞った。弩から放たれた通常の何倍も重い鋼鉄の矢は、狙ねらい違たがわず脱走を企たくらんで逆さ吊りにされた奴隷の首に命中した。喉のど周辺の肉や骨がごっそり大きな鏃やじりに持っていかれて、胴体から首が離れて遠くに飛んでいく。その矢は一人を刺しても勢いが止まらず、さらに三人の奴隷を貫通した。

  　ランガンはすぐに二射目を放つ。別の奴隷の腕に当たった。大量に肉を削そぎ取って、千ち切ぎれた腕が飛んでいく。城の中庭に、悲鳴が反響する。

  「死体は町にばらまいて見せしめにしろ」
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  　ギョウサイの町の片隅で、二人の女性が暮らしていた。

  　一人は三み十そ路じ、もう一人はまだ少女であった。

  　三十路の女の名は、ホウショウ。ホウショウは美しいが両腕がない。将軍の娘であったホウショウは、女の身でありながらも戦いくさに出て名軍師として活躍していた。「賢けん鳳ほう」とは、その頃ついたあだ名だった。しかし、その歯に衣きぬ着せぬ物言いと乱れた私生活から皇帝の不興を買い、両腕を切り落とされてこの辺へん境きようまで追放されたのだ。

  　少女は、召めし使つかいのリラン。ホウショウが軍師で連戦連勝だった頃は、彼女の周囲にはたくさんの人間がいた。だが、ホウショウが権力を失うと、親しん戚せきまでもがてのひらを返して離れていってしまう。誰もがホウショウを見捨てる中、ただ一人ついてきたのがこのリランだった。

  　ホウショウは、貯たくわえを使ってこの町に湯ゆ屋やを建てた。一階が風呂、二階が宿になっていてそこそこ繁はん盛じようしている。ホウショウは大たい抵てい一階の番ばん台だいに座っていて、その隣にはいつもリランがいる。

  　ホウショウがふと窓に目をやると、外を太たい守しゆランガンの兵士たちが走ってくるのが見えた。ランガンが、脱走を試こころみた奴ど隷れいを惨ざん殺さつして、その死体を町のあちこちに飾り付けていると聞く。あまりの悪趣味さにホウショウはため息をつく。

  「……もうこの町もこの国も終わりだな。ルカン朝が腐っているのは判りきっていたが、そこで暮らす人々まで腐りきってしまった」

  「…………」

  　リランは、黙って主人の話を聞いている。それもそのはず、リランは病気のせいで口をきくことができない。

  　ホウショウは続ける。

  「もうだめだ本当にだめだ。この国の人々から反はん骨こつの精神が消えてしまった。強いものに刃向かおうという心意気がない。挙あげ句くの果てには、少しでも反骨心を見せる者がいれば、『子供のようだ』と馬鹿にされる始末……ああもうまったく話にならん。反骨心を失い飼い馴らされて、貴族や金持ちにいいように食い物にされているというのに戦うこともしない」

  　ホウショウは厭えん世せい家で不平持ち、グチも多い。しかしそんなホウショウを、リランは嫌な顔一つせず献けん身しん的に身の回りを世話している。

  　リランの口が動いた。何か言いたいことがあるようだ。

  　ホウショウはリランの口こう唇しんを読んだ。唇の形、舌の動きで、声は出ていなくとも何を言っているのかは大体判る。

  　リランは、

  『ご主人様が王になればよいのです』

  　と言っているようだった。

  「私はだめだよ」

  　ホウショウは苦笑する。

  「分相応という言葉がある。確かに私が策を練った戦いくさは連戦連勝だった。が、それは私が大将でなかったから勝てたんだ。私には兵を自分の手足のように動かす才覚はない。兵に好まれる徳とくがない。戦は難しい。戦に勝つのは簡単だが、戦に勝つ条件をそろえるのが難しい。勝つ条件をそろえられるのは軍師ではなく、ただ大将のみだ。大将には大将の器うつわが、軍師には軍師の器がある。その器を間違えると、ろくなことにならない。私は、いい大将が上にいて初めて働けるのだ」

  「…………」

  　リランは、諦あきらめたような口調の女主人を寂しげな目で見つめていた。
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  　コウ地ち仙せんとともに暮らしていた霊れい峰ほうコルンから一番近い町は、ギョウサイといった。

  　リョウカは、ギョウサイを最初の目的地に決めていた。ここで馬を買い、本格的な旅の支度を整えるつもりだったのだ。

  　そして、武術の師し匠しようもここで見つけるつもりだった。ギョウサイは金こん剛ごう石せき鉱山の町であるから、金剛石運うん搬ぱんのために[image: ]ひよう局きよくの人間がよく出入りしていて、武術が盛んだと聞いている。[image: ]局とは、荷物の運搬や警備を担当する組織のこと。[image: ]局で働く警備員のことを[image: ]ひよう客きやくという。[image: ]局の頭とう目もくは[image: ]ひよう頭とうである。

  　しかし、その必要はなくなった。今のリョウカには、腕の確かな師匠がいる。

  　拳けん神しん雷らいとあだ名された達人――レイ・シュンライが。

  　ああ、それにしてもシンハンには悪いことをした、とリョウカは嘆なげく。シュンライと出会うのがもう少し早かったなら、彼も無事に旅を続けることができたろうに。

  「あの、今日からしばらくあのギョウサイの町に滞在しようかと思っているんですが……」

  　町をぐるりと取り囲む城じよう壁へき――外城――を眺めながら、リョウカは言った。

  「そうか」

  「ええと……何か、注文とかありませんか？」

  「…………」

  「こんな宿がいい、とか。こんな店に行きたい、とか」

  「……別に、何も」

  　会話が続かない。

  　鎖くさりから解き放たれたシュンライは、いつも遠くを見ているような目だ。ぼんやりしていて、口数は多くない。

  　過去の噂うわさ話では、拳神雷レイ・シュンライは〝好色でわがままで、気に入らない者は些さ細さいな理由でもひねり殺す粗そ暴ぼうな性情の持ち主〟ということだった。噂が間違っていたのか、それとも感情の一部が長い拘こう束そく生活のせいで麻ま痺ひしたまま元に戻らないでいるのか――。

  「私は……」

  　と、リョウカ。

  「最終的には都みやこを目指そうと思っています。ルカン朝帝都――『八はつ卦け封ほう』」

  「……っ！」

  　八卦封――。その単語を聞いた瞬間、シュンライが目を見開いたので、リョウカはびっくりした。そうだ。シュンライは朝ちよう廷てい軍と激しい戦いを繰り広げていたのだ。敵の本ほん拠きよ地ちの名前を聞いて、反応しないわけがなかった。

  

  「八卦封で行われる三年後の『北ほく天てん戦せん』までに、私を鍛きたえ上げてほしいんです」

  　町へ入ることを許可されて、リョウカとシュンライはギョウサイ外城正面の通用門を潜った。

  　金こん剛ごう石せき鉱山の町ギョウサイは、このあたりで一番大きな町なのに活気がない。威張っているのは兵士ばかりで、道行く人のすべてが奴ど隷れいのように浮かない表情で肩を落として歩いている。

  「双そう天てん武ぶ王おうになるのは……相当難しいぞ」

  　シュンライが、ぽつり、とつぶやく。

  「覚悟の上です」

  　双天武王になるための方法は一つ。武術大会で優勝することだ。それも二回。

  　まず、行われるのは「北ほく天てん戦」。北天戦で優勝したものは「北天王」と呼ばれるようになる。そしてその一年後「南なん天てん戦」が開催。優勝者は「南天王」となる。北天王と南天王が決まったところで、「双そう天てん戦」をやるかどうか二人の南北天王が話し合う。双天戦の勝者こそが、この大陸で最強の称号「双天武王」を名乗ることができるのだ。

  　双天武王は皇帝から直接褒ほう美びをもらうことができる。それが古来からの決まりだ。皇帝は、双天武王が望んだことを一つ、必ずかなえなければいけない。望みは、皇帝の権力で可能なことならば何でもだ。それは、古代に神と王族の祖とが交わした絶対の契けい約やくであり、例外はない。

  「私は……」

  　と、シュンライ。

  「北天戦で、師し匠しようを喪うしなったことがある」

  「！」

  　リョウカは驚きで身を強こわ張ばらせた。

  　レイ・シュンライの師匠となれば、凄すさまじい腕だろう。

  　そんな人間でも、北天戦の壁は厚かったというのか。

  「私でも、双天武王になれるかどうかはかなり危あやうい。それでもお前はその高みを目指すというのか？」

  「…………」

  　リョウカは瞼まぶたを閉じた。

  　そして「きゅっ」と軽く唇を噛かむ。

  「それでも……」

  　ゆっくりと瞼を開けつつ、リョウカは答える。

  「一度始めた、旅だから」

  「そうか」

  　シュンライは満足げに微笑ほほえんだ。

  「私も、一度約束した以上は……やらないとな」

  「よ、よろしくお願いします……！」

  

  　そんな二人が今日の宿を探して町の大通りを歩いていると、大きな酒屋で騒動が起きている場面に出くわした。

  　ギョウサイ太たい守しゆの配下である兵士たちが、酒屋の売り物をその場で勝手に呑み干し、さらには大量に持ち出そうとしている。堂々と樽たるごと盗もうとしているから、ただごとではない。兵士の数は、六人。初老の店主が「さすがにその量は困ります。どうかお代を……」とすがりついたら、有う無むを言わせず兵士にぶん殴られている。兵士たちの本来の仕事は町の見回りなのだろうが、これでは野や盗とうとなんら変わりない。

  　殴られた店主を心配して、その孫らしき少女が店の奥から飛び出してきた。その少女が可か憐れんだったので、兵士たちの目の色が変わる。兵士たちは酒樽を捨てて少女を囲む。少女は店主に向かって手を伸ばそうとするが、遮さえぎられる。

  「どうかお許しを」

  「黙れ！」

  　兵士の一人が、少女の服を乱暴につかんで引き裂いた。

  「我々に逆らうということは、太守ランガン様に逆らうも同じ。大たい罪ざいであるぞ」

  　六人の兵士たちは、真昼間から酒屋の店先で少女を強ごう姦かんしようと押し倒す。

  「ど、どうしよう……」

  　困り果てたリョウカがシュンライの方を向く。

  　が、さっきまで隣にいたはずの彼女がそこにいない。

  　慌あわててリョウカが顔を正面に戻すと、すでにシュンライは「ずん、ずん」と大おお股またで兵士たちに向かっていた。

  「なんだ、てめえ」

  　兵士の問いには答えず、間合いを詰めたシュンライは、いきなり右の手しゆ刀とうを振るった。その一撃で、兵士の一人がたやすく左腕を断だん裁さいされる。外がい功こうで鍛きたえ抜かれたシュンライの手しゆ刀とうは、刃物よりも鋭するどい。血が噴いて、周辺は騒然となる。

  「！」

  　シュンライは立て続けに手刀を放った。シュンライは、腕うで利ききの料理人が鳥の首を落とす時のような無駄のなさで手刀を振るう。ひゅんっ、と音がするたびに血ち飛沫しぶきがあがる。「ざくり」と切断音が響いて、「ぼとり」と手足のどちらかが落ちる。シュンライは兵士たちの腕を切り落とし、足も切り落とすが命までは奪わない。ほんの数秒もたたないうちに、六人の兵士たちは全員片腕と片足を失った。外がい功こうで鍛えた一撃に耐えられるのは、外功で鍛えた筋肉のみである。

  　一仕事終えたシュンライは、何事もなかったような顔でリョウカの隣に戻った。

  「どうして……いきなりこんな」

  　リョウカは、呆ぼう然ぜんとした表情で訊たずねた。

  「とどめを刺さなかったのは、こうやったほうが見せしめになるからだ」

  　その場は血の海と化し、歩けなくなった兵士たちが「うああ」「ひいい」と呻うめき声をあげながら床を這はっている。

  「いえ、そのことではなくて……」

  「……何か、まずかったか？」

  「まずくはないんですが……その」

  　リョウカは言葉に詰まった。シュンライのやったことは、やりすぎかもしれないが間違ってはいない。

  　リョウカがシュンライに「やりすぎです」と言っても、恐らく意味は通じないだろう。そうでなければ、まったく無表情のまま六人の手足を奪うなどできるはずがない。

  　強い、とは何か。

  　法とは、正義とは、命とは何か。

  　シュンライの近くにいると、そんなものは些さ細さいなことと思えてしまう。たぶんシュンライは、他人が作った法には従わない。守るべきは自分の中にある法、自分の信念、自分の生き方。ある意味、自分以外はどうでもいいと思っている。

  

  　リョウカは、シュンライの手を引いて凄せい惨さんな立ち回りの舞台となった酒屋を離れた。人目を避けて、横道に逃れる。これ以上騒ぎを大きくしないための、リョウカなりの配はい慮りよだった。しかしシュンライは、リョウカが何を恐れているのか、なぜ隠れなければいけないのか理解できず「きょとん」としている。

  「……ここまで来れば、大丈夫」

  「私はいつも大丈夫なんだが」

  　シュンライは不思議そうに言う。

  「なぜこんなところに？」

  「その、人の目を避けないと大変なことに……」

  「そうはいかないようだ」

  　と、周囲を見回しながらシュンライ。

  「え？」

  　リョウカにはその言葉の意味が判らなかったが、ほんの数秒後に答えが出た。

  　何者かが、リョウカとシュンライを尾び行こうしていた。

  「いやはや、お見事」

  　と言って姿を現したのは、二人組だった。

  　両腕のない妖よう艶えんな美女と、幸さち薄そうな美少女だ。

  「さっきからずっとついてきていた。敵ではない。殺気、邪じや気きを感じない」

  　シュンライは淡たん々たんとした口調で言った。

  「私はホウショウ。この少女は召めし使つかいのリラン。リランは生まれつき話すことができない。町の端で、湯ゆ屋やを兼ねた宿を経営しております。先ほどの酒屋での一件拝見し、このホウショウ感かん服ぷくしました」

  　ホウショウと名乗った美女は、声が腹から出て透すき通っていた。

  「このままでは、今日の宿にも困ることになるでしょう。ぜひ、私の店をご利用ください」

  「でも……それでは迷惑をおかけしませんか？」

  　と、リョウカ。

  「かつては江こう湖この女じよ傑けつと呼ばれた私です」

  　ホウショウは微笑ほほえむ。江湖とは、無法者、武ぶ侠きようにおける「世せ間けん」のことを指す。

  「いきなり無法の兵士たちを倒したあの義ぎ侠きよう心しん。あれほどのことをやり遂とげるお方を、このまま放っておいてはその名が廃すたる。宿代なども必要ありません。ぜひ……！」

  「それはいいな」

  　シュンライはあっさりと首を縦たてに振った。
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  　リョウカの幼おさない頃の記憶はおぼろげだ。

  　最初の記憶は、戦場でコウ地ち仙せんに拾われるところだが、それ以前の出来事もたとえば夢の中でふと思い出しそうになることもある。そういえばコウ地仙も言っていた。人の脳は、眠っている間に記憶を整理しているそうだ。

  　夢の中で、「母」は色々なことを言う。

  　そのうちいくつかは、ぼんやりとだが目を覚ました後も覚えている。

  「リョウカ、あなたは双そう天てん武ぶ王おうになるのよ。そして――を復興させるの」

  　母との約束

  「リョウカ、あなたの体の秘密は――の証あかし。朝ちよう廷ていに知られれば命を狙われる。信用のできない人には絶対に秘密を漏らしてはいけない」

  　母の忠告。

  　そして、リョウカの胸には焦しよう燥そう感が走る。胸が焼けつくような不安と焦あせり。――そうだ、私は「やらなければならない」。何事かを成し遂げねばならない。
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  　両腕のないホウショウと、口のきけない召めし使つかいのリラン。

  　そんな二人に導みちびかれて、リョウカとシュンライは湯ゆ屋やを兼ねた宿屋に足を踏み入れた。

  　ホウショウの宿は二階建てでしっかりとした造りだった。この大陸では一般的な工法である「版はん築ちく」によって建造されている。版築とは、板に土を挟んで固めて、それを積み重ねて壁を作るやり方だ。

  　二階の一番広い部屋に案内されて、リョウカは恐きよう縮しゆくしたが、ホウショウは「いえいえお気になさらず」と譲ゆずらなかった。シュンライが六人の兵士たちを叩きのめしたときはどうなることかと思ったが、まさかこんな幸運に恵まれようとは。

  「では、ここを自分の家と思ってごゆっくり。このリランが食事を用意したらまたお呼びします」

  　そう言ってホウショウが一階に降りていったので、部屋にはリョウカとシュンライ二人きりになった。

  「ようやく落ち着きましたけど……大丈夫なんでしょうか？」

  　リョウカは不安を隠さずに言った。

  「あのホウショウとかいう女、悪党ではない。昔は名のある軍師だったはずだ。何か狙いはあるのかもしれないが、少なくとも私たちの害にはならない」

  「なるほど……」

  　間違いなく、シュンライはリョウカよりも人を見る目が確かだろう。武術の達人とはそういうものだと聞いている。ここは、ホウショウを信用するというより、シュンライを信用してリョウカも警戒を解くことにする。

  「これからどうする？　私は何年かぶりに風呂に入ってからメシだ」

  「わ、私は部屋で休んでます。ご飯は一緒に」

  「そうか」

  

  　シュンライが風呂に入ると、ホウショウとリランが着替えの服まで用意してくれた。拳けん法ぽう用の薄い革の胸当てに、乗馬用の革靴。下着まで革製で、シュンライの好みそのものだった。どれも立派な作りで、シュンライの鍛きたえ抜かれた肉体にはよく似合い、着替えた彼女を見たリョウカが、「なんて美しい……」と思わず感嘆のため息を漏らしたほどだ。

  　そして、リランが用意した食事の席へ。

  　食卓の上に並んだのは、麻マー婆ボー豆ドウ腐フ、軟ナン炸サク鶏ケイ子シ（鶏にわとりのモモ肉のからあげ）、あさりのトウガラシ炒いため、黄こう魚ぎよと漬つけ物もののスープといった大陸南部の定番メニューだ。どの料理にも糖度が高い黄酒が味に効いていて、ただでさえ腹が減っていたリョウカとシュンライはがつがつと食べた。

  「お二人は、何を目指して旅をしているのですか」

  　と、酒を呑みながらホウショウ。ホウショウの口に酒を運ぶのは、リランの手であった。リランは、女主人が何を欲ほつしているのか的確に把は握あくしているようだった。

  「武術修行の旅です。いずれは都みやこへ」

  　リョウカが答える。

  「シュンライ様は、私に武術を教えてくださると約束してくれたお方で。実はまだ出会ったばかりなのですが……私の命の恩人です」

  「恩人は、リョウカの方だ」

  　シュンライは無表情のまま言った。

  「もう少しで、私は誰にも知られないまま朽くち果はてるところだった」

  「これはすばらしい！　お二人は互いに命を救い合った仲と見える」

  　ホウショウが満面の笑顔でうなずいた。

  「それはいい旅になりそうだ。このホウショウ、人の命を奪ったり、人の命を助けたことはあっても助けられたことはなかった。お二人は出会った時からすでに助け合っている。それほどすばらしいことはない！　心底うらやましい限りです！　今こ宵よいはとことん呑み明かしましょうぞ！」

  

  　酒の杯が進んでいく。リョウカは酒を呑むのは早いので、シュンライとホウショウの飲酒量に圧倒されてしまった。ホウショウは酒が入って肌が桃色になっていくが、シュンライの表情にはほんの僅わずかな変化もない。

  「ところで……」

  　と、ホウショウ。

  「風のウワサで、シュンライ様は磨ま鏡きようを好んでいると聞きましたが本当ですか」

  「……っ！」

  　その言葉に反応して、リョウカは顔を赤くした。

  「ええ」

  　眉一つ動かさずに、シュンライはうなずく。

  　磨鏡とは、女と女が肉体を交わすことだ。逆に、男同士の交合は龍りゆう陽ようという。この大陸には、強い女武術家ほど磨鏡に走る伝統がある。

  「近くに磨鏡専門の娼しよう婦ふ館がある。数年ぶりで、シュンライ様もお体が渇いているのではありませぬか。もしご希望とあればすぐにでも……」

  「私は……」

  　シュンライが何か答えようとしたが、リョウカがそれを鋭するどく遮さえぎった。

  「そんなことをしている場合ではないと思います」

  　いきなり怒ど気きをはらんだ口調で言ったので、ホウショウが目を丸くして驚く。

  「リョウカは、磨鏡に興味がないのか」

  　と、シュンライ。

  「もちろんです！」

  　リョウカの顔色はどんどん赤さを増していって、今では熟した林檎りんごのようだ。

  「失礼します！」

  　いたたまれなくなって、リョウカは足早にその場を離れた。

  

  　部屋に残った三人は、不思議そうに顔を見合わせる。

  「いくら磨鏡に興味がなくとも、そこまで怒らなくてもいいだろうに……」

  　ホウショウが、独り言のように言った。

  「…………」

  　シュンライは、静かな顔で何かを考えている。
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  　――やってしまった。

  　リョウカは、皆の前で突然冷静さを失ってしまった自分を恥じた。武侠、好こう漢かん、女じよ傑けつの世界は性愛に関して開放的なのが当たり前なのだ。派手に遊び、派手に戦う。それが判っているのにリョウカは場の空気を悪くしてしまった。

  　仕方がなかったのだ。リョウカは、恋愛やそれにともなう肉体関係の話になると、どうしても過敏に反応してしまう情があった。コウ地ち仙せんのもとで修行していた頃、リョウカは何度か恋心を告つげられたことがあったが、自分の体の秘密を隠すために一度も相手の想いに応こたえたことはなかった。

  　興味がないわけではない。

  　ただ、無理なのだ。

  　自己嫌けん悪おにさいなまれながら、リョウカは一階の女湯に向かった。ホウショウの店の風呂は近くの温泉とつながっていて、四し六ろく時じ中ちゆういつでも入ることができた。

  　服を脱いで、体を洗い、湯につかる。

  　熱い湯に体の疲労を溶かされて、リョウカは「はあ……」と快感の吐と息いきをつく。リョウカの体には秘密があるので、人目を避けるようにして入浴する必要がある。

  　ほんの数日しかたっていないのに、コウ地仙のもとで修行していた日々が遠い昔のように感じられる。前途多難な、恐ろしい旅が始まってしまった。自分の出発点を探りつつ、奪われた「何か」を取り戻す――なんと漠然とした目的だろうか。何を奪われたのかさえ判らない、当てのない旅。しかし今いま更さら後戻りするわけにもいかない。

  　その時、不意に女湯の扉とびらが開いた。中に、シュンライが入ってきたのだ。反射的に、リョウカは湯船の中で体を丸めた。

  「しゅ、シュンライ様……！」

  「お前の背中を流しに来た」

  　そう言ったシュンライは、すでに全ぜん裸らだ。

  　シュンライの美しい褐かつ色しよくの肌には、武術家としての機能美と女性らしい美しさが同居していた。奇跡のような肉体だった。長い手足に凄すさまじい筋肉。丸く張り詰めた乳ち房ぶさに強い瞳――。シュンライの肉体を見ていると、リョウカの中で疼うずくものがあった。それを戒いましめるために、思わず独りごちる。

  「だめだ……なんて邪よこしまな……」

  「ん？　何か言ったかリョウカ」

  「い、いえ……」

  「背中を流そう。少し上がれ」

  「いえ、さっき洗ったばかりなので……」

  「そうか。じゃあ、旅の疲れをとるために少し揉もんでやろう」

  「そ、そんなもったいない」

  「何がもったいないものか」

  　言うなり、シュンライはリョウカの左手をつかんだ。

  　リョウカはシュンライのために左手の小指を切り落とした。治ち癒ゆの霊れい符ふをすぐに貼りつけたので指は再びつながったが、傷は残った。いくら仙術を使ったとはいえ、あまりにも簡単につながったのでリョウカ自身もびっくりしたほどだ。

  「美しい指なのに、本当にもったいない」

  「……他に方法がなかったから、こうしただけで……」

  「『他に方法がなかった』からだとしても、なかなか指一本思い切れるものではない。凡ぼん人じんは、混乱した挙あげ句く逃げ出して背中を切られるのがオチだろう。――本当に感謝しているんだ。私は」

  　シュンライに腕をつかまれて、いよいよリョウカの中で欲望が膨ふくらんできた。

  「ああ……もう……」

  「リョウカ。何を隠しているんだ、さっきから」

  「それは……」

  　リョウカはさっきからずっと前まえ屈かがみの姿勢だが、いよいよ隠しきれなくなった。リョウカの下半身から伸びているあるものを見て、さすがのシュンライも目を丸くする。リョウカはとうとう諦あきらめて、湯船の中で立ち上がった。

  「はい……」

  　リョウカの下半身には、男性と女性の機能が存在していた。

  

  「これは驚いた……」

  　シュンライは、リョウカの上半身と下半身を見比べる。上半身は見た目といい気き脈みやく（生命力の流れ）といい完全に女性のそれだが、下半身は二つの性が入り混じっている。睾こう丸がんは見当たらないので、やや女性の機能の方が強いか。

  「気脈を見る限り、その男根は生まれついてのものに見える」

  　シュンライはつぶやく。

  「仙術道どう術じゆつを応用した房ぼう中ちゆう術じゆつの中には、女が男根を生やすものもある。それほど珍しいものではない。私も、似たようなものなら見たことがある。だが……ここまではっきりとした形の自然な龍鳳双具など見たことも聞いたこともない。いくら経けい年ねん劣れつ化かがあったとはいえ、封ほう神しん大たい鎖さを解くのは並なみ大たい抵ていのことではない。リョウカには何か秘密があるとは思っていたが……」

  　ある皇帝は、二千人の女性と性交することで仙人になったという。仙人や道どう士しの世界には、性交の秘ひ儀ぎを扱いこなすものこそがこの世の理ことわりを支配するという考え方がある。その考え方に従って、性と性交に関わる様々な秘術が編み出された。それが房ぼう中ちゆう術じゆつである。

  　房中術を研究する仙人や道どう士しの中には、「男根を生やした女」こそが究極の人間だという意見がある。

  　この大陸では、男根を生やした女を「龍りゆう鳳ほう双そう具ぐ」という。

  　古代、帝都の周辺には龍鳳双具の民族があったそうだ。そのほとんどは、何百年も前にこの大陸から旅立っていったといわれている。

  「ああ……そんなに見つめないでください」

  　リョウカは切ない声をあげた。

  　凶器のような長さであった。太すぎるわけでもなく、ぎゅっと精が凝ぎよう縮しゆくされている感じがする。先端部分の段差がはっきりとしていて、まるで鉤かぎ爪づめだ。

  「リョウカが旅を始めた理由の一つは、これか……」

  「はい……なぜ私にこのようなものがついているのか」

  「さっきいきなり怒り出したのは、これのせいか」

  　と、シュンライ。

  「はい……」

  　リョウカはうなずく。

  「私の幼い頃の記憶は曖あい昧まいですが、それでもいくつか母の言葉を覚えています。母は、私に『その体の秘密を朝ちよう廷ていに知られれば命を狙われる』と。私は、今までずっとその言葉に怯おびえて生きてきました」

  　この体の秘密を隠すために、リョウカはこの世の誰とも体を交まじわすことはないと思っていた。そのせいか、愛や恋の話になると過か剰じように反応してしまう。

  「……確かに、完全な龍鳳双具は珍しい。裏に何かあっても不思議はないな」

  「母は戦場で殺されたらしいと、育ての親から聞いています。そのせいでしょうか。私にはこの体の秘密が、何か災難の種のような気がするのです」

  「バカなことを言うな」

  　と、少しだけ怒ったようにシュンライ。

  「……！　シュンライ様」

  「仮に、朝廷がリョウカの秘密を狙っていたとしよう。それがどうした。この拳けん神しん雷らいが必ずリョウカを守ってみせる」

  　力強い言葉に、リョウカの瞳が一瞬で潤うるんだ。

  「リョウカの秘密、この私が引き受けた。……お前が自分を受け入れられないのなら、まず私が受け入れよう」

  　そう言ってシュンライは自分も湯船に入ると、いきなり四つん這いになってリョウカの男根を口に含んだ。

  「指まで落として私を解放してくれた礼でもある……」

  「……ああっ！」

  　リョウカは甘い悲鳴をあげる。

  　シュンライは、引き締まった尻を背後に突き出すようにしながら舌と唇でリョウカのものに奉ほう仕しした。裏の筋を丹たん念ねんに舐なめて、頬ずりするように唇で擦こする。もちろん、リョウカの「女性」も指で愛あい撫ぶするのを忘れなかった。生まれて初めての感覚に、リョウカの腰は砕くだけそうになる。

  「どうか、お許しを……」

  　口ではそう言っているが、リョウカの腰はもう止まらなかった。

  　自分より何倍も強い、凄すご腕うでの女武術家にこの男根をしゃぶらせている――そんな立場の逆転した状況が、リョウカの興奮を加速させていた。リョウカは我慢できなくなって、両手でシュンライの頭をつかんで男根を喉のどの奥までねじ込む。

  「……んっ！」

  　被虐の快感で、シュンライの双そう眸ぼうが潤うるんだ。我われを忘れたリョウカは乱暴に腰を使う。シュンライの舌、唇、喉の感触は絶品で、たちまちリョウカは吐と精せいしてしまった。自じ慰いはさておき、他人に向かって精を放つのはこれが初めてだった。大半はシュンライがそのまま喉を鳴らして飲み込んだが、あまりにも精の量が多く、勢いも凄すさまじかったので、その口の端から余った分が少しこぼれた。

  「……はあ……」

  　気を失いそうになる。

  　リョウカは悦楽の表情のまま涙をこぼした。

  　生まれてから死ぬまで、誰ともつながることはないと思っていた。だが、それは間違いだったのだ。重く両肩にのしかかっていた荷物を、ようやく地面におろした気分だった。リョウカはシュンライを鎖くさりから解放した。そして今度は、シュンライがリョウカを得体の知れない恐怖から解放してくれた。生まれ変わったような気分だった。

  「まだだ……」

  　すっかり欲情したシュンライが、ねだるように言った。普段の強く凜り々りしいシュンライとは、まるで別人だった。

  「……頼む、数年ぶりの性交なのだ」

  　シュンライは、リョウカの前で大きく脚を開いた。

  　迎え入れる体勢のまま、シュンライは言う。

  「このまま放っておかれたら、気が狂いそう……」

  　性欲旺おう盛せいな武ぶ侠きようが、何年も独りでいたらどうなるだろうか。本当なら、解放された瞬間誰かと性交したかったところだろう。しかし、シュンライはリョウカに気を遣つかってかそんな気配は微み塵じんも見せなかった。

  　シュンライの想いに応こたえるために、リョウカは残った力を振り絞る。

  　シュンライの秘所は、すでに十分に濡れていた。リョウカはそこに男根をねじ込もうとするが、焦あせっているせいか上う手まくいかない。狙いが外れて、滑る。手を添えて、しっかりと先端を当ててから腰を突き込む。上手く入って、リョウカは生まれて初めての挿そう入にゆう感にただ驚いた。

  　リョウカは他の女によ人にんの秘所の感覚を知らないから、比べることはできない。それでも、恐らくシュンライは特別だろうと直感した。それほど凄すさまじい快感だった。男根が、根本から搾しぼり取られるような感覚だ。リョウカの女性から、とめどなく愛液が溢れる。

  　獣欲に支配されたリョウカは、夢中になって腰を振った。シュンライもいやらしく腰をうねらせてリョウカを迎える。

  「こんな、凄い……」

  「シュンライ様の中、暖かい……」

  　二人の運動が激しさを増す。

  　リョウカがえぐる。

  　シュンライの肉にく襞ひだが、リョウカの男根にからみつく。

  「リョウカのたくましいもの、たまらない……」

  「ああ、もう私……」

  「中で、中で出して」
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  　とうとう、リョウカはシュンライの中で体内の精を放った。それを子し宮きゆうで浴びて、シュンライの鍛え抜かれた体が「びくん、びくん」と震える。

  「ふああ」と、リョウカの口から間まの抜けた声が漏れてしまう。

  　あまりの快感に、リョウカはそのまま気を失ってしまった。
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  「…………」

  　次に目を覚ましたとき、リョウカは寝台の上にいた。

  　体は軽く、うっすらと火ほ照てっている。しばらく天てん井じようを見つめた後、上体を起こす。

  　――シュンライとの淫みだらな出来事は、夢だったのだろうか？

  　一瞬、そんなことを考えるリョウカ。

  　もちろん、夢などではなかった。リョウカの隣には全ぜん裸らのシュンライが眠っていて、どちらの体もまだ微かすかに湿っている。間違いなく、風呂場での一件は現実だった。確かに、リョウカの男根にはまだシュンライの口の感触が生々しく残っている。

  「ああ……」

  　リョウカは思わずため息をついた。

  　武術の師し匠しようの口を汚した弟で子しなど、聞いたことがない。

  　そう――見たことも聞いたこともない話ばかりだ。師匠のことを、こんなに短期間で愛するようになってしまった弟子なんて。

  「大変な旅になりそう……」
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  　ルカン朝、帝都――「八はつ卦け封ほう」。

  　八卦封の中心部では、皇帝バラカン・ルカンの居城「伏ふつ義き城じよう」がその威い容ようを誇っている。

  　八卦封は高い城じよう壁へきに囲まれているが、伏義城はさらに三重の外壁によって守られている。三重の城壁に、八つの門。防備には一分の隙すきもない。

  　伏義城は何もかもが巨大である。慣れない人間がこの城内を歩くと、遠近感が狂って調子を悪くするというほどだ。

  　そんな伏義城の中を、多数の護衛に守られつつゆっくりと歩いていく人物がいる。恰かつ幅ぷくのいいその男の名前は、ハッサ。役職は丞しよう相じよう。皇帝を補佐する、ルカン朝の最高行政官である。

  　ハッサは、第一離り火か門を潜くぐって第二離火門へ。その奥には、皇帝の私わたくしの場である「太たい極きよく宮きゆう」がある。太極宮の入り口で、ハッサは皇帝近この衛え府ふの頂点・五ご鎖さ衆しゆうに行く手を阻はばまれた。そこでハッサは護衛にこの場に留とどまるように命じ、五鎖衆の厳重な身体検査を受けてからようやく太極宮の中に入ることを許される。

  　太極宮では、普段千五百名ほどの人間が暮らしている。

  　しかし、その中で男子は皇帝ただ一人だ。

  　伏義城の中でも、一ひと際きわ荘そう厳ごん華か麗れいな太極宮の廊ろう下かをハッサが進む。途中で、ハッサは侍じ女じよたちとすれ違う。太極宮の中にいる女は、二種類しかいない。侍女か、側そく室しつ（皇帝の愛人）だ。皇帝が、侍女に手を出すことは古来よりの令によって禁じられている。なぜなら、太極宮の侍女たちはただの侍女ではなく、いざという時は皇帝を守る最後の砦とりでとなる女武術家ばかりだからだ。

  　常に体を鍛きたえ、武術の技を磨くことに余念がない侍女たちとは対照的に、側室たちは皇帝の寵ちよう愛あいを受けること以外何も考えてはいけない。幼おさない頃から、ただ皇帝に奉ほう仕しをするためだけに徹底的に仕込まれた者たちなのだ。

  

  　ハッサは皇帝の寝しん所じよに到達した。

  　皇帝の寝所には御み簾すが下がっていて、中の様子はぼんやりとしか判らない。ただ、何か口でものを噛かむ聞こえてくるので、現皇帝バラカン・ルカンが食事中であることは疑いようがない。

  「皇帝陛下は本日もご機き嫌げん麗うるわしく……」

  　ハッサは皇帝の寝所に向かってひざまずき、うやうやしく礼をした。

  「そなたがここまで上がってくるとは珍しい」

  　と、御み簾すの向こう側から皇帝の声。

  　同時に、くっちゃくっちゃ、と咀そ嚼しやく音おん。

  　御簾で隠された御ご座ざの隣には、皇帝の強い意向によって特別に設置された簡単な厨ちゆう房ぼうがある。そこでは宮きゆう廷てい料理長のシファンが、機械のように冷静な表情で包ほう丁ちようを振るっている。

  　シファンがさばいている食材を見て、ハッサは思わず眉をひそめた。

  　――皇帝陛下の悪い癖くせが、また疼うずきおったか。

  　バラカン・ルカンには人肉食の癖へきがある。シファンは食人を頻ひん繁ぱんに行う少数部族出の奴ど隷れいで、人肉を見事な料理に仕立て上げる技量を買われてこの地位まで出世した。

  　食材となるのは、年をとって皇帝に飽あきられた側室たち。食材に選ばれた側室は、まず体内の雑ざつ菌きんを消す薬を服のまされる。その結果彼女たちの病気に対する免めん疫えき力は著いちじるしく低下するが、すぐにこの世を去るので問題はない。

  　綺麗に消毒された「食材」は、シファンにいきなり首を落とされて、素早く調理される。人肉は、他の動物の肉よりも鮮度が重要だ。そのいきのよさを楽しむために、皇帝はわざわざ寝室近くに厨房を作らせたのだ。

  　今、シファンは人間の肝かん臓ぞうを刺身にしているところだった。取り出されたばかりの赤い臓器を、見事な腕で薄切りにしていく。シファンの手にかかれば、人間の肝臓も新鮮な他の動物の肝のように美び味みだという。

  　いいものばかり食べてきた美女の肝臓は、よく脂あぶらが乗っていて口の中でとろけると聞いたが、ハッサはそれを試してみたいとは思わなかった。

  「して、何用か」

  　肉を楽しみつつ、皇帝が言った。

  「ははっ」

  　ハッサは気を取り直し、本題を切り出す。

  「辺へん境きよう……ギョウサイの町にて、拳けん神しん雷らいらしき人物が再び現れたとの情報が伝でん令れい用の役やく鬼きによってもたらされました」

  「五ご鎖さ衆しゆうが仕し留とめたのではなかったのか」

  　皇帝の声が、少し不ふ機き嫌げんそうに尖とがった。皇帝はまだ、レイ・シュンライが朝廷軍をどれほど苦しめたか忘れていない。

  「また五鎖衆を向かわせますか」

  「ならん」

  　皇帝は、ハッサの提案を即刻はねつけた。そしてそれは、ハッサの予想通りであった。ここ最近、八はつ卦け封ほう周辺の武ぶ侠きよう、将兵たちに怪しい動きがある。たった五人で万軍にも匹ひつ敵てきする五鎖衆を、手元から離したくないのは当然だ。

  「ギョウサイか……あのあたりで一番近い精せい兵へいは？」

  「ヒュンラ将軍の南部第一軍かと」

  「ちょうどいい。ヒュンラならばしくじりもなかろう」

  「御ぎよ意い」

  「ついでに、賞金稼かせぎにも情報を流しておけ」

  「ははっ、それはどのような」

  「拳けん神しん雷らいレイ・シュンライの首をとったものには、報ほう奨しよう金きんとして金貨五百枚を授さずけることとしよう」

  　金貨五百枚。それだけあれば、豪邸を建てて奴ど隷れいを買い、一生遊んで暮らしてもまだお釣りがくるほどだ。

  「いずれも承知いたしました」

  　腕の立つ武ぶ侠きようの鎮ちん圧あつは本当に難しい、とハッサは思う。たった一人の武侠を相手に、あまりにも大規模に人を動かせば、皇帝、朝ちよう廷ていの権威に疵きずがつく。「たった一人を相手に朝廷は必死だ」と愚ぐ民みんどもに侮あなどられるのは避けたい。しかし、上位の武侠は並の軍隊などあっという間に蹴け散ちらしてしまう。暗殺するのが一番なのだが、シュンライほどの武侠を消せる暗殺者の数は少ないし桁けた違いの費用がかかる。まったく、ルカン朝は厄やつ介かいな荷物を背負い込んでしまった。今回は、常勝無敗のヒュンラ将軍が南部第一軍だけで仕し留とめてくれることに期待をする。

  　ハッサは、ふとシファンの方に目をやった。

  　人の肝臓の刺身を作り終えたシファンは、脳部を鍋で煮込み始めていた。

  　シファンとハッサの視線が合うと、彼女は唇だけで笑った。

  



  
    ２
  


  

  

  　――その頃。

  　ヒュンラ将軍率いるルカン朝南部第一軍三万は、大陸西南部、真昼のカルン平原に陣形をしいていた。

  　ヒュンラの中軍（本陣）を中心に、歩ほ兵へい、弩ど兵へい、騎き兵へいが敵軍を待ち構えている。

  　カルン平原は平坦な地形で、山も川もはるか遠くだ。大軍が進みやすい地形であり、ヒュンラが「ここで待機していればいずれ敵と遭そう遇ぐうするだろう」と予測して、陣を張ったらまさしくその通りになった。

  　南部第一軍の先頭は、重装弩兵と軽装弩兵の四列横おう隊たいである。

  　重装弩兵の装備は六ろく石せき弩ど、軽装弩兵は三石弩。いくら訓練を受けた兵士とはいえ、気き功こうを使いこなせない彼らは六石弩に矢を番つがえるのも一苦労だ。

  　他の弩兵は、二列縦じゆう隊たいで陣の両側面に配置されている。

  　騎兵は左さ翼よくにて待機。

  　右う翼よく、中央には歩兵隊と戦車隊が交互に並んでいる。

  　この大陸の戦車は、軍馬四頭で牽けん引いんするのが一般的だ。四頭立ての戦車に、御ぎよ者しや、車しや右ゆう、戦車長の三人が乗り込む。

  　車右とは、戦車の右側に座り、戟げき（枝刃のある戈ほこ）を振り回して敵を攻撃する役目のこと。

  　将軍、副将も戦車で移動する。ただし、部隊指揮官たちの戦車には車右がいない。そのかわりに、兵士たちに指揮官の命令を伝えるための法ほ螺ら貝がいや太たい鼓こを持ち、背中に部隊の位置を確認するための旗を背負った旗き手しゆがいる。

  　南部第一軍の大将ヒュンラも、指揮官用の戦車上にいた。

  　ヒュンラは、女将軍である。

  　それも、絶世の美女と言っていい。

  　冷酷そうな鋭するどい目に、やや厚めの物もの憂うげな唇。

  　体の線がはっきりと出る、露出度の高い衣服を身にまとっているが、ヒュンラは外がい功こうで鍛きたえているので鎧よろいを着ける必要がないのだ。

  　ヒュンラは今年二十八歳。その肉体はよく熟うれている。武術で鍛えた体の上には、ちょうどいい量の脂し肪ぼうが乗っていて肉感的だ。さらにヒュンラの乳ち房ぶさはほとんど乳牛並で、彼女が呼吸するだけで大きく揺れる。

  　よく見れば、ヒュンラの周囲にいる兵士たちは皆首輪をつけられていた。全兵士というわけではない。中軍の一部、およそ五百人ほどが首輪着用者だ。

  　首輪の彼らは「死し徴ちよう兵へい」という。



  [image: ]


  　ヒュンラの戦闘能力は、常人の域を完全に超えている。そんな武闘派の将軍が全力で戦えば、周囲の味方まで被害がおよんでしまう。そこで選ばれたのが彼ら死徴兵。全員が、死刑囚か重罪者なのだ。戦いくさで手柄を立てれば無む罪ざい放ほう免めんという条件で参加させられている。

  　どうせ刑死する予定の死徴兵ならば、いくら巻き込んでも困らない。ヒュンラは思い切り戦うことができるからと。

  

  　陣形を整えたヒュンラ軍の前に、敵対する部族の軍勢が現れた。

  　その数、約五万。

  　五万といえば、ヒュンラ軍より二万も多い。

  　朝ちよう廷ていに刃向かう反乱軍である。その名は震しん天てん会かい、という。

  　震天会はもともとただの山さん賊ぞく集団だった。しかし、そこに朝廷に弾だん圧あつされた少数民族の生き残りや都みやこから追放された犯罪者たちなどが次々と合流していき、瞬またたく間まに巨大勢力となった。

  　震天会の頭とう目もくはタンドウといい、南なん天てん派鉄てつ爪そう拳けんの遣い手。どれほどの腕前かは知らないが、一いつ端ぱしの武ぶ侠きようを気取っているそうだ。

  　遠くの土煙を見て、ヒュンラは声をあげた。

  「前面、矢の準備！」

  　ヒュンラの声は、腹の底から出しているので、味方陣地の隅々まで通る。それでも一応、各小隊（一個小隊六十名）に一人ずつ配置された旗き手しゆが、次々と太たい鼓こを鳴らして命令を浸しん透とうさせていく。

  　前方の弩ど兵へいたちが、一いつ斉せいに弩いしゆみに矢を番つがえていった。三さん石せき弩どは腕の力だけでなんとかなるが、六石弩は足まで使わないと装そう填てんできない。およそ三千の前方弩兵部隊が、発射準備を整えて次の命令を待つ。

  「[image: ]しつ藜れい車しや！」

  　ヒュンラは次の命令を下した。その命令を受けて、前方弩兵の背後に控えていた軽けい装そう歩ほ兵へいたちが一時的に前に出た。千台ほどの[image: ]藜車を前面に押し出して、設置してからまた元の位置に戻る。

  　[image: ]藜車とは、兵士二名ほどで運うん搬ぱんする手押し車のこと。ただの手押し車ではなく、その荷台には植物や鋼鉄製の棘とげが満載されている。弩兵たちを、敵の矢や騎き兵へいの突撃から守るための障害物となる。

  　その間にも、震しん天てん会かいの軍勢が猛然と近づいてくる。五万の軍勢の迫力は、さすがだ。荒々しい蹄ひづめの音、先陣を切る騎き兵へいたちの怒ど号ごう、震える地面、彼らの士気を象徴するかのように舞い上がる大量の土煙――新しん兵ぺいならば、間違いなく怖おじ気けづいてしまうだろう。無む論ろん、ヒュンラの南部第一軍には無縁の心配だったが。

  　震天会の進軍を、ヒュンラは戦車上で足を組んで鼻で笑った。震天会は、軍団規模の朝ちよう廷てい正規軍と戦うのは初めてだという。だからなのか、すでに陣形が雑だ。旗き手しゆの位置はバラバラだし、号令や伝でん令れいも用意しているようには見えない。それぞれの小隊指揮官が大声で連絡を取り合って、勝手気ままに戦う――本当に、山さん賊ぞくの域を一歩も出ていない連中と見えた。

  「……彼らに、本物の軍隊、戦いくさというものを教えてやるか」

  　ヒュンラは独りごちた。

  　距離が詰まって、震しん天てん会かいは弩いしゆみや弓を撃ちだした。しかしそれらのほとんどは、移動しながらの射撃だったので命中率が悪い。敵の矢は、ほとんどが[image: ]しつ藜れい車しやか地面に吸い込まれてしまう。

  　じっくりと敵を引きつけたところで、ヒュンラは攻撃開始を告つげた。

  「重装弩ど兵へい、撃てっ」

  　その言葉通り、二千の六ろく石せき弩どが一いつ斉せいに矢を放った。重い鏃やじりが風を切って緩ゆるい放物線を描き、稲いな妻ずまのような勢いで震天会の兵士に突き刺さっていく。六石弩の矢なら、当たり所がよければ軍馬も倒せる。鮮血が弾はじけ、馬が引っくり返り、震天会には一気に七百近くの死傷者が出た。

  「軽装弩兵、撃てっ。重装弩兵、次弾装そう填てん！」

  　ヒュンラの号令が飛ぶ。

  　重装弩兵は頭を下げて二の矢を番つがえて、その間に一千の三石弩が放たれた。兵士たちの目に、胸に、腹に、足に矢が当たる。さらに二百人ほどが前線から脱落する。

  「重装弩兵、二発目、撃てっ」

  　さらに六石弩の一斉射撃。ヒュンラ軍は鉄製の札さねを重ねた甲かつ冑ちゆうを着用しているが、震天会は革製の鎧よろいがほとんどである。三石弩なら当たり方によって革鎧でも防げることはあるが、六石弩ではそうはいかない。震天会兵士たちの頭が、熟うれた果物のように弾はじけ散る。

  「弩兵ここで退さがれ！　重装歩兵前へ！」

  　弩兵たちは後退。かわりに、特に分厚い鋼鉄製の鎧と長く重たい戟げきを装備した重装歩兵が前に出て八列横おう隊たいの鎗やり衾ぶすま（槍隊の壁）を作り上げた。戟とは、長い柄つかに「卜ぼく」の形をした刃がついた武器で、槍やりとしても戈ほこ（戦闘用の鎌かま）としても使うことができる。

  　ようやく、震天会の騎兵隊がヒュンラ軍の陣に到達した。しかしそこで待ち構えていたのは、対騎兵戦に慣れた重装歩兵たちだ。ただでさえ弩の連射で勢いを削そがれていた震天会の先陣は、重装歩ほ兵へいの鎗衾に完全に受け止められてしまう。

  「全弩兵、敵の中心に一いつ斉せい射しや！」

  　ヒュンラがそう叫ぶと、一度後退した弩兵たちがまた武器を構え直した。今度は角度をつけて、矢が味方たちの頭上を越えて飛んでいくように放つ。敵の中軍に、数千という矢が降り注ぐ。

  「騎兵隊突撃！　敵の横っ腹を突け！」

  　敵騎兵の突撃は失敗した。突撃の失敗は即すなわち、進軍の一時的な停滞を意味する。ここを好機と見て、ヒュンラは左さ翼よく騎き兵へい隊たいを動かした。その命令を待ち望んでいた騎兵隊は、大きく回り込んで敵軍の側面に突撃をかける。動きの止まった軍の側面ほど弱いものはない。震しん天てん会かいの軍勢は、矛ほこを構えたヒュンラ軍の騎兵によって紙切れのように千ち々ぢに引き裂かれた。

  　多くの手足が千ち切ぎれ飛び、鮮血で地面がぬかる。

  「全軍突撃！」

  　ヒュンラはとうとう仕上げに入った。

  

  　騎兵が切り裂いた敵軍に、歩兵と戦車が突っ込んでいく。

  　ヒュンラも「味方に遅れるな！」と、御ぎよ者しやを足あし蹴げにして急がせた。

  　すでに勝敗の行方ゆくえは決した。震天会の軍は崩ほう壊かいし、逃亡するものまで出始めた。しかし、さすがに震天会頭とう目もくのタンドウは踏ん張っていた。

  　大男のタンドウが使う南なん天てん派鉄てつ爪そう拳けんは、その名の通り両手の指に鉄の爪を装着して戦う武術だ。十本の指に、十本の短剣ダガー。指を鍛える外がい功こうを積んでいないと、この鉄爪拳を使いこなすことはできない。

  　タンドウが右手で突いて、兵士の頭に五つの穴が開く。左手で薙なげば、兵士の首が五本の短剣で薄く切られる。両手で同時に突けば、相手の胸に十本の短剣が突き刺さって心臓は即時にその活動を止める。

  　戦いくさの大たい勢せいは決したとはいえ、このままたった一人の敵のために味方の被害が増えても面白くない。ヒュンラは御者をさらに蹴って方向転換させた。死し徴ちよう兵へい数百とともに、戦車でタンドウのもとへと急ぐ。

  「ハッ！」

  　タンドウの間近に迫ったので、ヒュンラは自分の武器を構えて戦車から飛び降りた。軽けい功こうを使って、かすり傷一つ負わずに着地する。

  　ヒュンラの武器は――「旋せん風ぷう血けつ滴てき子し」。

  　二丈じようほどの太い鎖の先端に、回転する鋸のこぎりの刃をつけたもの。それが旋風血滴子だ。回かい転てん鋸のこぎりには道どう士しが作った仕掛けが組み込まれていて、ヒュンラの気功をその動力としている。その回転力は、ただの発ば条ねなどとは一味も二味も違う。

  　ヒュンラは旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを大きく振るった。その一撃に、震天会の兵士ばかりか味方までも巻き込まれてしまう。しかし、どうせヒュンラの周囲にいるのは罪人ばかりの死し徴ちよう兵へいだと思うと気にはならない。旋風血滴子の回転に巻き込まれた人間は、一瞬で解体される。爆発的な勢いで血ち飛沫しぶきが生じ、人体はバラバラの肉片と化す。一気に数十人が爆散し、周囲に血の色をした霧きりが立ちこめた。

  「！」

  　恐ろしい勢いで迫ってきた旋風血滴子を、タンドウは鉄爪拳で受けようとした。

  　十本の短剣で、回転する鋸をつかむ。そのまま勢いを殺そうとするが、そこまでだった。鋸の刃はあっさりと短剣を噛み砕き、タンドウに食らいつく。ちょうどタンドウの腹に食い込んだ回転鋸は、一気に背中まで両断した。タンドウの上半身と下半身が分離し、内臓が「ぼろり」とこぼれる。

  

  　大勝利を収めたヒュンラが、喝かつ采さいを浴びながら自軍の様子を見回っていると、下したっ端ぱの兵士たちが捕ほ虜りよを乱暴に扱っているのを見かけた。捕虜の中には敵の女性兵士もいて、彼女らは暴行される寸前であった。

  　苛いら立だったヒュンラは、捕虜暴行の現場へと戦車を走らせる。そして一いつ喝かつ。

  「やめんか！」

  「！　こ、これは失礼しましたヒュンラ様！」

  「暴行などは下げ種すのやることだ！　かわりと言ってはなんだが、褒ほう美びに期待しておけ！」

  　敵や死し徴ちよう兵へいたちの命はなんとも思っていないヒュンラだが、か弱きものたちへの憐あわれみは人一倍だった。戦う力を失ったものをそれ以上いたぶるのは、ヒュンラの美学に反する。他の将軍たちはそんな性格を「甘い」と非難するが、ヒュンラに自分自身のやり方を変えるつもりはなかった。
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  　戦場の後片付けを終えたヒュンラ軍は、宿営地に帰還した。

  　宿営地には、兵士が寝るための天てん幕まく（テント）や急造の倉くらなどが立ててある。倉に入っているのは兵ひよう糧ろうや予備の武器だ。

  　ヒュンラが使う天幕は、当然のように一番立派なものだった。寝台や衣装箱など、簡単な家具まで運び込んである。

  「はあ……」

  　と、自分の天幕で一人きりになったヒュンラの口からため息が漏れた。あまりにも歯は応ごたえのない相手だった。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを使うようになってからのヒュンラはまさに無敵。あまりに楽な勝負が続いて、武人としては退屈極まりない。心が満たされていない、と感じる。

  　――もはや、この世に自分を満足させることのできる相手はいないのか。

  　その時、ヒュンラはすぐ近くに妙な気配を感じた。

  　振り返ると、軽く身長が一丈じよう（約三メートル）はありそうな巨漢が立っている。これほどの巨漢が音もなくこの天幕に忍び込むことなど普通なら不可能で、明らかにただものではないと知れる。

  「何者だ」

  「丞しよう相じよう様の役やく鬼きでございます」

  「丞相――ハッサ様の使いか」

  「左さ様ようで」

  　ヒュンラは納得した。

  　仙術、道どう術じゆつの一種に「召しよう鬼き法ほう」がある。百ひやつ鬼き夜や行ぎようを「召めし使つかい」として使し役えきする術だ。中途半はん端ぱな術者が召鬼法を使えば逆に鬼に殺されることもあるが、成功すれば得るものは多い。大たい抵ていの鬼は、今目の前にいる丞相からの使いのように、千せん里り（約四千キロ）の道をほんの一瞬で駆け抜けることができるのだ。遠く離れた都みやこと連絡を取り合うのに重ちよう宝ほうする。

  　この大陸における「鬼」の定義は幅広い。地獄から溢れた邪じや鬼きもいれば、太古からの精霊や動物霊、もちろん人の魂たましいが鬼と化した例もある。

  「何用か」

  「丞相様から朝ちよう敵てき討とう伐ばつのご命令が下りました。五ご鎖さ衆しゆうに倒されたはずの拳けん神しん雷らいが、再び暴れ始めたとのことで――」

  「拳神雷、レイ・シュンライか！」

  　ヒュンラは瞳を輝かせて笑う。

  　まるで、退屈しているという自分の願いが天に届いたかのようだ。

  「噂うわさに聞いたことがある。相手に不足なし。喜んで討伐すると丞相様に伝えろ」

  「かしこまりました」

  　ヒュンラは、愛用の旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを握り締めて思わず舌した舐なめずりをした。

  　――期待外れの相手でなければいいが！
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  　朝食の席で、リョウカはシュンライの顔をまともに見れなかった。なにしろ、昨晩あんなことがあったのだ。リョウカにしてみれば、「初めて」の特別な相手である。しかし、シュンライはリョウカと比べると平然としていて、いつもと同じように何を考えているのか判らない。

  　――シュンライは、昨晩のことをまったく気にしていないのだろうか？

  　リョウカは、一人で勝手にやきもきしてしまう。

  

  　食事後、リョウカはシュンライにホウショウの店の裏手に来るように言われた。リョウカはもちろん指定の場所に飛んでいく。待ち合わせの場所に余計な人影はなく、二人きりになってリョウカがどきどきしていたら、シュンライは「じゃあ、今日からお前に武術を教えようと思う」と言った。それはそれでリョウカにとっては嬉うれしい話だったが、なんとなく期待を外された感もある。――強くなるのが旅の本来の目的なのに。リョウカは、自分自身の浅ましさに落らく胆たんした。

  「私は……強くなれるのでしょうか？」

  「約束は必ず守る」

  　シュンライは、リョウカの前に様々な修行用の道具を並べた。

  「この宿屋の女主人――ホウショウが協力してくれたおかげで、とりあえず必要なものはすぐにそろった。まず、最初はこれからだ」

  　そう言ってシュンライが差し出したのは、牛革の袋だった。ジャラジャラと音がしたので、中に豆まめ粒つぶの類たぐいが入っていることが判る。シュンライは、人間の胴体ほどの大きさのそれを、的まととして手近な木の幹にくくりつけた。

  「これを、殴る。自分の拳こぶしから血が出るまで。そのうち拳が強くなる」

  「はい……！」

  　リョウカが思っていたよりも、はるかに単純な手法だった。

  「基本中の基本だ。こういったことで外がい功こうを鍛きたえておかないと話にならない。普通にやってもケガをするだけだが、私が特別に調合した治ち療りよう薬やくがあるし、お前の治ち癒ゆの霊れい符ふもある。他の修行者よりも、ずっと効率よく拳を鍛えることができるはずだ」

  「これは、強くなりますか？」

  「今、袋の中に入っているのは豆だ。しかし、ある程度拳が硬くなってきたら中身を砂粒に変える。最終的には、中に鉄の粉を詰める。そこまでいったら拳の外功――北ほく天てん派鉄てつ砂さ掌しよう――は完成する」

  

  　そしてシュンライは、基本的な殴り方をリョウカに教えた。腰を入れて殴る。足を踏み込みながら殴る。正しい殴り方を覚えたところで、リョウカは牛革の袋を打ち始める。これが、痛い。本気で打ち込むと、ほんの十発ちょっとで赤く腫はれて皮が薄く剥むける。それでも我慢して打ち続けると、血が流れ出す。

  「辛つらいか」

  「…………」

  　リョウカは、「辛くない」と即答することができなかった。もう、いきなり「やめたい」とまで思ってしまった。

  「それでも、知りたいのだろう。自分が何物なのか」

  「！」

  「ならば、強くなって己おのれをこの世に示せ」

  　シュンライの言葉が、リョウカの中の迷いを吹き飛ばす。

  「リョウカ、ここが武林の分かれ道だ。進むか退ひくか、やるかやらぬか」

  「……はい！」

  　自分が弱かったせいで、シンハンはあんな悲ひ惨さんな最さい期ごを迎えることになってしまった。

  　――今はただ、ひたすらに強くなりたい！

  　リョウカは、意識を集中して一心不乱に革袋を打った。

  

  　両手が血まみれになったところで、今日の鉄てつ砂さ掌しようの鍛たん錬れんは終了。まず、自分で作った治ち療りようの霊れい符ふで応急処置を施ほどこし、シュンライが調合した治療薬に両手をひたす。シュンライの治療薬には、ケガを治すだけでなく皮ひ膚ふをより強くする効果もあるらしい。ずいぶんと荒っぽい手法だったが、とにかくリョウカには時間がないので仕方がない。

  「次の鍛錬に移る」

  「は、はい」

  「やらないといけないことは多いが、リョウカには時間がない」

  「はい……！」

  　疲労を無視して、リョウカは首を縦たてに振った。コウ地ち仙せんから学んだ仙術の呼吸法を会え得とくしていなかったら、すでに倒れていただろう。

  「とにかく、内ない功こう、軽けい功こうと套とう路ろを徹底的にやって手っ取り早く戦えるようにしておく」

  「内功、軽功、套路、ですか」

  「そうだ。内功を鍛えれば、発はつ勁けいの一撃を繰り出せるようになる」

  　発勁――。

  　この大陸の武術において、最も重要な要素の一つである。

  　体内を巡めぐる生命力を煉ねり上げて、物理的な力に変換していくのが気き功こう術。爆発的な呼吸を行いつつ、気功を込めて攻撃を放つのが、発はつ勁けい。伝説の達人たちの中には、発勁の一撃で山を動かした者もいる。

  　套とう路ろとは、各武術流派に伝わる拳けん法ぽうの「型」のこと。一度套路の流れを覚えれば、様々な技を一人でも練習できる。

  「……見たところ、リョウカは仙術の修行のおかげで内功は人並外れている。上達は速いだろう」

  　それが、リョウカの有利な点であった。普通なら、「気を煉ねり込む」という作業が難しい。まともな気功ができるようになるまで、数年はかかる。超人となるために一番大事な基礎部分を、リョウカはすでに学び終えているのだ。

  　圧あつ腿たい、平へい衡こうと呼ばれる武術式の柔軟運動を行った後、シュンライはリョウカに自分が使う拳法の套路を教えた。北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの中でも、最も初心者向けの「虎こ牙が短たん打だ」である。三十二の動作を演じることで、虎が相手に噛み付くような拳の連打を会え得とくすることができるという。

  　シュンライの教え方がいいのか、リョウカはすぐに套路の意味と動きを理解することができた。
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  　金こん剛ごう石せき鉱山の町ギョウサイ。その太たい守しゆランガンの内城執しつ務む室に、ギョウサイ[image: ]ひよう局きよくの[image: ]ひよう頭とうが呼び出された。

  　武装荷物運うん搬ぱん組織、[image: ]局。その頭とう目もくである[image: ]頭ポーハン。

  　ポーハンは長いあごひげを生やした筋肉質の中年男。

  　道どう士し崩れであり、恐ろしい技「飛ひ剣けん」の遣い手。

  　かつては盗とう賊ぞくであったが、ランガンに敗れてその配下となった。今でもポーハンの頬には、ランガンの九きゆう石せき弩どで撃たれた穴が開いている。

  「先日、我が軍の兵士が手しゆ刀とうで手足を切断されてさらし者にされた」

  　ランガンが言った。

  「相手は何者ですか」

  「その場にいた人間たちの話を合わせると、『褐かつ色しよくの肌の大柄な美女』だったそうだ。しかもそれで武術の達人となれば、朝ちよう廷ていに刃向かう大たい罪ざい人にんレイ・シュンライ以外はありえん」

  「！　五ご鎖さ衆しゆうの武ぶ侠きよう狩りにあったと聞いていたのですが……確かですか？」

  「手刀で人を易やす々やすと切るのは、シュンライの得意技北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けん、竜りゆう爪そうの拳型よ」

  「なるほど」

  「このことを都みやこに報告したら、ヒュンラ将軍が派は遣けんされることが決まった。しかし、将軍が到着する前に片付ければ、大手柄。考えられないほどの褒ほう美びがもらえるだろう。どうだ。お前が[image: ]ひよう客きやくたちとともに仕掛けてみんか。[image: ]ひよう局きよくのやることではないと判っているが、お前ほどの腕利きでなければこの仕事は頼めん」

  　ポーハンには太守ランガンの肚はらが読めた。

  　ランガンは、[image: ]局の武術家たちをある程度捨て石に使うつもりなのだろう。本気でシュンライの首をとる気があるなら、[image: ]局とランガン率いる師団が同時に攻撃すればいいのだ。

  　恐らくランガンは、ヒュンラ将軍が到着するまで動きたくない。しかし、シュンライに逃げられたり、逆に今攻め込まれても厄やつ介かいだ。確かに[image: ]局は時間稼かせぎ、囮おとり、捨て石にはちょうどいい。レイ・シュンライの実力も見極めることができる。

  　そこまで判った上で、ポーハンはシュンライ討とう伐ばつを承しよう諾だくした。

  「私にお任せください」

  「今、密みつ偵ていに居所を探らせている。なにしろこのギョウサイはわしの町。隠れるにしても限度はある」

  　そう言って、ランガンは中身が詰まった袋をポーハンに渡した。

  「よく引き受けてくれた。褒ほう美びをやろう。成功すれば、朝ちよう廷ていからさらに金貨五百枚が支払われるぞ」

  　袋の中身を確かめて、ポーハンは目を輝かせた。中に入っていたのは、銀貨五百枚。ランガンは残ざん忍にんで姑こ息そくだが、金払いはいい。

  

  　自分の邸てい宅たくに戻ったポーハンは、早さつ速そく一人で寝室に籠こもって扉とびらにかんぬきをかけた。

  　褒美の銀貨を床に広げて、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

  「ああ、金だ、金だ……」

  　ポーハンは、無類の金好きであった。金を使うのも、貯めるのも、眺めるだけでも好きだ。金を、溺でき愛あいしていると言ってもいい。

  　たまらなくなって、ポーハンは下半身裸になり、自分の逸いち物もつを両手でつかんだ。そのまましごいて、自じ慰いに耽ふける。その間も、女によ人にんのことを考えたりはしない。ずっと、五百枚の銀貨を見つめている。

  　自分が捨て石になるつもりはない。ランガンが思っているよりは上う手まくやる。そして、朝廷からの金貨をいただく。

  「銀貨じゃなくて、金貨ならもっといけるんだ……」

  　銀貨のきらめきに悦よろこび、将来手に入る金貨を夢想しつつ、ポーハンは射精した。
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  　夜になって、リョウカはまた困っていた。

  　股こ間かんのものが、いきりたっている。

  　昼間の鍛たん錬れんで疲れていたので、すぐに眠れるかと思っていたが違った。たぶん、内ない功こうをよく鍛えたせいだろう。気脈の流れが活発になっていて、その影響で勃ぼつ起きが収まらない。リョウカの男根は、腹の奥に溜まった気力と密接につながっているのだ。

  「苦しいのか」

  　リョウカが寝台の上で悶もん々もんとしていると、シュンライに声をかけられた。

  

  　リョウカとシュンライは、どちらからということもなく服を脱ぎ出す。

  　痛いほど勃起していたリョウカの男根に、シュンライがむしゃぶりついた。

  　頬をすぼめてそれを吸うと、シュンライの美貌もやや崩れて見えてくる。それが、リョウカの興奮をさらに高めた。

  　シュンライは、リョウカの男根をしゃぶりながら自分の秘所をいじっている。リョウカには、シュンライが何を考えているのかいまいちよく判らないところがあったが、それでもたった今師し匠しようにあたる凄すご腕うでの女武術家がひどく興奮していることは嫌というほど伝わってきた。

  　とうとう口だけでは足りなくなって、リョウカはシュンライを押し倒して無理やり脚を大きく開かせた。力では勝まさるはずのシュンライだが、今はリョウカにされるがままだ。

  「ああっ」と声をあげて、シュンライが眉み間けんに色っぽいしわを寄せる。

  

  　ホウショウは、リョウカとシュンライが獣けもののように荒々しい交尾に没ぼつ頭とうしている場面をたまたま覗のぞき見してしまった。

  （リョウカはあんな可か憐れんな少女なのに……股間には凶暴なモノが）

  　この二人が、扉とびらに隙すき間まがあるのにもかかわらず大声を出すのが悪い。ホウショウは、すっかりその濃厚な交の匂いにあてられてしまった。

  　我慢できなくなったホウショウは、近くの柱の角に自分の秘所を押し付けて刺激する。上下に擦こすって快感を得るが、性交の満足感にはほど遠い。

  　すると、食事の準備をしていたはずのリランが主人の身を案じて上がってきた。リランは、女主人の浅ましい姿を見ても顔色を変えることはない。

  「ちょうどよかった、リラン……慰めてくれないか」

  「…………」

  　リランは、こくりとうなずいてホウショウの着物の下へと指を伸ばす。

  　この少女が、女主人の性欲を処理するのはこれが初めてではない。

  　リランの細く白い指が、ホウショウの敏感な部分に触れる。二本の指で、ホウショウの熱く湿った部分を蹂じゆう躙りんする。女主人と、口はきけないが忠実な召めし使つかい。この時だけは、ホウショウはリランによって奏かなでられる楽器となって淫みだらに鳴いた。
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  　腰と腰をぶつけ合った末に、リョウカは大量の体内の精をシュンライの中に放出した。そのまま、リョウカはまた気絶しそうになるが今日はなんとかもちこたえる。しかし快感のあまり、リョウカは口の端からよだれをこぼしてしまった。

  　――ああ。

  （私、このままバカになってしまいそう……）

  　シュンライも、リョウカに激しく突かれて何度も絶頂に達していた。

  　リョウカとシュンライの唇が自然に近づいて、舌が絡からみ合う。

  

  　一休みしたリョウカとシュンライは、とりあえず服を着た。すでに陽は落ちていたが、まだ夕食もとっていない。このままでは、空腹で眠れそうにもなかった。

  　部屋の外に出ると、ホウショウとリランがいた。服装を直しつつ、二人とも何事もなかったかのような顔をしている。リョウカですら、この二人が扉とびらの向こうで淫みだらな行いに耽ふけっていたことに気づいていた。気づいていたが、シュンライとの性交があまりにも気持ちよすぎてあえて放っておいたのだ。



  [image: ]


  　その時、宿の戸を叩く音がした。そういえば、このホウショウの宿は湯ゆ屋やでもあり、リョウカとホウショウの貸切というわけでもなかった。今まで来客がなかったのが不思議なくらいだった。

  「宿をお借りしたいのですが……」

  　と、戸の向こうから男の声が聞こえてくる。

  「私が出る」

  　そう言って前に進み出たのは、シュンライだった。

  　ホウショウとシュンライが、目の動きだけで意思を疎そ通つうし合あった。ホウショウも、何か嫌な予感を覚えたのだろう。リランとともに、身を隠すように部屋の隅に移動した。

  「リョウカも、ホウショウと一緒に」

  「……敵ですか？」

  「恐らく。私がまいた争いの種が実った形だ。私が刈り取る」

  　シュンライが、戸口に近づいていく。

  「今開ける」

  　と、シュンライが戸のかんぬきに手をかけた刹せつ那な――。

  　三つの剣先が戸板を突き破った。

  「！」

  　三本の剣が交こう錯さくするが、シュンライはその中心で身をひねってギリギリでかわす。次の瞬間、戸板は剣によってずたずたに引き裂かれて、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。

  　そして屋内に飛び込んできたのは、剣を構えた黒くろ装しよう束ぞくの男たちだった。

  「やはり刺し客かくか」

  「お命頂ちよう戴だい」
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  　男たちが持っているのは、かなりの長剣であった。両手持ちの双そう手しゆ剣けんだ。シュンライは彼らの足運びを見て、ただのチンピラではなく剣術の訓練を受けたそこそこの遣い手たちだと見抜く。

  　三人が、一いつ斉せいにシュンライに斬りかかった。避よけることもできたが、面倒だったので、シュンライは手しゆ刀とうで剣の刃を弾はじき返した。外がい功こうで鍛きたえ抜いた筋肉は、容易に刃物をも砕いてしまう。より強力な武器でなければ、シュンライに傷一つつけることさえ難しい。

  　手刀と刃がぶつかった。バキンッ、と音を立てて刺客の剣が折れる。

  　剣を素す手でで折られて戸惑う敵に、シュンライは掌しよう底ていの一撃を叩き込んだ。

  　久しぶりに、「浸しん透とう勁けい」を試してみることにする。

  　素早く鋭い掌しよう底てい打だで、相手の体内に発はつ勁けいの威力を直接伝えるやり方がある。それが浸しん透とう勁けい。シュンライの浸透勁を食らった敵は、目、鼻、耳――体中の穴という穴から血を噴き出して絶命した。脳、内臓などを発勁の威力で「溶かされて」しまったのだ。

  　一人を倒したシュンライに、背後から二人が斬りかかる。

  　シュンライは、左腕を鞭むちのようにしならせた。

  　バキンバキンッ、と二本とも叩き、砕く。

  　シュンライは、大きく踏み込んで回転しながら蹴りを放った。豪快な後ろ回し蹴りだ。巨大な斧おのを振るうようなシュンライの蹴りが、武器を失った二人を同時に襲った。一発の蹴りで、二人の首を同時に刈り取る。足で切断された首が、勢いよく宙を舞って壁にぶつかる。残った体の切断面から、一いつ拍ぱく遅れて鮮血が噴いた。

  「……腕利きの[image: ]ひよう客きやくばかり連れてきたのだが、さすがに強い」

  　三人片付けたところで、もう一人現れた。

  「私は、ナめられているのかと思った」

  「それは申し訳ないことをしたな」

  　筋肉質の中年男。

  　その男が合計六本の双そう手しゆ剣けんを背負っているのを見て、シュンライは相手が剣けん仙せんか剣けん侠きようだと睨にらんだ。道どう術じゆつ、仙術を使う剣けん客かくだ。

  「お前がシュンライだな」

  「そういうキサマは」

  「ギョウサイ[image: ]ひよう局きよくの[image: ]ひよう頭とう、ポーハン」

  　名乗るなり、ポーハンは左手で剣けん訣けつを結んだ。剣訣とは、中指と人差し指をそろえて伸ばし、残った指は折り曲げておく手の形のこと。剣仙、剣侠が術を使うときによく結ぶ。

  「食らえ！」

  　ポーハンは右手でシュンライを指差す。

  　すると、ポーハンが背負った双手剣のうちの二本が突とつ如じよ飛び上がった。生き物のように動き出して、剣がひとりでにシュンライに襲いかかってゆく。

  　これぞ恐るべき「飛ひ剣けん」の術技であった。

  　剣が空くうを飛び、見えない力によって振るわれる。

  　ポーハンの双手剣には、すべて美び麗れいな鈴すずがついていた。そのため、二本の飛剣が攻撃するたびに澄んだ音色が響く。

  　ポーハンの双手剣は、他の[image: ]客たちの双手剣とはものが違った。その証しよう拠こに、飛剣の剣先がシュンライの頬をかすめただけで血が滲にじむ。術、霊れい符ふによって斬れ味が高められているのは間違いない。気を抜いたらかすり傷程度ではすまなさそうだ。

  　シュンライは、後方回転飛び（バック転）を立て続けに行って飛剣を避よける。

  　一瞬で二階まで移動したシュンライは、ちゃんとした拳けん法ぽうの構えを取った。思い切り身を低くして手足を大きく広げる。

  　得意とする北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんは、その名の通り幻げん獣じゆう、野獣の動きを参考にして編み出された拳法だ。その体系には、およそ二十四の戦法が用意されている。相手によって戦い方を変えて、ありとあらゆる状況に対応できる。ただしどの戦い方を選んでも、素早い動きで間合いを詰め、嵐あらしのような連打を叩き込む点は変わらない。

  　今シュンライが選んだのは、獣形拳猿えん王おう式しき。

  「キサマ、道どう士し崩れと見たが」

  　と、シュンライ。

  「いかにも」

  「ここが武林の分かれ道だぞ。降こう伏ふくしろ。お前の腕なら、使い走りにしてやってもいい」

  「なんだと！」

  　シュンライの挑発に乗ったポーハンは、残った四本の双そう手しゆ剣けんも飛ばした。

  　これで、飛ひ剣けんは合計六本。

  　その六本が、凄すさまじい速度で次々とシュンライに斬りつける。

  「！」

  　シュンライは、猿さるのような姿勢で階段を駆け下りた。まず、二本の飛剣がきたので、途中で跳んでかわす。空中にいるところを狙って、さらに二本。シュンライは柱を蹴って急激に方向転換しまたもや華か麗れいに回かい避ひ。野生の猿――いや、それをはるかに凌りよう駕がする速度と運動量だった。狙いを外した二本の飛剣は柱に突き刺さって動きが止まる。

  　シュンライが着地した瞬間を狙って、しつこく飛剣の攻撃が続く。シュンライは、飛び込み、前転を打って斬ざん撃げきをかい潜くぐり、間合いを詰めることに成功。

  「……なっ！」

  　ポーハンは、六本の飛剣を慌あわてて呼び戻す。

  　――が、間に合わない。パンパンパンッ！　と軽やかに三発。牽けん制せいするような殴り方で、少しずつ相手の体力を削っていくのが猿王式の戦い方。しかしシュンライは軽く打っているつもりでも、ポーハンにはたまらない連撃だった。ポーハンも外がい功こうはやっているが、シュンライの打撃はそれ以上の攻撃力を有していた。普通の[image: ]ひよう客きやくでは即死してしまうわけだ。ポーハンは胸と脇わき腹ばらの骨を叩き折られる。

  　シュンライは、なんとポーハンの両肩に飛び乗った。そこから、ポーハンの頭をゴッゴッゴッ！　と殴りまくる。ポーハンは必死に上体を振ってなんとかシュンライを下に落とす。

  　落ちたシュンライは、仰向けに倒れた姿勢から両足を振り回し、ポーハンの足を狙った。だが、それはポーハンが小さく跳んでかわした。

  　ようやく、飛剣が戻ってきた。シュンライに再び襲いかかる。シュンライは六本の飛剣を、横に跳び、身をひねり、上体を反そらし、確実にかわしていく。さらに、かわしながらポーハンに連打を加える。やがて、シュンライは右手を床につき、逆立ちの状態から両足をそろえて蹴った。

  「！」

  　一ひと際きわ強烈な蹴りを食らって、ポーハンは吹き飛ばされて壁に激突する。

  　力を失って、飛ひ剣けんが床に落ちた。

  

  「ここまでだな。――長い間拘こう束そくされていて体が鈍にぶっていたんだ。そこそこの遣い手と戦えてちょうどよかった」

  　シュンライはポーハンに近寄っていった。

  　無む論ろん、とどめを刺すためである。

  「…………」

  　ポーハンはすでに息も絶え絶えだ。壁に叩きつけられた後、立ち上がることもできない。

  　そんなポーハンに向かって、シュンライは右みぎ拳こぶしを振りかぶる。

  「あの、シュンライ様！」

  　まさに打ち下ろそうとしたその瞬間、ずっと戦いを見守っていたリョウカが叫んだ。反射的に、シュンライは拳を止める。

  「どうした」

  「その……とどめ、刺しちゃうんですか？」

  「ああ。イヤか？」

  「はい……なんとなく」

  「なぜだ」

  「その人、悪い人には見えないので……」

  「そう思った、理由は？」

  「剣に付いた鈴すずです」

  　リョウカはきっぱりと言った。

  「せっかくの飛ひ剣けんに鈴を付けたら、音が鳴ってしまって死角からの攻撃でも敵に気づかれてしまう可能性があります。しかしポーハンさんの衣服などを見る限り、危険を冒してでも見み栄ばえをよくしようという伊だ達て者ものとは思えない……。もしかして、その鈴は大事な誰かからの贈り物とかではないでしょうか？　家族とか、親友とか……」

  「……っ！」

  　壁に叩きつけられた状態のまま、ポーハンが驚きの表情を作った。演技には見えない。本当にリョウカに図星をつかれたのかもしれない。

  「そうだとしたら、やはりポーハンさんは悪人ではありません」

  「私はもうこいつの部下を三人も殺している」

  　シュンライは握り拳こぶしを解いた。

  「今いま更さらやめる理由もないのだが、リョウカがそこまで言うのなら仕方ない」

  「お見事」

  　二人の様子を見ていたホウショウが言った。

  　するとホウショウのかわりに、リランが二人に賞賛の拍手を送る。

  「あなたがたを傑けつ物ぶつと見込んだ私の目に間違いはなかった。腕も度胸もあって、知恵も情もある。ぜひ、明日にでもお二人にあるものを見て欲しい」
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  　翌日――。

  「ここが、ギョウサイ最大の金こん剛ごう石せき鉱山です」

  　ホウショウとリランの道案内で、シュンライとリョウカはギョウサイの中心部にやってきた。

  　ギョウサイの中心部には、山が一つ丸々収まっている。それほど高い山ではないが、坑こう道どうを掘り進めていけばいくらでも金剛石の原石を採さい掘くつすることが可能だ。その鉱山のふもとに太たい守しゆが暮らす邸城があり、守りは堅い。

  　ギョウサイの町にはどこも活気がなかったが、鉱山周辺は特にひどい。泥を固めたような家、路上で暮らす子供たち、大人たちは残ざん飯ぱんを奪い合っている。立派な姿なのは、住民を見張る兵士たちの詰つめ所しよばかりだ。

  「このあたりには、奴ど隷れい用の小屋が集められています」

  　と、ホウショウ。

  「兵士に逆らった奴隷は、あのように」

  　そう言ってホウショウが視線を向けた先には、手足が欠け、体中のあちこちに矢で射られたと思われる傷がある死体が、何十人分も太い木の枝から下げられ、さらしものにされていた。少し近づくと、凄すさまじい悪臭を放っていることが判る。

  「ひどい……」

  　リョウカには、そうつぶやくしかなかった。

  「こんな状態が、もう何十年も続いています」

  「知ってる」

  　シュンライは小さくうなずく。

  「だから私は朝ちよう廷てい軍と戦っていた。昔と何も変わっていない」

  「話は聞いています」

  　と、ホウショウ。

  「ほんの数人で万の軍隊と互ご角かく以上の戦いを」

  「私には、ルカン朝の世界が許せなかった。努力したものが、努力しないものの上を行くのは仕方がない。そうでなければ、世の中は腐る。今の世の中は、努力よりも賄わい賂ろ、コネ、世せ襲しゆうが簡単に努力の上をゆく。一度『下』の住人になってしまうと、あとは『上』に搾しぼり取られていくだけの人生だ。奴隷階級は、何かを諦あきらめて、自分自身に嘘うそをつきながら生きていく――」

  　淡たん々たんとした口調で、シュンライは続ける。

  「そして一部の民たみは、自分も上流階級の食い物にされていることにも気づかず、自分より下の暮らしをしている人々を見て安心してしまう。奴ど隷れいたちが住む家もなく苦しんでいるのを見て、『ああ、私たちはまともな生活ができてよかった』と。しかし、上から見たら中流の人間も立派な奴隷だ」

  　リョウカは驚いた。シュンライは、時々饒じよう舌ぜつになる。

  「大きいものには刃向かわない。大きいものには疑問を持たない。信念を持たず、反はん骨こつ心しんを失って、『寄らば大たい樹じゆの蔭かげ』で生きていく。朝ちよう廷ていが腐れば、民たみも腐る」

  「すべてシュンライさんの仰おつしやる通りだが……『下』の人間にも我慢の限界はある」

  　ホウショウが意味ありげな言葉を口にした。

  

  　鉱山の坑こう道どうでは、今も多数の奴隷たちが働いている。

  　その中には、まだリョウカと同じかそれ以下の年齢の少年少女も交じっていた。

  　一人の少年奴隷が、リョウカたちのすぐ近くで転んだ。不要な岩を捨てに行く途中で、重さに耐えられなくなったのだ。少年の頬はこけ、顔色悪く、唇はすっかり乾いている。ここ数日何も食べていない――そんな様子だった。育ち盛りなのに栄養不足の少年に重労働をさせるなど、正気の沙さ汰たとは思えなかった。

  　すぐに、見張りの兵士が飛んできて少年奴隷に向かって棍こんを振るった。白はく蝋ろう杵しよ（柳やなぎの木の一種）でできた硬い棍である。太ふと腿ももを棍で打たれた少年が悲鳴をあげる。見張りの兵士は、さらに少年の頭を打とうとする。

  　そこへ――、

  「やめてください！」

  　割って入ったのは、リョウカであった。

  「……なんてことをするんですか！」

  「なんだと小娘」

  「余計なことすんなよ、ねーちゃん！」

  　見張りの兵士どころか、助けた少年にもリョウカは怒鳴られた。

  「う……」

  　兵士は、改めて棍を振りかぶった。

  　リョウカの頭に狙いを定めて、打ち下ろす。

  「……ん？」

  　しかし、振り抜いたにもかかわらずリョウカは無傷だった。

  　それもそのはず、兵士の棍は折れて短くなっていた。いつの間にか兵士の背後に回り込んでいたシュンライが、二本の指で軽く棍をへし折っていたのだ。

  「ひ、ひいっ！」

  　シュンライの顔を見た見張りの兵士は、腰を抜かして地べたを這いずり回りながら逃げ出した。例の、六人の兵士が手足を切られてさらし者になった一件で、すっかりシュンライの顔は有名になっているようだった。

  「今から、ここにいる朝ちよう廷てい軍を私が皆殺しにすればいいのか」

  「それじゃあ、町のためにならんよ」

  　シュンライの問いに、ホウショウは苦笑を漏らした。

  「この町の人間が戦って自由を勝ち取れば、ギョウサイはきっと独立した国のようになる。かわりの朝廷軍がやってきても、町の人間は必死に戦ってその国を守ろうとするだろう。必要なのは、町の人間の団結だ。――ところで、シュンライさんに会わせたい人がいるんだが」
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  　リョウカは、打たれて傷ついた少年を送るために別行動をとることになった。

  「……彼が、ちょっと心配なので」

  「判った」

  　リョウカは、困っている人間を放っておかない。弱いくせに。リョウカのそんな性格を、シュンライはとても気に入っていた。

  　リョウカと一時的に別れたシュンライ、ホウショウ、リランの三人は、奥まったみすぼらしい一軒の小屋に入る。

  　その小屋の中には、十人近くの奴ど隷れいたちがいた。全員、短刀を隠し持っているのがシュンライには判る。奴隷階級出身ではないことは、顔つきを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。すっかり戦う顔になっている。

  　部屋の中央には、彼らのまとめ役らしき男がいた。

  　彼は立ち上がって武術家らしい礼をした。右みぎ拳こぶしを左のてのひらで包むようにする、「抱ほう拳けん礼れい」だ。そして名乗る。

  「はじめまして、私はゼンホウ。ホウショウさんから話は聞いている」

  　ゼンホウは長い髪を後ろでまとめていて、槍やりの穂ほ先さきのような口ひげを生やしている。かなりの巨体で、小山のようだ。かなりの武術家だな、とシュンライは直感した。服装などは貧しいが、ゼンホウが身にまとう気配は一軍の将に近いものだった。

  「あなたが噂うわさの拳けん神しん雷らいか。なるほど腕が立ちそうだ。あなたのおかげで、町中の兵士が震え上がっている」

  「大きな声じゃ言えないが……」

  　と、ホウショウ。

  「ゼンホウさんは、町民たちを率ひきいて反乱の計画を練っている。私も、この町はもうダメだとすっかり諦あきらめかけていたんだがここにきて状況が変わってきた」

  　ゼンホウはうなずき、

  「人も武器も集まっている。ただ、前線を引っ張る武将が足りない。――だが、シュンライさんが先陣を切ってくれれば、この戦いくさは勝ったも同然だ」

  「引き受けた」

  　シュンライはほんの一秒もかけずに即答した。

  「決断が速い！」

  　これには、ホウショウやゼンホウたちの方が驚いた。

  「悩むようなことじゃない。ここにいる連中の顔つきを見れば判る。もう、決けつ起きは止められない場所まで進行しているんだろう。それならせっかくだから便乗させてもらう。どうせ私はここの太たい守しゆと戦う。結果は同じだ」



  [image: ]
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  　少年の家はすぐ近くだった。その家が、崖の側面に穴を開けただけの洞どう窟くつのようなものだったので、リョウカは胸が締め付けられて悲しい顔をしてしまう。すると少年は「むっ」とした表情で、「これでも家がないよりはマシなんだぜ」と言った。そしてリョウカは、一瞬でも少年を憐あわれんだ自分自身を戒いましめた。リョウカは、人を上から見るような立場の人間でもない。

  「俺はショウン。さっき怒ったのは、下へ手たに刃向かうと家族までやられちまうからだ」

  「そうだったんだ……あ、私はリョウカ」

  　リョウカはショウンとともに彼の家に足を踏み入れる。

  「お邪じや魔まします」

  　そこには、大人の姿はなかった。

  　二人の少女が、奥で横になっている。

  「妹たちだ。最近すっかり無口になって、客が来ても挨あい拶さつもしねえ」

  　当然だった。

  　ショウンの妹たちは、骨と皮だけになって完全に餓が死ししている様だ。この洞ほら穴あなの家は陽が当たらなくて外よりも冷えているのでまだ腐ってはいない。ほとんど水分や食料をとらないで死んだようなので、木ミ乃イ伊ラ化しつつあるのかもしれない。

  　だが、ショウンはその事実に気づいていない。

  　いや、気づいた上で無理やり忘れたのか。

  　とにかく、衝撃で心を病んでしまったのだ――。

  （――ああ）

  　リョウカは涙がこぼれそうになったのをなんとか我慢した。あまりにひどくて、今度は悲しみではなく怒りが湧いてきた。

  　この町の太たい守しゆに対する、怒りだ。

  　まさ幼おさない少年少女たちを奴ど隷れいとしてこき使い、しかし満足に食べるものも与えない。コウ地ち仙せんが所有する書物に、「ギョウサイは朝ちよう廷ていの大事な資金源の一つ」と書かれてあったが、なるほど確かにそうだろう。このやり方なら、いくらでも金が手に入るはずだ。

  　リョウカが思わず握にぎり拳こぶしを作ると、ショウンがそこに注目した。

  「ねーちゃん、武術やってんのか」

  「う、うん……」

  　治ち癒ゆの霊れい符ふやシュンライの治ち療りよう薬やくを使っているとはいえ、かなり無茶な拳の鍛きたえ方をしているからどうしても痕は残る。

  「つい最近始めたばっかりだけどね。だからまだ全然弱いの」

  「俺もやってるんだ。槍やりの練習を」

  「あなたも？」

  「ここだけの話だぜ？　もうすぐ俺、戦いくさに出るんだ」

  「戦……？」

  「ゼンホウさんが反乱を起こす。俺も戦う」

  「ゼンホウさん……？　その人が大将なの？」

  「ああ。すげぇ人なんだ。この町の生まれで、奴ど隷れいなんだけど密ひそかに武術を練習し学問を積んだ。今ではすっかりこのあたりの顔役さ。内ない功こうを鍛きたえ抜いているから、水と草木しか食べなくても凄すごい体をしてる。俺もああなりてぇ」

  「ふうん……」

  「俺は妹や生活のために強くなりたい。ねーちゃんはなんで？」

  「私は……」

  　ショウンの棍こんで打たれた傷に治ち癒ゆの霊れい符ふを貼りながら、リョウカは考える。

  　自分のことを知りたい、双そう天てん武ぶ王おうになって両親の情報を集めたい――。そう決意して始めた旅の途中で、拳けん神しん雷らいレイ・シュンライと出会った。

  　まだ旅は始まったばかりだが、すでに多くの人々がリョウカの周りで死んでいる。

  　そんな中で、シュンライの鬼き神じんのような戦いぶりは、リョウカの常識を根本から破壊した。シュンライは、リョウカの知らない世界を知っていた。リョウカには見えないものを見つめていた。

  　シュンライの強さ、美しさを思うだけで、リョウカの胸が興奮で震える。

  「私は……怒ったときに、それをごまかさなくてもいいくらいに強くなりたいよ」

  　自分自身に嘘うそをつかずに生きていく。

  　旅の中で新たに生まれた決意を胸に、リョウカは瞳の奥で静かな闘志を燃やし始める。
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  　シュンライとリョウカは再び合流し、とりあえずホウショウの宿に戻った。

  「戦いくさになる、か……」

  　独り言のように、シュンライがつぶやく。

  「こんなときに、『あいつ』がいてくれたらな」

  「あいつ……？」

  　リョウカは気になって疑ぎ念ねんを声に出した。

  「まだ封ほう神しん大たい鎖さで拘こう束そくされる前に、妹分がいた。無理やり義ぎ姉きよう妹だいの契ちぎりを結ばされた。乱暴で好色でわがままで、性格的にはどうしようもないヤツだが腕はいい」

  「それって……」

  「なんだ」

  「いえ、失礼な言い方で申し訳ないんですが……拳けん神しん雷らいは乱暴で好色でわがままという噂うわさを聞いたことがあって……」

  「私とあいつの行動が、時々混同されることがあったらしい。そのせいだろう」

  「……いつも、その人と一緒だったんですか？」

  「勝手についてきたからな」

  「名前は？」

  「オンリン。鉄てつ皮ぴ功こうという気き功こうを極め、南なん天てん派七しち星せい皇こう家か拳けんを使う。私の愛用武器もあいつに預けてあるんだが、どこにいるのかも判らない」
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  　シュンライが、「夕飯の前に今日の鍛たん錬れん」と言ったので一緒に外に出た。リョウカは、今日もホウショウの宿の裏手でやるのかと思ったが、違った。シュンライはどんどん宿を離れていくので慌あわててついていく。

  　シュンライが目指したのは、この町で一番高い場所だった。

  　ギョウサイ金こん剛ごう石せき鉱山の頂上だ。

  　金剛石の埋まい蔵ぞう量りようは多いが標高は大したことがないこの鉱山は、見張りの兵士にさえ見つからなければ気軽に行ける場所だった。そして、仮に見つかってもシュンライに声をかける兵士などいるはずがなかった。

  　何の問題もなく頂上にたどり着いた二人は、しばし無言で空を見上げる。すっかり夜になっていて周囲にひとけはない。

  　満天の星が、手に届くほど近い。

  　コウ地ち仙せんとともに暮らしていた霊れい峰ほうコルンからの眺めにはかなわないが、シュンライとともに見上げる星の海は美しかった。

  「ここで、鍛たん錬れんですか」

  　リョウカは訊たずねた。

  「いい空気を吸いながら気き功こうを煉ねると上達も早い」

  「そうなんですか？」

  「かもしれない」

  「うむむ。あやふやなんですね」

  「まあ、気分の話さ」

  　星空を見たあと、リョウカはシュンライに視線を移した。じっと見つめる。シュンライは、すぐにその視線に気づく。

  「……何を見ている？」

  　と、不思議そうにシュンライ。

  「あのう……」

  　リョウカは、かねてからの疑問を口にした。

  「シュンライ様は、本当に私なんかと旅をしていていいんですか？」

  「そういう約束だ」

  　シュンライの返答は単純かつ明快だった。

  「でも、シュンライ様ほどのお方が、私につきっきりなんて……」

  「本当にくだらないことを気にするんだな、リョウカは」

  　シュンライは微笑ほほえむ。

  「私は好きなようにやっている。朝ちよう廷てい軍との戦いは今も続けているしいつも通りだ。リョウカが妙な気を遣う必要はない」

  　確かに、シュンライは何かあればすぐに相手を殺す。朝廷軍の兵士の手足を切り取ったときも躊ちゆう躇ちよがなかった。リョウカと一緒にいても、シュンライはちゃんとシュンライの旅をしているのだろう。

  「もう一つ、訊いてもいいですか？」

  　リョウカは質問を重ねた。

  「ああ」

  「あの、その……そのですね」

  　今度の質問は少し恥ずかしい。

  　リョウカは言いよどんで、顔を赤くする。そして、思い切って口を開く。

  「どうして、シュンライ様は私に簡単に体を許してくれるのですか？」

  「それは、お前に惚ほれたからだ」

  「……えっ！」

  　シュンライの即答に、リョウカは益ます々ます顔を赤くした。

  「左手の小指で、お前は私の心を虜とりこにした」

  　シュンライは優しい微笑を浮かべたまま、続ける。

  「お前には、大将の素質がある」

  「大将……って、ええっ!?」

  「真ま面じ目めな話だ。お前は、このまま成長していけば女帝となるかもな」

  「そんな大げさな」

  「武林にこの人ありと言われた拳けん神しん雷らいが言うんだ。自信をもて」

  　シュンライほどの武人にそこまで言われたら、リョウカが反論などできるはずもない。

  　あまりの嬉うれしさに、心が震えた。シュンライはリョウカの秘密も気にせずに、リョウカのことを愛してくれる。

  （……シュンライ様はなんと懐ふところが広いお方なのか）

  　リョウカは、自分の生しよう涯がいをシュンライに捧ささげようと決めた。

  

  　しばらくして、シュンライはリョウカに「騎き乗じよう勢せい」という鍛錬法を教えた。

  　両方の足を大きく横に開き、膝ひざを曲げて腰こしを落とす。両腕は胸の前で真っ直ぐに伸ばす。てのひらは広げてから指をそろえ、「八はち」の字を作る。その姿勢が騎乗勢である。この状態を維い持じしつつ、丹たん田でん（へその下のツボ）で気功を煉ねると、それだけでかなりの体力作りができる。筋肉を張って同じ姿勢をとり続けることは意外なほど難しい。

  　しかも、リョウカの騎乗勢は普通とは違った。シュンライに命じられて、一いつ糸しまとわぬ姿だったのだ。

  「恥ずかしいです……シュンライ様……」

  「これも鍛錬だ。姿勢を崩すな。気功をよく煉ろ」

  「は、はい……！」

  　リョウカは小柄だが胸が豊かだ。彼女の胸のたわわな果実が、騎乗勢のせいで小刻みに揺れている。まだまだ武術家としては未熟な体だったが、女としては十分すぎるほどに魅力にあふれている。

  　シュンライに見られている上に、ここは屋外である。リョウカは緊張と恥ずかしさで頭がどうにかなりそうだったが、下半身は快感に悦よろこんでいた。男根は勝手にいきりたち、女のそこも切なく疼うずき始める。

  　シュンライは、リョウカの背後に回った。何をするのかと思ったら、後ろからリョウカの乳ち房ぶさをわしづかみにする。リョウカは甘美な刺激に喘あえぐ。

  「騎き乗じよう勢せいが崩れそうだぞ」

  「が、頑張ります……！」

  　シュンライの指が、リョウカの乳首を攻めた。敏感な部分はたちまち痛いほどしこり、シュンライが与えてくれる快感をリョウカの体の芯しんに刻む。

  　さらにシュンライの指が、リョウカの女の部分に伸びた。シュンライは右手で乳房を揉もみ、左手でリョウカの秘所をまさぐる。リョウカのそこが、液で溢れる。

  「いい気功が煉ねれているじゃないか」

  　シュンライは、リョウカの前に移動して跪ひざまずいた。

  　そして、うっとりとした表情で男根にむしゃぶりつく。

  「ああ、だめっ……！」

  　シュンライの舌がリョウカの先端を舐なめ回し、口全体で甘く擦こする。シュンライは、喉のどの深くまで男根を飲み込む。じゅぽっ、じゅぽっ、と下品な音がして、短い時間でリョウカは昇り詰めていく。

  「たまにはこんなのもどうだ……」

  「え……？」

  　シュンライは、自分の豊満な乳房を両手で持ち上げて、リョウカの男根を挟み込んだ。

  「はひいっ！」



  [image: ]


  　シュンライの乳ち房ぶさを支えているのは、鍛きたえ抜かれた胸の筋肉だ。シュンライは胸きよう筋きんの力を調節して、コリコリとリョウカを締め付ける。乳房は柔やわらかいのに、底は筋肉で硬くメリハリが効いている。

  　乳房から溢れた男根の先端は、シュンライが優しく口で包み込む。

  　乳房の柔らかさとシュンライの体温で、リョウカの男根は溶けてしまいそうだ。

  　シュンライの胸が、リョウカをしごく。乳房が、リョウカの男根から溢れた先走りの蜜みつで濡れる。

  　途方もない快楽が、限界を連れてきた。

  　リョウカは体内の精をシュンライの口の中に放ち、騎き乗じよう勢せいを崩して尻しり餅もちをついてしまう。

  「まだまだだな……リョウカ」

  　口の中の精を飲み干して、シュンライは言った。

  「ああ……お師し匠しよう様の意地悪」
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  　宿に戻ったリョウカは、シュンライの目を盗んでホウショウに会いに行った。

  「ちょっと用事があるんですが……よろしいでしょうか？」

  「こんな夜分に珍しい。どうぞ」

  　リョウカはホウショウの部屋に入って戸を閉める。

  　ホウショウは、菜な種たね油あぶらに木も綿めんの灯とう心しんをひたした行あん灯どんの近くで本を読んでいた。大昔の軍学書らしい。リランは、今は主あるじの近くではなく厨ちゆう房ぼうにいる。食器類の後片付けのためだ。

  「ホウショウ様は、都みやこで有名な軍師だったとか」

  　と、リョウカは訊たずねた。

  「まあ、そうだが。自慢ではないが『賢けん鳳ほう』などと呼ばれていた」

  「ということは、物知りなんですよね？」

  「それはそうだ。よく本は読むし人の話も聞く。都を追放されてからはリランとともにかなり長い旅をした。知識には多少の自信がある」

  「ならばお聞きしたいのですが……ホウショウ様は龍りゆう鳳ほう双そう具ぐについて何か情報をお持ちではないでしょうか」

  「なぜそのようなことを」

  「私が……その龍鳳双具者だからです。女性と男性の双方、どちらも有しているのです」

  　リョウカは単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

  「私にそんなことを漏らしていいのか」

  「……時々覗のぞき見してるじゃないですか。私と……その、シュンライ様の夜を」

  　そう言って、リョウカは恥ずかしそうにもじもじとする。

  「むむ。バレていたなら仕方がない」

  　と、ホウショウは苦にが笑わらい。

  「ただ、その話といっても色々あるが」

  「以前、シュンライ様が『龍りゆう鳳ほう双そう具ぐに似た者なら見たことがある』と言っていたのですが、それはどういう意味でしょうか？」

  「薬を使った龍鳳双具者のことだろうな」

  「薬？」

  「ああ。江こう湖こには様々な特殊効果を持つ薬が流通している。その中には、女性の陰いん核かくを巨大化し擬ぎ似じ男根とするものもある。龍鳳双具に似た者、という言葉にぴったりだ」

  「なるほど……」

  「かくいう私も、よくその種の薬には世話になったものさ。私も、シュンライさんと同じく磨ま鏡きようの癖へきがあってね」

  「へえ……」

  「男はダメだけれど、女の子なら平気なんだ……」

  　いつの間にか、ホウショウの目はすっかり欲望で潤うるんでいた。

  「……っ！」

  　ホウショウは、リョウカの男根を服の上からくわえた。数枚の布越しでも、その味を覚えたばかりの敏感な肉棒はたちまち反応してしまう。リョウカは急激に勃ぼつ起きし、腰と膝ひざから力が抜けてへたへたと尻しり餅もちをついた。

  「ああ……ダメです」

  「どうして？　このたくましい逸いち物もつはシュンライさんのものだから？」

  「……そんな……」

  　かあっ、とリョウカは赤くなる。

  「覗のぞき見していて、ずっと試してみたかったんだ……大丈夫、シュンライさんには必ず秘密にしておく。一夜限りの情事と割り切って」

  　リョウカの目は、ホウショウの蠱こ惑わく的な唇に釘くぎ付づけになってしまう。

  　――ああ、私はなんて弱いんだ。

  　身も心もシュンライに捧ささげると誓っているのに、今この一時の欲情を我慢できそうにない。リョウカは慌あわただしい手つきで下の着物を脱ぎ、男根を取り出した。

  「なんて立派な……薬でできた擬似男根とは全然違う……」

  　ホウショウは、一気に喉のどの奥までリョウカの男根をくわえ込んだ。

  「！」

  　シュンライの口こう淫いん（フェラチオ）も強烈だったが、ホウショウのそれはまた独特だった。ホウショウは強引にリョウカを飲み込んでいって、シュンライよりもさらに奥まで喉のどを使う。口に入れたはずなのに、女性の股こ間かんに突き込んだときのような感触だ。

  　荒い鼻息を漏らしつつ、ホウショウは激しく唇と喉でしごいた。

  　リョウカは絶頂に達した。あまりに喉の奥まで男根が入っていたので、体内の精はほとんど直接胃に注がれたようなものだった。

  

  　口に出しても、まだリョウカの勃ぼつ起きは収まらなかった。

  「今度はこっちに……」

  　ホウショウは、リョウカにお尻を向けた。四つん這いの体勢となるところだが、肩と頭で体重を支える形になる。

  　ホウショウが誘うように尻を振ったので、リョウカはたまらず飛び掛かった。ホウショウの服を脱がせて、背後から男根を突き込む。

  「あああッ！」

  　とホウショウが喘あえぐ。

  「これは凄すごい……死にそう……」

  　締め付けはシュンライの方が上だが、ホウショウには絶妙に腰をくねらせる技があった。

  「ああ……ホウショウ様の腰の動きがいやらしい」

  　リョウカが背後から突き込むたびに、ホウショウの体と乳ち房ぶさも大きく揺れた。重力に従って垂たれた巨大な乳房が、時々床と触れてチッ、チッと音を立てる。

  「乳首が……床で擦こすれて気持ちいい……もう、いきそう」

  「私も……もう限界」

  　先に、ホウショウが達した。

  　何度か痙けい攣れんした後、満足げに微笑ほほえむ。

  　絶頂の余よ韻いんを楽しみつつ、ホウショウは上体を起こし、リョウカの男根のすぐ近くで口を開けた。舌を伸ばして、何かを待つような格好だ。

  　その意味を理解したリョウカは、吐と精せい寸前の男根をホウショウの舌の上に置き、自分自身で何度かしごいた。すぐにリョウカも絶頂に達し、口を開けて待っているホウショウに体内の精をぶちまける。

  　放たれた体内の精を、ホウショウは美う味まそうに受け止めた。

  「……はあ」

  　気持ちよかったが、罪の意識は残る。

  　――こんなはずじゃなかったのに。

  　リョウカは、自分の意志の弱さを呪のろった。
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  　ホウショウは、都みやこでも有名な軍師だった。戦えば連戦連勝で、出世街道を歩んでいた。権力を持ったホウショウは、若さに任せて磨ま鏡きように耽ふけった。ちょっとでも可愛かわいい女の子を見つけたら道みち端ばたで押し倒し、これを犯した。そんなことをやっても、ホウショウは上り調子で、いずれ朝ちよう廷てい軍の文ぶん官かんを束たばねる立場になるのは時間の問題だと思われていたから、咎とがめるものは一人もいなかった。

  　召めし使つかいのリランと出会ったのも、その頃だ。生まれつき言葉を話すことができず、両親に棄てられた少女、リラン。ホウショウは、気まぐれでリランを自分の屋敷に連れ帰り、やはり気まぐれで犯したあと召使にした。そしてホウショウは、遊び半分でリランに客の前で自じ慰いをさせたり娼しよう婦ふに虐はずかしめさせたりと、散々ひどい目にあわせて笑い者にした。

  　ところが、ホウショウは調子に乗りすぎた。皇帝の信頼が厚い丞しよう相じようハッサの愛人の一人に手を出してしまったのだ。天てん狗ぐになっていたホウショウはハッサを恐れていなかったが、それが甘かった。常つね日ひ頃ごろから、皇帝もホウショウのことを疎うとましく思っていた。皇帝と丞相の意見が一致し、ホウショウはすべての官位を剥はく奪だつ。さらに、公衆の面前で両腕を切り落とされる刑に処せられてしまう。

  　一日ですべてを失ったホウショウ。調子に乗っていた分、ホウショウから人が離れるのも早かった。ホウショウから金をもらっていた家族や親しん戚せきまで、ホウショウを見かけたら石を投げるようになった。

  　ホウショウは都を追放された。

  　だが、たった一人だけその身についてきたのがリランだった。

  　ホウショウはリランに「なぜついてくるのか？」と何度も訊たずねたが、リランは屈くつ託たくなく笑うだけで何も答えなかった。喋しやべられないから答えないのかと思って紙と筆を渡しても、やはり何も書かない。読み書きを知らないわけではなさそうだから、本当に答えたくないから答えないのだろう。妙なヤツだと思いつつ、二人での生活は今も続いている。

  　ホウショウはリランに感謝しているが、リランが恋人かというとなかなかそういう目では見られなかった。だからこそ、ホウショウはリランがいても平気で娼婦を呼べるし、他の女を抱ける。
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  　そんなホウショウだが、最近はかつて朝廷軍の名軍師だった経験を生かし、ゼンホウとともに蜂ほう起きの計画を練ねることに集中していた。その群ぐん議ぎには、反乱軍の切り札としてシュンライも同席していた。ホウショウとゼンホウ、そして反乱軍の幹部たちは、周囲に敵の密みつ偵ていの気配がないことを確認してから、円えん卓たくの上にこのギョウサイの地図を広げる。

  「内側の城、太たい守しゆランガンの邸てい宅たくは鉱山のふもとだ」

  　ホウショウがそう言うと、主人のかわりにリランが地図を指差す。

  「好都合なことに、奴ど隷れいが最も多いのは鉱山周辺だ。奴隷たちが集結すれば、あっという間に城に攻め入ることができる。問題は、もちろん敵もそれを警戒してあちこちに監かん視し所じよを設もうけていることだが、それはシュンライさんとゼンホウさんだけでも無力化できる。――ところでシュンライさん、城攻めの経験は？」

  「何度もある」

  「ありがたい。『破は城じよう武ぶ侠きよう』がいれば百ひやく人にん力りきだ」

  　超人的な戦闘能力を持つ、武侠。その中でも特に強力なものは、たった一人で城壁を飛び越え、ただの一撃で城門をこじ開ける。城を一人で陥としたことがある武侠は、敬意を込めて『破城武侠』と呼ばれる。

  　シュンライは『破城武侠』であり、同時に『破軍武侠』でもあった。単身で万の軍隊を倒したものが、『破軍武侠』である。

  「問題は、数だ」

  　と、ゼンホウ。

  「太守ランガンの兵が、二個師団六千。しかも、何らかの命めいを帯びたヒュンラ将軍の南部第一軍三万がこのギョウサイに近づいている。対して我々奴隷の数はようやく五千」

  「前にも言ったと思うが、シュンライさんだけの力で勝っても意味がない」

  　そう言って、ホウショウは難しい顔をする。

  「もちろん、シュンライさんの力は必要だ。しかし、理想的なのは奴隷たちの蜂ほう起きに刺激されて鉱山以外の場所で暮らす市民たちも立ち上がってくれることだ。そうすればこの町は朝廷から独立し、さらに南部の異民族や各地の反乱勢力と共同戦線を張って今後数十年戦っていけるだろう。腐った役人どもの搾さく取しゆもいよいよ終わりだ」

  　ホウショウは、そのまま密ひそかに町の有力者たちに根回しを始めた。
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  　一方リョウカは、時々少年奴隷のショウンの家に足を運んだ。ショウンのことが心配だった。リランが用意してくれた食事を持っていくと、ショウンは大喜びで平らげてくれた。リョウカは、ショウンの妹たちに関してはなるべく触れないように気をつけた。

  　リョウカは、ショウンと一緒に槍そう術じゆつの練習をしたりした。リョウカは、シュンライとの鍛たん錬れんで体を限界まで痛めつけているので、どうしてもショウンに遅れをとってしまう。

  「リョウカねーちゃんはまだまだだな」

  「修行始めたばっかりなんだから、仕方ないじゃない……」

  　シュンライによれば、そのうち疲れがとれるのが早くなり、筋肉もつきやすくなっていくという。普通ならば素しろ人うとが武術家としての基礎体力を手に入れるためには最低でも半年かかるが、気き功こう術と神しん仙せんの道どう術じゆつを併へい用ようすればほんの一カ月で可能になる。

  　リョウカとショウンがさらに槍そう術じゆつの練習を続けていると、近くをゼンホウが通りかかった。彼が足を止めて、二人に話しかける。

  「精が出るな」

  「あ、はい！」

  　ショウンが双そう眸ぼうを星のように輝かせた。

  「古来より『槍やりは百兵の王』という。武器は槍のみで十分という達人もいるほどだ。ショウンも、長ずれば神しん槍そうとしてこの武林に名を馳はせることもあるかもな」

  「そんな……光栄です！」

  　尊敬するゼンホウに褒ほめられて舞い上がるショウン。

  「ゼンホウさんが俺の名前を憶えてくれてたなんて……」

  「私は、できる限り多くの人の顔と名前を憶えるようにしている」

  　ゼンホウの言葉を聞いて、リョウカは彼が反乱の頭とう目もうに選ばれた理由が判った気がした。

  　――ああ、凄すごい人だ。

  　いくら同じ奴ど隷れいとはいえ、ショウンの名前まで憶えているのは何らかの努力がなければできることではない。

  「戦いくさに勝ったあとは、キミたちのような若い者の時代だ。大きな戦になれば、たとえ我らが勝っても被害は大きいだろう。復興を担になうのは若い力でしかない」

  　ゼンホウにそんなことを言われて、ショウンが喜ばないわけがなかった。隣にいたリョウカまで少し興奮した。ああ、人の上に立つ人間は気持ちを昂たかぶらせるのが上う手まいものだな、とリョウカは思う。

  「ところで……」

  　ゼンホウは話題を変えた。リョウカに向かって訊たずねてくる。

  「キミとシュンライさんはどんな関係なんだね？」

  「えっ、と……」

  　リョウカは思わず頬を赤くしてしまった。

  「師し匠しようと弟で子し、です」

  　それ以上の関係でもあるが、話すと長くなる。

  「そうか。雷らい一門に新たな拳けん士しが」

  「……雷一門？」

  　初めて聞く言葉だった。

  「レイ・シュンライを慕したって集まった武ぶ侠きようたちのことだ。一門といっても、シュンライは武術を教えたりはしない。シュンライが集めたわけでもない。ただ、シュンライのためなら何の見返りもなくとも命がかけられるという武侠が何人かいる。それが雷らい一門。武術の達人ばかりで、いまだに朝ちよう廷てい軍を困らせている。――しかし、『仲間』は近くに置いても『弟子』はとらないと聞いていたが……信条が変わったのか、それともよほど素質があると考えたのか」

  「……約束」

  「ん？」

  「『約束したから』だと思います。シュンライ様は、約束を破るのが大嫌いなんです」

  「なるほど……約束か。シュンライさんというのはまさに武林の好人物のようだ！」

  　そう言って、ゼンホウは豪快に笑った。

  　つられて、リョウカもショウンも笑う。なぜ笑っているのかはよく判らないが、とにかくゼンホウには周囲を巻き込む力があった。

  

  　それから一週間ほど過ぎたある日、リョウカに稽けい古こをつけるシュンライのもとに、ホウショウがやや興奮した調子で駆け寄ってきた。

  「蜂ほう起きの日取りが決まったぞ」
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  　かつてシュンライの妹分として戦場を駆け巡めぐっていたオンリン。

  　しかしシュンライは五ご鎖さ衆しゆうに敗れて行方ゆくえ不明となり、オンリンは追われる身に。

  　朝ちよう廷てい軍の追っ手は厳しく、オンリンは山奥に隠れ住むしかなかった。

  

  　オンリンは、人目につかない場所に砦とりでを築いてそこで盗とう賊ぞく団だんを率ひきいている。

  　盗賊といっても、オンリンには武ぶ侠きようの端くれとしての誇りがある。標的は常に朝廷の施設か汚い金持ちだ。弱きものからは盗まず、むしろ分け与える。オンリンの武術は義ぎ姉きよう妹だいの契ちぎりを結んだシュンライほどではないにしても見事なもので、数百の兵士でも彼女を止めることは不可能だった。

  　オンリンは小柄だが、その体には筋肉が詰まっている。こと体の頑がん丈じようさに関してだけはシュンライよりも上だ。

  　オンリンは髪が短く、犬けん歯しが大きい。子供の頃からなぜか赤色にこだわっている。自分の鍛きたえ上げた体を人に見せたい趣味があり、赤い衣装は胸と股こ間かんを申し訳程度に隠しているだけだ。二の腕には、やはり赤色で「雷らい一門」という字の刺いれ青ずみがあった。

  　オンリンはまだ少女と言ってもいいような年齢だが、美女と酒には目がなかった。特に美女を犯すことに関しては、薬を使って擬ぎ似じ男根を生やすほどの熱の入れようだった。

  「煉れん丹たん術じゆつ」という秘術がある。別の大陸では錬れん金きん術じゆつと呼ばれることもある。様々な材料を組み合わせて霊れい薬やくを調合し、それによって不老不死を目指す秘術である。煉丹術はその究極目標である不老不死を目指す過程で、様々な副産物を産み出した。その副産物のうちの一つが、オンリンが服用している半はん陰いん陽よう丹たん薬やく。その霊薬を服のめば、女性の陰いん核かくは巨大化、変形し、まるで男根のように機能するようになる。

  

  　オンリンは、今、三人の女性を同時に相手していた。

  　一人は、女の賞金稼かせぎだった。賞金目当てにオンリンの首を狙ってきたところを、返り討ちにして生いけ捕どりにした。胸と尻が大きかったので殺さずに、犯した。徹底的に調教してやって、今では立派な部下の一人だ。オンリンから愛されないと生きていけない。

  　もう一人は、別の盗賊団に捕まっていた村娘だ。奴ど隷れい商人に売られるところをオンリンが助けた。商売敵がたきを潰つぶしたついでだった。「家に帰っていいと」と言ったが、その村娘はすっかりオンリンになついてしまって離れてくれない。

  　三人目は、手下の一人である。弟で子しとして育てているセリカ。武術を使える上に忠ちゆう誠せい心しんが高い。知恵もあるし度胸もある。なにより、セリカはシュンライに見た目が似ていた。セリカはシュンライよりも目が大きく、体は小さかったが、それでも褐かつ色しよくの肌や鼻筋の通り方はそっくりだった。シュンライにずっと憧あこがれているオンリンは、セリカを抱くことでなんとか自分を慰めていた。実際にシュンライと性交するということは考えられなかった。いくらなんでもそれは恐れ多い。

  　服を脱いだオンリンが寝台の上で仁に王おう立だちになると、女賞金稼かせぎと村娘が擬ぎ似じ男根をしゃぶり始めた。セリカは、背後に回ってオンリンの尻の穴を舐なめ回す。三人の美女が同時に自分に奉ほう仕しする光景には、征服欲を満たすものがあった。

  　オンリンは女賞金稼ぎと村娘の髪の毛を乱暴につかんで、さらに激しい口での行こう為いを要求した。二人の女は舌を伸ばしてそれに応える。

  　快感が極まって、オンリンは吐と精せいした。擬似男根の先から彼女の愛液がほとばしる。本物の体内の精ではないので、女性を妊にん娠しんさせることはない。

  　三人を押し倒したオンリンは、二人を指で絶頂に導みちびきつつ、一人に挿そう入にゆうして突きまくった。オンリンの体力、精力は野獣並だ。猛然と腰を使って、次々と女たちを極度の快感で気絶させていく。

  

  　数時間が過ぎて、意識を保たもっているのはセリカ一人だった。オンリンがセリカに恐らく四度目の口こう唇しん行為をさせていると、部下の一人が駆け込んできた。仙人になることを諦あきらめ、術じゆつ符ふを売って暮らしている坤こん道どう（女性の道士）崩れのウアンだ。ウアンは、オンリン一党の情報収しゆう集しゆうを担当している。

  「大変です、オンリン様！」

  「何を慌あわててやがる、騒そう々ぞうしい！」

  「シュンライ様が現れたそうです」

  「なんだと！」

  　オンリンは慌てて寝台から飛び出した。行為の途中で愛いとしい男根を失ったセリカは、残念そうに自分の指をくわえる。

  「ギョウサイで、早速大きな戦いくさをやらかすらしいともっぱらの噂うわさ。再び姿を現すなり、すでに何百人もの朝ちよう廷てい軍を叩き殺したとか」

  「さすがは姉あね者じやだ！　こうしちゃおられん！」

  　オンリンは床に脱ぎ捨てていた服を着て（なにしろ布地が少ないから簡単だ）、寝台に立てかけておいた愛用の武器を持ち、凄すさまじい勢いで駆け出した。猪ちよ突とつ猛もう進しんとは、この娘のためにあるような言葉だった。

  「セリカ、数日留守にする！　その間、不ふ手て際ぎわのないようにな！」

  「はあい。でも、なるべく早く帰ってきてくださいね」

  　オンリンは、こんなこともあろうかと部屋の隅に常時用意しておいた行こう李りを背負った。その巨大な行こう李りの中身には、旅支度が整っている。そのままオンリンは武器庫に向かい、厳重に保管しておいたシュンライの得え物ものを取り出す。

  　シュンライの得物――、

  「神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そう」である。

  　銅手火槍という武器がある。最近産み出されたばかりの、火薬という発明品を使った武器だ。銅の筒つつの底に火薬を詰めて、たくさんの弾丸（散弾）を装そう填てんし、火ひ打うち石いしの火花で点火して撃ち出す。

  　シュンライの銅手火槍は特別製。普通のものは全長二尺しやく（約六〇センチ）といったところだが、神雷銅手火槍の長さは二丈じよう（約六メートル）。しかも、先端に長さ一丈の刃が付いているので、合わせて全長三丈、重さは二十六担たん（約千三百キロ）を超える。シュンライの他には、オンリンくらいしか持ち運べない。

  　シュンライが五ご鎖さ衆しゆうと戦って敗れた時、たまたまこの武器は鍛か冶じ職しよく人にんに預けられていた。いつかシュンライの手元に戻すために、ずっとオンリンが大切に保管していたのだ。

  　そんな巨大な武器を持ち運ぶわけだから、普通に馬で移動するのは不可能だ。たくましい軍馬六頭立ての特注大型戦車を用意して、オンリンは自分の砦とりでを発たつ。

  「今駆けつけますぜ姉あね者じや！」
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  　ヒュンラ将軍率ひきいる南部第一軍三万は、ギョウサイ近辺の開けた場所に陣を張った。

  「…………」

  　戦い慣れた兵士たちはギョウサイの外城を睨にらみつけたまま微び動どうだにしない。

  　軍勢がギョウサイに入城することも可能だったが、ヒュンラはそれをよしとしなかった。シュンライほどの武ぶ侠きようと戦うのに、ギョウサイは狭すぎる。

  　陣の中心にいるヒュンラに、ギョウサイ太たい守しゆのランガンが訪ねてきた。

  　床しよう机ぎに腰をかけて足を組んだヒュンラの前で、ランガンは片膝をついてかしこまる。

  「将軍の到着を心待ちにしておりました」

  「なにやら、城内でキナ臭い動きがあるらしいが」

  「いやなに、大した問題ではありません」

  「一段落したらこちらに合流しろ」

  「ははっ」

  　ヒュンラの周辺にいるのは、巻き添えを前提で編制された死し徴ちよう兵へいたち。死徴兵たちも、元罪人とは思えないほど堂々としている。

  「それにしても素晴らしい陣立てでございますな」

  「拳けん神しん雷らいをそう簡単に仕し留とめられるとは思っておらん」

  　と、ヒュンラは立ち上がる。

  「レイ・シュンライのためにわざわざ『火か眼がん兵へい』千人を用意した。私の旋せん風ぷう血けつ滴てき子しもある。これでようやく負けはなくなった」

  「火眼兵……！」

  　武侠と戦うための訓練を受けた精鋭部隊。それが火眼兵である。彼らは、体力を高めるために人の生いき胆ぎもを食う。薬と生き胆を併へい用ようして体力が増加したかわりに、彼らの眼はいつも血走っていて異常に赤い。それゆえに火眼兵という名なのだ。

  

  　ヒュンラは名門の娘である。

  　ルカン朝、四鎮ちん将軍の一人鎮ちん西ぜい将軍カルザの長女。

  　四鎮将軍といえば、大将軍、四征せい将軍に次つぐ高位の役職だ。

  　子供の頃から天才、神童と呼ばれ、武術、学問、ありとあらゆる分野において抜群の成績を残す。ヒュンラが若くして南部第一軍三万の将となっても、反対意見を述べるものなど一人もいなかった。

  　将軍となって以降も、戦えば勝った。性格は勇ゆう猛もう果か敢かんにして清せい廉れん潔けつ白ぱく。捕ほ虜りよへの扱いが丁てい重ちようなことから、ヒュンラの敵には戦わずして降こう伏ふくするものが多い。

  　このまま手て柄がらを重ねていけば、いずれは大将軍――。

  　ヒュンラとは、そんな女将軍なのだ。
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  　いよいよ蜂ほう起きの時と間きが近づいてきた。

  　シュンライは、ホウショウの宿で戦いくさ支度を整えていた。

  「リョウカ、ホウショウ、リランの三人は巻き込まれないように気をつけろ」

  　その三人は直接戦うわけではないが、戦場では何が起きるか判らない。用心のために、彼女たちも牛革の鎧よろいと鋼はがねの胸当てを身につけている。

  「なるべく戦場から離れておいた方がいい」

  　シュンライがそう言うと、ホウショウが微笑を浮かべて反論した。

  「しかし私が思うに、最も安全なのはシュンライさんの近くじゃないかと思うんだがね」

  「……なるほど」

  　その言葉には妙みような説得力があった。

  　外がい功こうの修行を積んでいるシュンライには、分厚い鎧は必要ない。

  　シュンライは、両手両足と腰に革の帯を巻いた。武器を装備しておくためのものだ。ホウショウに頼んで用意してもらった飛ひ刀とうを三十本、[image: ]ひよう槍そうを四本、革帯の穴にさし込んで携けい帯たいする。

  　飛刀とは、投げるための小ぶりな短刀ダガーのこと。[image: ]槍は短い槍で、やはり投げて使う。

  「なぜ、普通の矛ほこや刀を使わないのですか？」

  　リョウカは疑問に思って訊いた。

  「どうせこの町では、私の筋力に耐えられる武器は手に入らない」

  　並の武器では、ちょっと乱暴に扱ったら壊れてしまう。シュンライほどの武ぶ侠きようには、特別重く大きく作った武器が必要だった。
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  　――いよいよだ。

  　奴ど隷れいの少年、ショウンは、気持ちが昂たかぶるのを抑えられなかった。

  　早朝のギョウサイ内鉱山、奴隷居住区。

  　戦える奴隷たちが、ゼンホウのもとに集しゆう結けつする。その中に、もちろんショウンの姿もあった。ここにはまだ、切り札とされている拳けん神しん雷らいレイ・シュンライは来ていない。彼女は別方向から進んで、ゼンホウの主力と、ランガンがいる内城で合流する予定だ。

  　ショウンの視線の先には、ゼンホウがいる。周囲には、数千という奴ど隷れいたちがそれぞれ武器を手に持って開戦の火ひ蓋ぶたが切られるのを今か今かと待ち構えている。

  「全員そろったか」

  　ゼンホウが、反乱軍の幹部たちに向かって訊いた。

  「はい。ここに三千。残り二千はすでに散さん開かいしつつ町のあちこちに。ホウショウ様の指示通りです」

  「そうか」

  　満足げにうなずいたゼンホウは、集まった奴隷たちに向かって大声をあげた。

  「いいか、太たい守しゆランガンの横おう暴ぼうもこの日までだ。我々を人間扱いしてこなかったことを、役人どもにたっぷりと後悔させてやるのだ！」

  　その言葉によって士気を鼓こ舞ぶされた反乱軍が、雄お叫たけびをあげて応えた。ここまでくれば、見張りの兵士が騒ぎに気づいてももう遅い。用心に用心を重ねて準備をしてきたから蜂ほう起きの情報が漏れている心配はない。これからは何もかもが上う手まくいく――ショウンはそう思っていた。そこにいるほとんどの人間がそう思っていた。

  　しかし――。

  「くく……」

  　この反乱は失敗する――そう確信している人物が一人だけいた。その人物が低く笑い出して、周囲の人間は怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

  　突然笑い出したのは、他ならぬ反乱軍の頭とう目もくであるゼンホウであった。

  　段々とゼンホウの笑い声は大きくなっていき、最後にはまるで狂ったかのようだった。

  「ゼンホウ様……？」

  「ここまでだ」

  　ぴたりと笑うのをやめて、ゼンホウは冷たく言い放つ。

  「お前たちは本当に騙だまされやすいんだな」

  　どこに潜ひそんでいたのか、奴隷たちを囲むように朝ちよう廷てい軍の兵士たちが現れた。ほぼ全員が三さん石せき弩どを装備し、すでにいつでも撃てる状態だ。

  　ショウンの膝ひざが恐怖で笑った。何が起きているのかまったく理解できなかった。

  「どういうことか、教えてやろうか」

  　そしてゼンホウは変装を捨てた。彼は髪が長く立派な口ひげを生やしていたが、どちらも偽にせ物ものだった。さらにゼンホウは、気き功こうの術を解除する。ゼンホウは、特殊な外功を遣って顔面の筋肉を変形させていたのだ。かつらとつけひげを外し、顔の筋肉を元に戻したゼンホウの顔は、まさしくここギョウサイの太守ランガンであった。
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  「太たい守しゆ……ランガン！」

  　反乱軍の誰もが低く呻うめいた。

  「この反乱を計画したのは、少しでも刃向かう気き概がいがあるものを根ね絶だやしにするためよ。自分で用意した反乱を自分で潰つぶすのなら楽なものだ」

  　と、得意げなランガン。

  　このやり方ならば、反乱を起こしそうな人間を捜し出して取り締まる必要がない。向こうから勝手に集まってくるのだ。その数が限界に達したところで、一いち網もう打だ尽じんにする――奴ど隷れいたちがランガンの狙いに気づいた時にはもう遅かった。

  　ランガン指揮下の弩ど兵へいたちが、一いつ斉せいに射撃。三千の反乱軍主力のうち、二割ほどが重傷、一割が即死する。一気に三割も兵力を失えば、あとは崩れるだけだ。

  　三人の兵士が、九きゆう石せき弩どをランガンに届けた。ランガンは九石弩に巨大な矢を番つがえて、撃つ。近くにいた反乱軍の幹部たちを次々と射い殺ころしていく。反乱軍の中にはそれでも抵抗しようとする者もいたが、それは大海に小石を投げ込むように無駄なことだった。

  　そんな中、ショウンも死んだ。敵の矢が当たったわけではない。朝ちよう廷てい軍の攻撃を避けるため地面に伏せたのが最後、逃げ惑う味方たちに踏み潰されて死んだのだ。多数の足で踏みつけられたショウンの死体は、まさにぼろ雑ぞう巾きんのようになった。体中の骨を砕かれて死んでいくショウンの心残りは、まだ幼い妹たちの行く末。

  　短い時間で、反乱軍の鎮ちん圧あつは完了した。

  「ホウショウの宿に向かうぞ。その後、ヒュンラ将軍と合流！」
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  「合図の狼煙のろしが上がらない……」

  　宿の二階の窓から外を眺めて、ホウショウは不満げな声を漏らした。計画では、狼煙を見てからシュンライが出陣する手て筈はずなのだ。

  　すでに、シュンライの戦いくさ支度は完かん璧ぺき。革帯を介して全身に飛ひ刀とうや[image: ]ひよう槍そうを身につけて、いつでも万軍と戦うこともできる。

  「計画では、朝廷軍の兵士宿舎で火の手が上がるはずだったのに」

  　そう言ってホウショウが苛いら立だった表情を見せると、隣のリランが自分の親指を女主人の口元まで差し出した。ホウショウは、リランの親指の爪を噛む。ホウショウにはもともと指の爪を噛むクセがあったのだが、今ではリランがその役目を果たしているのだ。

  「どうも雲行きが怪しいな。まずいかもしれん」

  　シュンライも、窓から外を眺めて言った。

  　その言葉を裏付けるかのように、窓のすぐ近くに一本の矢が突き刺さる。

  「！」

  　それを皮切りに、ホウショウの宿に次々と大量の矢が飛ひ来らいしてくる。あまりに数が多いので、遠目には虫の大群のようにも見える。数百の矢が、薄い屋根や壁を突き破る。

  「任せろ」

  　シュンライは、リョウカ、ホウショウ、リランの三人をかばうように立った。

  　三さん石せき弩どと六石弩から放たれた矢だ。どちらにしても、シュンライを倒すには威力不足だった。シュンライは危険そうな矢を手の甲でたやすく払い落とすが、とにかく敵の攻撃が激しいのでその場に釘くぎづけにされてしまう。

  「どういうことだ!?」

  　ホウショウが叫んだ。

  「判らん。だが、蜂ほう起きは間違いなく失敗だろう」

  　宿の前に、弩ど兵へいを中心とした大軍が進んできた。

  　その先頭には、一ひと際きわ目立つ大男がいる。

  　巨大な弩いしゆみ――九石弩を背負ったその男は、

  「太たい守しゆのランガンだ」

  　と名乗った。

  「別べつ働どう隊たいも含めて反乱はおしまいだぞ」

  　ランガン率いる朝ちよう廷てい軍は、弩兵でシュンライを釘づけにしている間に、火矢を装備した弓きゆう兵へいや火薬の詰まった樽たるを抱えた歩ほ兵へいを展開した。

  「あれが、ギョウサイ太守のランガンか。――そういうことか」

  　と、シュンライ。

  「どういうことなんですか？」

  　リョウカには事情がまったくわからない。

  「変装していたんだよ。あの男はゼンホウだった」

  「え！」

  「目を見れば判る。つけひげとかつら、さらに顔筋をいじる外がい功こうでも使っていたんだ」

  　歩兵たちが、火薬の詰まった樽を投げるのが見えた。その樽が転がってホウショウの宿に達したところで、火矢が放たれる。爆発でさらに建物が吹き飛び、火が回る。シュンライたちは一階の一番奥に避難するが、それでも限界は近い。

  　この状況でも、シュンライ一人ならば逃げられる。

  　しかし、リョウカたちまで一緒となると難しい。

  　名案が浮かばずに、シュンライは眉み間けんにシワを寄せる。残された時間は少ない。

  　とうとうほとんどの壁が吹き飛んで、遮しや蔽へい物ぶつが消え去る。シュンライたち四人が、大軍を前にして無防備な姿をさらす。

  「ここまでだ！」

  　と、ランガンは大たい笑しようした。

  　――その時だった。

  「姉あね者じや！」

  　野獣の咆ほう哮こうのような大声が響いた。

  

  　突とつ如じよ、戦車がランガンの陣に突っ込んでいた。

  　たくましい軍馬ばかりの六頭立て戦車。

  　しかも車輪には、近くの敵を薙なぎ倒すための鎌かまがついている。

  　その戦車に乗っているのは――。

  「オンリンか！」

  　シュンライは、最も頼りにしている妹分の名を呼んだ。

  「この日を待ってましたぜ、姉者！」

  　軍馬の蹄てい鉄てつが敵兵を蹴け散ちらかし、戦車の鎌が敵兵の足を引き千切る。闇夜の雷らい光こうのように、敵陣をつんざく。

  　オンリンは、戦車上から愛用の武器である「鉞えつ」を振り回した。鉞とは、まさかり、大きな斧おののことを指す。武ぶ侠きようのほとんどがそうであるように、オンリンも自分専用の特別に大きいものを使っている。

  　オンリンが「ぶん！」と鉞を振るうと、たちまち五、六人が巻き込まれて血飛沫ちしぶきを上げる。

  　道を切り開いて、シュンライたちの目の前に戦車がやってきた。

  　シュンライ、リョウカ、ホウショウ、リランの四人は迷わずそれに飛び乗る。

  　シュンライ、そしてオンリンがそろった戦車を何なん人ぴととて止められるわけもなく、包囲を突破して街中を駆け抜けていった。
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  　ギョウサイ[image: ]ひよう局きよくの[image: ]ひよう頭とうポーハンはシュンライにやられた傷を癒いやしつつ、ずっとあのリョウカとかいう小娘のことを考えていた。

  　あの娘が指摘した通り、ポーハンが使っている鈴すずは大切な人からもらったものだった。

  　少年時代。ポーハンの家は貧しかった。その貧しさが、ポーハンを武芸の道へと駆り立てた。女一人の力で自分を育ててくれた母親を幸福にするためには、強くなって仕官するのがなにより手っ取り早かった。

  　飛ひ剣けん術じゆつの修行を積み始めたポーハンを見て、母は「剣を見失っても平気なように」と鈴を贈ってくれた。正直不要な気遣いとは思ったが、それでも母の気持ちがありがたかった。

  　やがて、ポーハンは故郷を離れて修行を積むことにした。名のある剣けん仙せんに弟で子し入りすることになったのだ。

  　母のことは心配だったが、親しん戚せき一同が世話をしてくれるというので、ポーハンは生まれ育った村をあとにした。

  　それから数年、ポーハンは一いつ端ぱしの剣けん侠きようとなって故郷に戻った。

  　しかし、すでに母はいなかった。

  　頼りにしていた親戚一同は、ポーハンの母から金を騙だまし取って、それ以降知らん顔をしていたと知る。

  　ポーハンの母は織おり物ものの仕事で生計を立てていたが、税は高く景気が悪く、仕事がなくなったので体を売るようになったそうだ。体を売っているうちに悪い病気をうつされ、あっけなく死んでいった。

  　ポーハンは後悔した。親戚などを頼りにした自分が間違っていた。多少血がつながっていても、他人は他人。結局は世の中、金と力に支配されているのだ。人情も義理もくだらない。それ以降ポーハンは人を信用しなくなり、金のこと以外は何も考えないようにした。

  　考えないようにしていたが――、

  「あの娘……大したものかもしれん」

  　リョウカに情を投げかけられて、ポーハンはずっと忘れていた気持ちを思い出している。
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  　オンリン操あやつる戦車が走る。今のところ、追っ手の姿は見えない。

  「一度、鉱山の方にやってくれ」

  　と、シュンライは言った。

  　もしかしたら、生き残りがいるかもしれない――そういう判断だろう。リョウカも、ショウンのことが気がかりだった。

  

  　戦車は鉱山地区に到着したが、そこに生きているものは一人もいなかった。死し屍し累るい々るいとはまさにこのことだった。矢で射いられたもの、逃げ惑まどううちに味方に踏み潰つぶされたかのようなもの、刀や槍やりで殺されたもの――三千近くの死体が、そのまま放置されていた。

  「……ひどい。ひどすぎる……」

  　リョウカは涙をこぼしそうになった。吐き気も催もよおした。まさかここまで徹底的にやられているとは思っていなかった。降こう伏ふくしようとして殺されたものも間違いなくいるだろう。戦いくさとは、この世とは、こんなものだと思いつつ、それでもその理り不ふ尽じんさに怒らずにはいられない。

  「私の責任だ……敵の策を見破れなかった」

  　ホウショウが天を仰いだ。

  「仕方ないさ。大将が裏切り者なんてのは普通じゃない」

  　と、シュンライ。

  「オンリン、戦車を町の外へ」

  「はっ」

  　シュンライたちを誘いざなうように、正面の城門は開いていた。

  　外にはヒュンラ将軍の南部第一軍が待ち構えている。たった今、そこに太たい守しゆランガンが率ひきいる私兵二個師団六千が合流したところだ。

  「あの旗は……ヒュンラ将軍の南部第一軍か。精鋭だぞ」

  　目を細めて、ホウショウが言った。

  「どうするんですか……？」

  　と、リョウカ。

  「無む論ろん、落とし前をつける」

  　シュンライは当たり前のことのように言った。

  　三万六千を相手に、本当に戦うつもりなのだ――。リョウカも、シュンライの強さはこれ以上ないほど知っている。だが、しかし。

  「リョウカさんは、破は軍ぐん武ぶ侠きようの戦いを見たことはないだろう？」

  　リョウカの心を読んだように、ホウショウは言った。

  「え、あ……はい」

  「なら、ちょうどいい。どんなものかここで理解するといい」

  「…………」

  　ホウショウの言い方があまりにも確信に満ちていたので、リョウカの中の不安がしぼんでいく。シュンライを信じる気持ちが、不安を上回り始めたのだ。

  「オンリン、お前はこの三人を守ってくれ」

  「はい、姉あね者じや！」

  「大事な人たちだ。失礼のないように」

  「はい！」

  　返事はよかったが、オンリンはリョウカのことを「ぎょろり」と睨にらんだ。シュンライとどんな関係なのか疑っている目だ。これは、この戦いくさを切り抜けても面めん倒どう臭くさいことになりそうだとリョウカは今から不安を覚えてしまう。

  「では、軍を破る」

  　シュンライは、戦車に積まれていた巨大な武器を担かついで飛び降りた。リョウカの目には、馬たちが重荷から解放されて喜んだように見えたが、錯さつ覚かくだろうか。

  

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうには、すでに散弾が詰まっている。

  　この武器は大砲であり、矛ほこでもある。

  　ずっしりとした懐かしい手て応ごたえに満足しつつ、シュンライは左肩に銅手火槍を担かつぎ直し、右手に[image: ]ひよう槍そうを一本構えた。

  



  
    ３
  


  

  

  「……たった一人でやってきたか」

  　遠くから、本当に一人だけで武ぶ侠きようが突っ込んでくる。

  　ヒュンラ軍三万、ランガン軍六千。

  「それでも気が抜けないから、武侠は恐ろしい」

  　ヒュンラには、シュンライと一対一で戦っても勝つ自信はある。しかし、気き功こうを使えない普通の兵士たちが武侠を倒したとなれば、南部第一軍の名声は天帝まで届くだろう。試してみる価値はある。

  　ヒュンラは、左さ翼よくをランガンに任せて自分の軍で中央と右う翼よくを固める。

  　ヒュンラ軍の編制は、重装弩ど兵へい二千、軽装弩兵二千、弓きゆう兵へい五百。

  　死し徴ちよう兵へい五百、火か眼がん兵へい一千。

  　戦車兵一千、騎き兵へい七千、歩ほ兵へい（工こう兵へい、兵へい站たん関連担当含む）一万六千。

  　弩兵、弓兵たちが八列横おう隊たいで前面を形成している。その背後に歩兵、戦車隊が続いて中軍をなし、右翼に騎兵隊を配置。

  　死徴兵はヒュンラの間近に、火眼兵は歩兵隊の中心にいる。

  「全弩兵、一いつ斉せい射撃準備！」

  　ヒュンラは大声で命じた。

  　各小隊の旗き手しゆが、太たい鼓こを鳴らして命令を全軍に浸しん透とうさせていく。

  

  　――シュンライは走る。

  　巨大な銅どう手しゆ火か槍そうを左肩に、[image: ]ひよう槍そうを右手に構え、走る。

  　その力強い一歩一歩が大地を揺るがし、その力強い視線は真っ直ぐ敵の本陣を見み据すえている。

  　シュンライは、あと七町ちよう（約七百七十メートル）ほど走れば敵陣に到達。シュンライならば、それは二十秒もかからない距離だ。しかしそこで、敵軍の弩ど兵へい、弓きゆう兵へいたちが射撃の準備を整えたことに気づいた。いくら外がい功こうで鍛きたえているとはいえ、四千以上の矢をまともに浴びたら無傷では済まないだろう。何本かは、外功でも鍛えられない場所――たとえば眼球や耳の穴――に突き刺さるかもしれない。

  　射いられる前に、シュンライが仕掛けた。

  　走りながら体をひねり、

  　力をためて、

  「……ぬんっ！」

  　右手の[image: ]槍を、投げる。

  

  　シュンライが発はつ勁けいしながら投げたその[image: ]槍は、砲弾よりも凄すさまじい勢いを得た。

  　[image: ]槍が空気を切り裂き唸うなり声をあげる。

  　音の壁を突き抜けて、一秒ちょっとで敵陣の先頭の弩兵に命中。

  「！」

  　バンッ！　と爆発音が響いて、食らった弩兵の胸部が丸く消し飛んだ。

  　一人射抜いただけで当然その勢いは止まらず、さらに後方へ二人、三人と貫かん通つうしていく。頭ず蓋がい骨こつを砕き、心臓を貫つらぬいても方向がぶれることすらない。小隊の旗手を仕し留とめ、さらに直進。ババババッ、と血が噴いて縦たて一列の兵士が倒れていく。二十一、二十二、二十三――一本の[image: ]槍が刺した敵の数が、あっという間に二十を超えてさらに飛び続ける。

  　[image: ]槍が喉のどを貫く。胸部を貫く。

  　その数百を超えてもまだ止まらない。

  　眉み間けんを貫いて頭部を砕く。

  　腹を貫く。盾たても貫く。

  　三百ほどを倒したところで、衝撃に耐えられず砕け散った。もしもこれがもっと造りのしっかりした[image: ]槍だったなら、もう三百はいけただろうか。

  　シュンライは間をおかず、自分が持っている[image: ]槍の残り三本をたて続けに投げた。

  　たった一人が四本の槍を投げただけで、千以上の弩兵が血の海に沈む。



  [image: ]


  　前線は恐きよう慌こう状態に陥おちいり、一いつ斉せい射撃どころではなくなった。兵士たちはてんでばらばらに弩いしゆみを放ち始め、それではシュンライに対して効果があるわけもない。

  「やってくれる……！」

  　ヒュンラは思わず笑ってしまった。なんと豪快な戦いぶりだ、と――。
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  　四本の槍やりで相手の弩ど兵へい、弓きよう兵へい部隊を崩し、シュンライはとうとう敵陣に突入した。

  　弩兵、弓兵は素早く後退していく。さすがにヒュンラの南部第一軍は精鋭と呼ばれているだけあって、短い時間で隊としての統制を取り戻していた。

  　飛び道具の部隊が退さがって、戟げきを構えた歩ほ兵へい隊が前進。

  　敵歩兵隊の出で鼻はなをくじくために、シュンライは銅どう手しゆ火か槍そうの散弾を発砲した。

  　引き金を引くと火ひ打うち石いしが落ちて火花が生じ、それが銅手火槍の底に装そう填てんされた発射用の火薬に引火。爆発し、散弾が銃口から射しや出しゆつされる。散弾は、重さ十一匁もんめ（約四十グラム）の鉄球がおよそ六十個という構成。

  　砲声が鳴り響き、凄すさまじい発射炎が伸びる。

  　シュンライは両足を踏ん張って、反動に耐える。

  　六十個の散弾は、一個一個が四、五人を倒す威力を有していた。

  　散弾の発砲で、重装歩兵部隊の前面三百が死傷。

  

  　シュンライは神しん雷らい銅手火槍を両手で構え直した。

  　敵歩兵の真まっ只ただ中なかに突っ込んでいって、水平に振り抜く。

  　シュンライほどの武ぶ侠きようが本気で銅手火槍を振るうと、その速度と発はつ勁けいのために衝撃波が生じる。衝撃波でも、外がい功こうをやっていない人間が食らえば致ち命めい傷しようとなる。

  　銅手火槍の長い刃が、一気に十二の胴体を切断した。

  　上半身だけが九つ、くるくると宙を舞う。腸はらわたが地面に散る。

  　さらに、衝撃波で十一人が吹き飛ばされる。

  　衝撃波を浴びた人間は内臓をやられる。爆風を吸った人間が肺はいをやられて倒れるように、まず中身からダメになるのだ。

  　銅手火槍の一振りで、最低二十の兵士が戦闘不能に陥おちいる。

  　北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの武器術。象ぞう牙げ式しき。

  　すでに、シュンライは二千人を倒している。
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  　シュンライの全身の筋肉が躍動する。

  　重さは二十六担たん（約千三百キロ）、刃の長さ一丈じよう（約三メートル）の銅どう手しゆ火か槍そうが左右に閃ひらめくと、たちまち鮮血が飛び散って四十以上の切断された上半身が舞い上がる。歩ほ兵へい隊が戟げきをシュンライに突き刺そうとするが、まったく話にならない。シュンライの銅手火槍は戟ごと敵を両断する。

  　盾たてと剣で武装した軽装歩兵が加わっても、結果は変わらない。

  　ざくざくざくっ、と六十人、八十人、そして百人――。

  　斬って、斬って、斬りまくる。

  

  　歩兵隊からの二千の被害が出たところで撤退開始。弩ど兵へい、歩兵が態勢を立て直す間に、騎き兵へい隊がシュンライに挑んだ。

  　馬上から、矛ほこや槍やりで狙う。

  　相手が騎兵でも、シュンライのやることは変わらない。力を込めて銅手火槍を振るう。馬の首ごと相手の両腕を叩き落とす。

  　シュンライはやや構えを低くして、回転しながら銅手火槍を振り回した。刃先で、円を描くようにする。銅手火槍の長さが三丈。円を描くと、その直径は六丈。その範囲に収まった軍馬の脚が、一いつ斉せいに切断されるか叩き折られる。馬の脚がやられて転倒すれば、騎乗手も当然無事では済まない。

  　シュンライが回転するたびに、七、八の騎兵が倒れる。

  　さらに効率よく敵を倒すために、シュンライは一度銅手火槍を足元に置いた。

  　そして、革帯に装備しておいた「飛ひ刀とう」を指の間に挟んでいく。

  　十本の指間に、八本の飛刀。

  　発はつ勁けいしつつ軽く跳び上がり、騎手を狙って勢いよく投げる。

  　飛刀は弾丸、電光と化してヒュンラ軍の騎手に突き刺さる。先ほどの[image: ]ひよう槍そうと同じく、一人殺しただけでは止まらない。バスバスバスッ！　と貫かん通つうしていく。飛刀は[image: ]槍よりももろいので、五十人ほどを倒したところで砕け散る。八本でほぼ四百人だ。

  　用意した飛刀の数は三十本。すべて、ここで使う。

  　飛刀を打ち尽くしたシュンライは、再び銅手火槍を構えて回転。

  

  　騎兵隊からもさらに二千の被害。これで、南部第一軍の損害は六千となった。ランガンの部隊だけで戦っていたら全滅していた。

  「数年ぶりの戦いくさでも、拳けん神しん雷らいの腕は鈍にぶっていないらしい……頃合だな。これ以上一般の兵士を死なすのも忍しのびない。騎き兵へい、歩ほ兵へい、弩ど兵へいはさらに後退！　戦線離り脱だつしろ！　あとは火か眼がん兵へいで仕留める！」

  　ヒュンラは全軍に告つげた。

  　戦場から人が減り、シュンライの前には火眼兵一千が立ちはだかる。

  　血走った目が燃えているように見える火眼兵たち。

  　武ぶ侠きようと戦うために編制された彼らは、一般の兵とはまず体力が違う。装備も違う。

  　人の生き胆ぎもと煉れん丹たん術じゆつで作られた秘ひ薬やくを併へい用ようしているためだ。服のむ者の寿じゆ命みようを縮めるかわりに体力、運動能力を向上させる恐るべき秘薬である。

  　そして、火眼兵の装備は三種類に分類できる。

  　捕ほ縛ばく用、撲ぼく殺さつ用、投とう擲てき用の三種類だ。

  　火眼兵の「捕縛隊」は「鉄てつ棒ぼう槌つい」を使う。鉄棒槌とは、長い鎖くさりの両端に鉄の棒がついた武器だ。普通は鉄棒を相手に当てる打撃武器として用いるが、武侠が相手の場合は鎖で動きを止めるために投げて使う。

  「撲殺隊」の武器は「八はち綾りよう錘すい」。鉄の塊かたまりに柄えをつけただけの単純なものだ。外がい功こうを極めた武侠には、刃物よりも打撃武器が有効なことから火眼兵の制式装備にはこの八綾錘が選ばれた。

  「投擲隊」は基本的に大型の武器は持たず、かわりに様々な薬品や液体が詰まった薄い瓶びんを持ち歩く。唐とう辛がら子しや毒どく蝶ちようの体液を混ぜ合わせた「目め潰つぶし瓶」、相手の足元を滑らせるための「油瓶」、粘ねばっこい樹じゆ液えきをもとに作られた「粘ねん着ちやく瓶」などなど――できる限り接近してそれらを投げつける。

  

  　まず、投擲隊が前に出て目潰し瓶を投げた。これは、シュンライが巨大な銅手火槍で確実に叩き落すので効果がなかった。シュンライは動きも速いので、瓶を当てるどころか目で追うだけでも一苦労なのだ。

  　そこで投擲隊は作戦変更。全員で油瓶を用意して一いつ斉せいに投げる。油瓶なら、直接当たらなくても効果がある。シュンライの周囲にばらまいて、その動きを少しでも鈍にぶらせることができればいい。いくらシュンライが軽けい功こうを使うことができても、銅手火槍を持った状態では限界がある。油地獄から抜け出ることは容易ではない。

  

  　シュンライの足元が油の海と化したのを見て、オンリンは両目を見開いて叫んだ。

  「姉あね者じやが危ない！」

  　オンリンは、背後にリョウカたち三人を乗せていることも忘れて、軍馬六頭立て戦車を戦場の中心に向けて走らせる。途中、ランガンの部隊が邪じや魔まをしてくるが、シュンライの妹分たち――雷らい一門――の筆ひつ頭とうであるオンリンの敵ではない。鉞えつを振るって兵士を蹴け散ちらし道を切り開く。
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  　シュンライが跳ぼうとしたら、油で滑った。転びはしないが、その間にどんどん油がまかれた範囲は広がっていく。

  　油瓶が一段落して、今度は粘着瓶の投とう擲てきが始まった。さすがは火か眼がん兵へい。武ぶ侠きようの潰つぶし方をよく心こころ得えている。下へ手たな武侠ならばここで一いつ巻かんの終わりだろう。

  「姉あね者じや！」

  　と、オンリンが駆けつけてきた。しかし、シュンライは喜ばない。この程度の危機は難なく乗り越えられる。リョウカたちが戦場の中心にやってきたことの方が問題だった。

  「焦あせるな、オンリン」

  　そう言って、シュンライは腕を伸ばして遠くの地面に銅どう手しゆ火か槍そうの先端を突き刺した。

  　そこを支点にして、棒高跳びの要領で移動する。

  「！」

  　これでは油が有効なはずもない。

  　軽々と火眼兵投擲隊の囲みを破ったシュンライは、再び銅手火槍を振り回して二十人以上を吹き飛ばした。投擲隊は様々な瓶を投げて対抗しようとするが、懐ふところまで飛び込んだシュンライにはもう通じない。すでに、いい加減な瓶の投擲によって同士討ちまで始まっている。せっかく駆けつけてきたのに、オンリンの出る幕はなかった。

  　シュンライの得え物ものが閃ひらめいて、八つの首が「ぽーん」と飛び上がった。白い脊せき髄ずいが見えるような鋭い切断面から爆発的に鮮血が噴き出し、ただでさえ返り血で濡れていたシュンライがさらに真っ赤に染まった。そんな大量の返り血も、シュンライの動きがあまりに速いので、ほとんどは乾いて固着しないうちに地面に落ちる。

  　投擲隊が崩れて、捕ほ縛ばく隊が上がった。本当は油か粘着瓶で動きが止まったところに捕縛隊が鉄てつ棒ぽう槌ついを投げつける予定だったが、予定が狂ってしまった。

  　撲ぼく殺さつ隊も加わるが、シュンライには歯が立たない。そもそも、武器の届く距離がまったく違う。火眼兵総崩れ。一千のほとんどが血の海に沈む。

  「ここまでだ」

  　女将軍が叫んだ。

  「あとは、私がお相手しよう」
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  　愛用の武器を構えたヒュンラが、疾走する戦車から飛び降りてシュンライの前に着地した。そして名乗る。

  「南部第一軍の将、ヒュンラだ。一騎討ち『賭と身しん戦』を所しよ望もうする」

  「その心意気や見事」

  　賭身戦。

  　この大陸には、一騎討ちにいくつかの形式がある。その一つである賭身戦は、名前通り互いの「体」を賭して戦う。敗者は勝者の所有物となり、一切の人権を剥はく奪だつされる。賭身戦に負けたものがどんな扱いをされようと、誰もがそれを非難することはない。

  「このレイ・シュンライ受けて立とう。ただその前に、お前に一つだけ言っておく」

  「なんだ」

  「ここが武林の分かれ道」

  　と、シュンライは銅どう手しゆ火か槍そうを振り回して威い嚇かくする。

  「ここで退ひくのがそちらの身のためだが、戦やり合うのなら覚悟を決めろ。私は相手が美女でも手を抜くということを知らない」

  「ほざけ。あまり調子にのっていると足元をすくわれるぞ！」

  　ヒュンラが、鎖くさりを振り回し始めた。

  　その先端には、回転する鋸のこぎりがついている。

  「旋せん風ぷう血けつ滴てき子しの威力を見ろ！」

  　逃げ遅れた死し徴ちよう兵へいが十五、六人巻き込まれて、爆はぜ散った。

  　血ち煙けむりを抜けて、回転鋸がシュンライに襲い掛かる。刃が唸うなり声をあげる。

  　それを、素早く銅手火槍で打ち返すシュンライ。

  　がいん、と凄すさまじい音がした。

  　回転鋸は遠くに飛ばされそうになるが、ヒュンラは強引に鎖を引っ張って制動をかけた。再び旋風血滴子は安定を取り戻し、ヒュンラの周囲に戻ってくる。華やかで高貴そうな見た目とは裏腹に、ヒュンラの腕力はかなりのものだ。

  　――この女将軍、明らかに今までの敵とは違う！

  「シュンライ様！」

  　師し匠しようの身を案じて、弟で子しが叫ぶ。

  「大丈夫だ、リョウカ」

  「世間話をしている場合ではないぞ！」

  　ヒュンラは飛び上がり、真上から旋風血滴子を叩きつけた。シュンライはそれを横に跳んで、かわす。回転鋸の刃がシュンライの足元を切り裂き、まるで地割れが走ったかのようだ。

  

  　――そんな、激しく戦う二人を息を殺して見つめる男がいた。

  　ギョウサイ太たい守しゆ、ランガンである。

  　いつの間にか、すぐ近くにまで忍しのび寄ってきていたのだ。

  　ランガンは、部下たちに自分を守らせつつ九きゆう石せき弩どを構えて狙いを定めていた。さすがのシュンライも、ヒュンラほどの相手と戦っていると周囲への警戒を怠おこたるらしい。大将同士の一騎討ちとのことだったが、そんなものはランガンの知ったことではない。

  　九石弩の矢は、外がい功こうで鍛えた人間を撃つ前提で作られている。当たり所によっては一撃で仕し留とめることもありえる。

  「死ねっ！」

  　ランガンは引き金を引いた。

  

  　そんなランガンの動きに、リョウカがいち速く気づいていた。なにしろ敵の数が多いので、何かしてくるのではないかと警戒していたのだ。

  　リョウカの体は勝手に動いた。敵の弩いしゆみの射線に割り込んで、叫ぶ。

  「シュンライ様！」

  「！」

  　次の瞬間、ランガンの矢がリョウカに当たった。重い矢は、リョウカの左腕を断だん截せつしてさらに直進していく。しかし、リョウカが警告したためにシュンライとヒュンラの動きが止まり、本来の狙いは外してしまった。

  「くっ！」

  　と、ランガンは舌打ち。

  「てめえ！　一騎討ちに横から手を出すとは腐った野郎だ！」

  　怒り狂ったオンリンが、ランガンの軍勢に突っ込んでいく。

  　シュンライは、倒れたリョウカに駆け寄った。リョウカの左腕が、根本からなくなっている。即死しかねないほどの大ケガだったが、リョウカは撃たれた直後に治ち癒ゆの霊れい符ふを傷口に貼りつけて致ち命めい傷しようを免まぬかれていた。

  「なぜこんな危険なことを……」

  　シュンライは悲しい顔でつぶやいた。

  「すみません、体が勝手に動いて……」

  　リョウカには、そういうところがある。

  「左腕をとっておこう。術を使えば、またつながるかも」

  　シュンライは周囲を見回してリョウカの左腕を見つけた。ありがたいことに、ヒュンラは今は手を出してこない。

  　確保しようと、シュンライが左腕に向かって手を伸ばしたその時。

  「――ん！」

  　信じられない変化が、起きた。

  

  　斬り落とされたリョウカの左腕が生き物のようにうねり、膨ふくらみ、急激に硬化していく。

  「！」

  　それを見た誰もが自分の目を疑う中、リョウカの左腕は一本の刀に変化を遂とげた。

  　長い。そして太い。両手持ちの刀――「苗びよう刀とう」の一種であろう。ただ、普通の苗刀よりもさらに長く、その刃渡りはおよそ一丈じよう（約三メートル）。何も塗っていないはずなのに刀身は油にひたしたかのように濡れていて、光を当てると紫色に輝く。

  「『六ろく門もん解かい尖せん刀とう』……」

  　リョウカは、無意識のうちにそうつぶやいていた。

  「その武器の名を知っているのか？」

  　と、シュンライ。

  「なぜか……頭に浮かんできたんです」

  　自分の体の一部――だからだろうか。

  　リョウカは起き上がり、自分の左腕だった刀を拾った。かなりの大きさなのに、まったく重さを感じない。てのひらにしっくりと馴な染じむ。持っただけで、体に活力が漲みなぎってくる。意識しなくとも気き功こうが煉ねられる。

  　そんなリョウカを見て、シュンライは安あん堵どのため息を漏らした。

  「お前……『器き解かい族ぞく』の生き残りか！」

  　目を丸くしたヒュンラが叫ぶ。

  「器解族……？」

  　そんな言葉を聞くのは、リョウカもシュンライも初めてだ。

  「まさか……朝ちよう廷ていの特別任務部隊が捜す器解族の最後の姫とはお前なのか」

  「器解族とはなんだ」

  　そう訊たずねながら、シュンライは銅どう手しゆ火か槍そうを構え直す。

  「お前には関係ないことだ。答えが欲しいなら私を倒してみろ」

  「なるほど、もっともだ。勝ってゆっくり話を聞こう」

  「それは無理だな。勝つのは私だ」

  　一騎討ち再開。
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  　リョウカは、オンリンとともにランガン軍と戦うことを決意する。

  　左腕だった刀――六ろく門もん解かい尖せん刀とうを持つと、どこからか自信が湧いてくる。それが危険なことだと自覚しつつ、しかしもうリョウカは止まらない。止まりたくない。

  　オンリンは、獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せていく。彼女は鉄てつ皮ぴ功こうのクンフーを修めているのだ。鉄皮功とは、自分の皮膚や筋肉を叩いて傷つけて強くしていくという修行法だ。鉄皮功の気き脈みやくを解放すれば、オンリンのただでさえたくましい筋肉はさらに膨ふくらみ、硬度を増す。その結果、オンリンは普通の刀や槍やりで切られてもかすり傷しかできない。オンリンを倒すには、もっと大きな武器で鍛きたえにくい場所を確実に貫つらぬかねばならない。

  　シュンライほどではないが、彼女でもランガン軍程度ならどうにかなりそうだ。――ランガンの九きゆう石せき弩どさえ食らわなければ。

  　オンリンが大量の兵士を薙なぎ倒すのに夢中になっているところを、またもやランガンが不意討ちで撃ち殺そうと機を窺うかがっている。本当に姑こ息そくな男だ。あの男が奴ど隷れいたちを騙だまし、ショウンを殺したかと思うとリョウカの体の芯しんが熱くなってくる。

  　――許せない！

  　残った右手に六ろく門もん解かい尖せん刀とうを握り締め、リョウカは走る。シュンライの戦いぶりを見て気持ちが昂たかぶっているのだろう。恐怖心のようなものはほとんどなかった。

  　ランガンに肉にく薄はくするには、八人の兵士が邪魔だった。

  　リョウカは、敵兵士に向かって解尖刀を振り下ろす。

  　兵士は、戟げきの先端でリョウカの攻撃を受けた。そのまま弾はじき返せば、リョウカは一番無防備な腹部を敵にさらすことになる。
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  　しかし、そうはならなかった。

  　リョウカの六ろく門もん解かい尖せん刀とうは、戟の刃を易やす々やすと飴あめのように斬り裂いた。

  「――ッ！」

  　解尖刀が兵士の肩口から入って脇わき腹ばらへと抜けて、綺き麗れいな斜線を描く。

  　最初、その兵士は自分が切られたことに気づいていなかった。それほど凄すさまじい切れ味だった。切断線に沿って、上体の部分がゆっくりと滑り落ちる。ぼとりと地面に落ちて、そこでようやく兵士は思い出したように即死してゆく。

  　ああ――。

  　リョウカは生まれて初めて、人を殺した。

  　足が震えそうになったが、耐えた。

  　六門解尖刀の切れ味に、他ならぬリョウカ自身が驚く。

  （私の体は……一体？）

  　疑問は尽きないが、今は考えている時ではない。

  　まだまだリョウカは武術家としては素しろ人うとも同然だが、とにかく持っている武器がよかったのだ。恐ろしい長さなのに、重さがない。しかも、六門解尖刀の前では敵の武器も鎧よろいも紙切れ同然になってしまう。ランガンを守る八人を一瞬で倒し、リョウカはさらに進む。

  　オンリンを狙っていたランガンが驚く。

  「覚悟ッ！」

  「む！」

  　リョウカの斬ざん撃げきに気づいて、ランガンは飛び退のいた。

  「シュンライの弟で子し、リョウカか！」

  「いかにも！」

  「得え物ものは凄まじいが動きは素人だな！　左腕もない！」

  　ランガンは、九きゆう石せき弩どの狙いをオンリンからリョウカに切り替えた。

  　そして、放つ。

  「！」

  　リョウカが咄とつ嗟さに地面を転がると、矢は外れてランガン軍の兵士たちに当たった。次々と貫通して、二十人以上を倒す。狙いが狂ったのは、ランガンが少しでも慌あわてていたせいだった。

  「ふん」

  　ランガンは九石弩の本体を捨て、両手に一本ずつ、その矢を構えた。九石弩で使用する矢は大型で、短い槍やりとしても使えるのだ。

  　攻撃を手に持った矢に切り替えたランガンが、リョウカに躍りかかる。二本の矢を、恐ろしい速さで交互に突き出す。リョウカはなんとか刀で受けようとするが、視界が追いつかない。実力差がありすぎる。

  　たちまち、リョウカの脇わき腹ばらと太ふと腿ももから血が噴き出た。

  「くっ！」

  「お前は殺さんぞ。人質にして、シュンライを捕ほ縛ばくするのに使う！」

  「卑ひ怯きよう者ものめっ！」

  　リョウカは痛みをこらえて刀を振るった。しかし、ランガンは軽やかに跳んであっさりとかわす。

  　刀を乱暴に振るって体勢が崩れたリョウカに向かって踏み込んで、ランガンはさらに左右の矢を突く。

  　避よけようとして、リョウカは転んでしまった。ランガンは、尻しり餅もちをついて動きの止まったリョウカに歩み寄って矢を突きつける。オンリンはランガン軍兵士との戦いに夢中になっているし、シュンライはヒュンラとの戦いで手が離せそうにない。絶体絶命――シュンライの足を引っ張りたくないリョウカは、一瞬自じ害がいさえ考えてしまう。

  　その時だった。

  　戦場に不似合いな、澄んだ鈴すずの音が鳴った。

  　同時に、町の方角からときの声があがる。

  　ランガンがその音に振り向くと、ちょうど一本の剣が矢のように飛来してきていた。鈴は、その剣に取り付けられていたものだった。

  　ギョウサイ[image: ]ひよう局きよくのポーハンを先頭に、数万の市民が各おの々おの武器を手に取って押し寄せてくる。

  「義によって拳けん神しん雷らい一門に助すけ太だ刀ちいたす！　ランガン、覚悟！」

  　刀を飛ばし馬を駆るポーハンは、迷わずランガン軍に向けて突っ込んだ。奴ど隷れいたちではない、市民の反乱が始まったのだ。

  　ランガンは、慌あわててポーハンの飛剣をかわした。

  　が、予想外の攻撃だったので彼の構えが一瞬崩れる。

  　リョウカは、その隙すきを見逃さなかった。六ろく門もん解かい尖せん刀とうは長いので、尻餅をついた状態でも相手に届く。リョウカは、刀を下からすくい上げた。切っ先がランガンの脇に入って、そのまま肩から右腕を切り落とす。

  「がっ！」

  　リョウカは刀を反転させ、ランガンの右足も切った。右側の手足を失って、ランガンは倒れる。相手の最後の反撃を恐れたリョウカは、左手首から先も地面に落としておいた。

  「なぜだ……」

  　ランガンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

  「反乱分子は根ね絶だやしにしたのに……」

  「お前のやり方で、人がついてくるものか！」

  　リョウカは怒鳴った。

  「ホウショウさんが言っていたでしょう。『理想的なのは奴隷たちの蜂ほう起きに刺激されて鉱山以外の場所で暮らす民たみたちも立ち上がってくれることだ』って。今、それが起きただけのこと」

  　ショウンのことを思い出しながら、リョウカはランガンの首をはねた。

  「死んで、ゼンホウを信じたショウンに詫わびなさい」

  　人を殺した――その実感を薄れさせるほど、六ろく門もん解かい尖せん刀とうの切れ味は鋭かった。
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  　破は軍ぐん武ぶ侠きようレイ・シュンライ。

  　朝ちよう廷てい軍の女将軍、ヒュンラ。

  　二人の戦いに巻き込まれて、ヒュンラ軍の兵士がまるで虫けらのように死んでいく。

  　ヒュンラは、旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを振るった。縦たてに振りながら体をひねって微び妙みように軌き道どうを変化させ、シュンライの死角に回かい転てん鋸のこぎりを叩き込もうとする。シュンライは左右に跳び、銅どう手しゆ火か槍そうで打ち返してヒュンラの猛攻を防ぐ。

  　ヒュンラは上体を大きく前に倒して、自分の背中の上で旋風血滴子を振り回す。シュンライはそれを銅手火槍で受ける。鉄と鉄とがぶつかって派手な火花が散る。

  「まだまだ！」

  　ヒュンラは、旋風血滴子の回転鋸を左右に旋回させ、連続してシュンライに叩きつけた。すべて防ごうとするが、無傷とはいかなかった。左の太ふと腿ももと右の肩口に鋸の粗い傷が生じて血が噴き出す。外がい功こうで鍛きたえ抜いたシュンライの肉体も、旋風血滴子の直撃をもらえば致ち命めい傷しようもありえるということだ。

  

  「…………」

  　傷だらけになったシュンライは、やや間合いを広げ、銅手火槍を投げる構えをとった。

  　その構えを見てヒュンラは鼻で笑う。

  「ふん。やけになったか。そんな大きな槍やり。投げても防ぐのは楽なものだぞ」

  「やってみなければ、わからんだろう」

  　シュンライは渾こん身しんの力で、銅手火槍を投げる。

  　真っ直ぐ、ヒュンラの心臓を狙っていく。

  　並の兵士ならばそのまま数百人は倒せそうな勢いだったが、ヒュンラは落ち着いて旋せん風ぷう血けつ滴てき子しで迎げい撃げきした。気き功こうの力で回転する鋸とヒュンラの腕力があれば、巨大な砲弾と化した銅手火槍にも力負けはしないはずだ。

  　そんなヒュンラの計算通り、旋風血滴子は銅手火槍を地面に叩き落とした。

  　しかし、シュンライの力も常識外れだった。銅どう手しゆ火か槍そうとぶつかった旋せん風ぷう血けつ滴てき子しの回かい転てん鋸のこぎりはどこかに飛んでいきそうになり、それに引っ張られて鎖くさりを握ったヒュンラの体が宙に浮きそうになった。ヒュンラは慌あわてて踏ん張って、回転鋸を手元に戻そうとする。

  　そこへ、素す手でとなったシュンライが突っ込んだ。

  

  　銅手火槍を投げるなどという大技で、ヒュンラほどの将軍を仕し留とめられるわけがない。最初から、拳の戦いに持ち込むのがシュンライの狙いだった。

  　シュンライは走る。ヒュンラは鎖を引く。

  　ヒュンラが再び旋風血滴子を振るう体勢を立て直すより早く、シュンライの右みぎ拳こぶしが音速で打ち出された。五ご行ぎよう拳けんの技、崩ほう拳けんである。

  「ぐっ！」

  　硬い拳が、ヒュンラの腹部にめり込む。ヒュンラの気が乱れ、呼吸が阻そ害がいされる。

  　シュンライの左右の拳が電光のように閃ひらめいた。シュンライは右拳を打ち下ろしてヒュンラのこめかみを打ち、左拳をすくい上げるように振るってヒュンラの脇腹を打ち、無防備になった後頭部に右の掌しよう底てい打だを叩きつけた。水が流れるような流りゆう麗れいな連れん打だだ。

  　大打撃に苦しみつつも、ヒュンラは旋風血滴子を捨てて右の拳を打ち返した。

  　シュンライはその拳打を、左手を絡からめるようにして打ち払う。そして、逆に右の掌底打をヒュンラの顎あごに入れる。ヒュンラはそれでも諦あきらめず、下げ段だん蹴げり。しかしシュンライはヒュンラの蹴りをあっさりと脛すねで受けて、後方に流す。



  [image: ]


  　素す手での攻防には、圧倒的にシュンライに分があった。

  　シュンライはヒュンラの腕をつかんで防御を崩しつつ、的確に打撃を加えていった。手を払い、一発。朦もう朧ろうとしているところに、もう一発。パンパンパン！　と気持ちよく殴りまくる。

  　すっかり棒立ちになったヒュンラに、シュンライはとどめの後ろ回し蹴りを食らわせた。凄すさまじい打撃音が鳴り響いてヒュンラは横よこ様ざまに吹き飛び、気を失って動かなくなる。殺すこともできたが、情報引き出しのためにあえて生かしておくのだ。
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  　戦いは終わった。

  　ヒュンラとランガンが倒れたところに、新たに登場した反乱軍が激烈な攻撃を仕掛ける。南部第一軍もランガン軍も、すでにシュンライやオンリンの手によって半はん壊かいしていたので、戦力としては機能していなかった。奴ど隷れいたちの死にざまとシュンライの戦いぶりによって何かに目覚めた市民たちが、朝ちよう廷てい軍兵士の死体を踏んで勝どきをあげる。

  「あんたのおかげだ。これでこの町もよくなる」

  　と、ホウショウはシュンライに向かって言った。

  「大変なのはこれからさ」

  　そう言ってシュンライは倒したヒュンラを肩に担かつぐ。

  

  　リョウカは、なんとなく六ろく門もん解かい尖せん刀とうを左腕があった位置に近づけてみた。

  　すると、解尖刀はまたもやその姿を変えた。刀は左腕に戻り、何事もなかったかのようにつながってしまう。元通り動くようになって、力を込めるとまた外れて左腕は刀になる。便利なものだ。とりあえず今は使う予定がないので左腕の状態にしておく。

  「シュンライの弟で子しだな」

  　と、リョウカに話しかけてきたのはポーハンだった。

  「あ、は、はい……」

  「お前のおかげで命が助かった。礼を言う。これからは初心に戻って剣けん侠きようらしく生きる」

  「それは……とてもいいことですね！」

  　本当はもっとかっこいい台詞せりふを言いたかったのだが、リョウカには思いつかなかった。

  

  　シュンライ、リョウカ、オンリンの三人は、戦後処理やこれからのことをホウショウとポーハンに任せてギョウサイに戻った。シュンライは、気を失っているヒュンラをオンリンに渡して担がせる。シュンライが目指すのは、ランガンの邸てい宅たくだ。朝廷軍は敗れランガンも死に、内城の邸宅はもぬけの殻からとなっていた。

  　地下室への階段を見つけて、下りていく。

  「こうした贅ぜいを尽くした邸宅には大体拷ごう問もん用の地下室があるもんだが……やはり、だ」

  　と、シュンライ。

  　薄暗い地下室。石材が剥むき出しの壁や床。そこには、様々な拷問器具がそろっていた。初う心ぶなリョウカには、一見しただけでは用途がわからない道具ばかりだ。薬品や性交用の張はり形がたまで用意されている。

  　年季の入った焼き鏝ごてや棘とげのついた椅い子すを見て、リョウカは背筋に寒気を覚える。

  　シュンライは、オンリンが床に下ろしたヒュンラを鎖くさりにつないでいった。天てん井じようからぶら下がった鎖と鉄の棒を使って、ヒュンラの両手両足を拘こう束そくしていく。ヒュンラは、大きく脚を開いた姿勢をとらされた。まるで、肉屋に豚が吊るされているかのような姿だった。リョウカは思わずシュンライに向かってこう告つげる。

  「敵とはいえ、これはあまりにむごくないでしょうか？」

  「賭と身しん戦せんを提案したのは向こうだ。敗者は勝者の所有物となる。煮るなり焼くなり好きにしていいんだ。それはヒュンラも覚悟の上だったろう」

  「…………」

  「それに、ヒュンラはリョウカの身の上に関して何か大事なことを知っている。普通に訊たずねても教えてはくれないだろう。これは必要なことなんだ。私だって好きでやっているわけじゃない」

  「わかりました……」

  　リョウカは、自分は黙って見ているしかない、と思った。

  　地下の拷問部屋には、ちゃんと水を汲くむ場所まで作ってあった。

  　オンリンが、冷たい水を木の桶おけに汲んで動けないヒュンラに浴あびせる。

  「……っ！」

  　水をかけられて、ヒュンラは目覚める。

  　すぐに屈くつ辱じよく的な姿勢をとらされていることに気づき、顔を赤くし、歯は軋ぎしりをした。

  「……早く殺せ！」

  「そうはいかない」

  　シュンライの口調は冷たかった。

  「お前が口にしたあの謎の言葉――『器き解かい族ぞく』について聞かせてもらおう」

  「朝ちよう廷てい軍の将である私が、そう簡単に口を割ると思うか。母は鎮ちん西ぜい将軍、祖父は元征せい南なん将軍という誇りある家系の一員として、キサマらごとに醜しゆう態たいをさらすわけにはいかん。何をしてもむだとは思うが、なんでも好きなように試してみるがいい」

  「お前は賭身戦に負けたんだぞ」

  　オンリンが怒鳴った。

  「確かに私はすでにシュンライの所有物だ。しかし、頭に入っている情報はいまだに朝廷のものだ」

  「屁へ理り屈くつをこねたな」

  　と、残念そうにシュンライ。

  「今の一言で、私の中にあった最後の情けも消えた」
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  「言っておくが」

  　と、ヒュンラは強気に言う。

  「私は外がい功こうを積んでいるし、痛みにも強い。並の拷ごう問もんは効かないぞ」

  「そうだろうな。私だってそうさ」

  　シュンライは、ランガンが集めていた薬品の棚に向かった。予想通り、人の性欲を昂める媚び薬やくの類たぐいも充実している。痛みに強い人間を拷問するとき、媚薬は欠かせない。棚に、「即そく天てん乱らん」という名札付きの軟なん膏こうの瓶びんがあったのでシュンライはそれを手に取った。三十種類以上の薬草や昆虫毒などが調合された強力な媚薬だ。あまり多用すると副作用で体や精神を壊すほどに強い。

  　シュンライは瓶の蓋ふたを開けた。オンリンが紐ひものようなヒュンラの衣服をずらし、乳首や秘所を露あらわにする。

  「これが武ぶ人じんのやることか……！」

  「先に武人らしくないことをしたのはヒュンラ、お前だ」

  　シュンライが、軟膏を指に取ってヒュンラの乳首にこすりつけた。それだけでヒュンラの口から「んっ……！」と低い喘あえぎ声が漏れる。さすがに高貴な家の長女と言うだけあって、この種の淫いん事じには今まであまり免めん疫えきがないと見える。

  　シュンライの指先が、ヒュンラの股こ間かんの亀き裂れつにも媚薬を塗り込んだ。ヒュンラはまな板の上に載せられた魚かのように身をピクリと震わせる。ヒュンラの豊ほう満まんな乳房と尻が揺れる。

  「ああ……」

  　早くも媚薬が浸しん透とうし、効果が出てきた。ヒュンラの息は荒くなり、目が潤うるむ。口の端からよだれがこぼれ始める。乳首は固く尖とがり、股間からはとめどなく愛液が溢れる。

  　媚薬を塗り終えたシュンライは、なぜかあっさりと踵きびすを返してヒュンラに背中を向けた。

  「行こうか」

  「……えっ!?」

  　リョウカは驚きの声をあげる。

  「彼女を……このままにしておくんですか？」

  「ああ。この媚薬は効果が持続する。半日ほど放っておけば、常人ならば気がふれる寸前まで行く。それを待つ」

  　それを聞いて、ヒュンラは怒りを爆発させる。

  「……貴様ラァ！」

  　しかしシュンライたちは、ヒュンラの怒鳴り声を無視。

  　その場を離れて、地下室の扉とびらを閉めた。

  

  　実のところヒュンラは男とも女とも寝たことがない。名家の娘なので縁えん談だんは山のように来たが、興味がなかった。ヒュンラが興味をもてるのは、自分の強さ、そして戦いくさのことばかりだった。

  　そんな自分が今、人間以下の扱いを受けている。名家の誇りはすでにズタズタだ。ヒュンラは反撃と脱出の方法をなんとか思いつこうとするが、媚び薬やくの影響の下で闘志は徐々に薄れていった。
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  　シュンライたちは、ランガンの厨ちゆう房ぼうから食材を拝はい借しやくした。骨付きの羊ひつじ肉を適当に焼いて、かぶりつく。香こう腸ちよう（腸ちよう詰づめ。この地のソーセージ）を引っ張り出して、塩、胡こ椒しようをつけて食べる。よく寝かされた老酒もあったので、それもいただく。シュンライとオンリンがあまりに豪快に食べるので、リョウカもつられて口いっぱいに頬ほお張ばる。リョウカはヒュンラのことが気になっていたが、それでも腹は減っていた。

  　腹いっぱいになって酒も入れると、リョウカは急に眠気に襲われた。たまらず、そのままシュンライの膝ひざ枕まくらで眠ってしまう。

  「…………」

  　膝の上のリョウカを見て、シュンライは優しい微笑をこぼした。

  　それからシュンライはオンリンを近くに呼び寄せて、リョウカを起こさないように小声で今までの経けい緯いを説明した。五ご鎖さ衆しゆうと戦って敗れたこと。数年も動けないでいたが、ようやくリョウカに助けてもらったこと。その際に、リョウカを双そう天てん武ぶ王おうにすると約束したことなどなど――。

  　食べ物の残ざん骸がいを散らかしたまま、しばらくのんびりとした時間が流れていった。

  

  「そろそろいいか」

  　リョウカが目を覚ましたので、三人は再び地下室へ。

  　その頃には、ヒュンラはすっかり出来上がっていた。股間のあたりはまるで失しつ禁きんしたあとのようになっているし、目の焦点がほとんど合っていない。媚薬が引き起こした性的興奮が昂たかまりすぎていよいよおかしくなりかけていると見える。

  　ヒュンラは、シュンライたちを見ると反射的になまめかしく腰を振った。

  「卑ひ怯きようだぞ、貴き様さまら……」

  「もう一押しだな」

  　そうつぶやいて、シュンライは急きゆう須すにお湯と薬を注いだ。少し混ぜ合わせてから、急須をヒュンラの口にもっていく。急須の中身を飲ませようとすると、ヒュンラは抵抗した。誰でも、得え体たいの知れない液体など口に含みたくない。すると横からオンリンがヒュンラの鼻をつまみ、顎あごもつかんで無理やり口を開かせた。そこに、シュンライが急須を突っ込んで中身を飲ませる。急須の中身が空からになったところで、二人はヒュンラから離れた。

  「何を飲ませた……!?」

  　咳せき込みながら、ヒュンラは訊たずねた。

  「猪チヨ苓レイ舞マイ茸タケを元とし、様々な漢方薬を混ぜて作った利り尿によう剤ざいだ」

  「利尿剤!?」

  　オンリンがニヤリと笑い、

  「小便したくなる薬ってことだよ」

  「……っ！」

  　ヒュンラは、圧倒的な絶望に襲われた。

  

  　利尿剤の効果が顕あらわれるのは早かった。

  　ヒュンラは身をよじり、下腹部から湧き上がってくる排はい尿にようの気配をなんとかやり過ごそうとするが時間の問題だった。

  　ヒュンラは叫ぶ。悲鳴をあげる。

  「ああ、お願い……見ないで……」

  　とうとう、ヒュンラは敵の前で失しつ禁きんしてしまった。ヒュンラの尿によう道どうから、小しよう水すいが溢あふれて床を汚す。

  「ああ……そんな……」

  　刹せつ那な、ヒュンラの中でたくさんのものが壊れた。

  　人前で放尿したことで、名家の誇りは決壊したのだ。

  　ルカン朝、四鎮ちん将軍の一人鎮ちん西ぜい将軍カルザの長女。子供の頃から天才、神童と呼ばれ、武術、学問、ありとあらゆる分野において才能を発揮。若くして南部第一軍三万の将となり、いずれは大将軍――。

  　そんなヒュンラが、人前で失禁などというなによりも恥ずかしいことをしてしまった。人前で排はい泄せつ行為をするなど、獣、畜生のやることだ。期待の女将軍から、ヒュンラは一気にけだもの並のメスに堕ちてしまった。

  　――私は、もうダメだ……。

  　ヒュンラの心が折れると、媚び薬やくによる性欲の疼うずきが一気に倍増したようだ。

  「ああ、あああ！」

  　――もう、耐えられない！

  「何でも話す……だから……私の昂たかぶりを鎮しずめてくれ……頼む！」

  　ヒュンラは必死の形ぎよう相そうとなった。

  　涙を流しながらの哀あい願がんだ。

  「……わかった。ならば早く説明しろ。器き解かい族ぞくとはなんだ」

  「朝ちよう廷ていが虐ぎやく殺さつした少数民族だ」

  　ヒュンラは、荒い息をつきながら答える。

  「器解族は、すでに滅んだ王朝時代の近この衛え兵へいの末まつ裔えいらしい。独特の文化と武術を持っていたと聞く。ルカン朝の初代皇帝が、器解族に伝わる武術の伝でん承しようと伝でん播ぱを徹底的に禁じたために、そのことを知る者は少ない……」

  「もっと詳しく」

  「……器解族は、普通ならありえない特徴を『二つ』有していた。一つは、女しか生まれないこと。器解族はすべて女で、女同士で子を生なすために男女どちらの機能も持っている。いわゆる龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの一族だ」

  　私のことだ――リョウカは生なま唾つばを飲み込んだ。

  「二つめは？」

  「武器だ。体が武器になる」

  　そう言って、ヒュンラは切なそうに腰をくねらせた。そろそろ限界が近いようだ。

  「器解族の特に巫み女この家系には、体を切り離すと凄すさまじい威力の武器になるという不思議な特性が備わっていた。器解族の体から生まれた武器――いわゆる『六ろく門もん器械』――は、まさにこの世の至し宝ほうというべきものだ。ルカン皇帝陛下も、そう考えて器解族巫女衆の生き残りを捜した。――そして、ある母と娘が見つかった。器解族の母と娘が生き残っていることが判った。母、ランスウ。その娘の名が、確かリョウカ――」

  　ヒュンラは早口で続ける。

  「ランスウは、娘を逃がすことには成功したが、自分は朝廷軍に捕まって、頭、胴体、右手、左手、右足、左足の六つに引き裂かれた。引き裂かれた体は六つの武器となり、朝廷の重要人物六人に配られた。四人の征将軍、大将軍、そして――皇帝陛下の六人だ」

  

  　リョウカは、思っていたよりもずっと早く母の名を知ることができた。

  　ランスウ。器解族の巫女、ランスウ。

  　あまりにたくさんの重要な情報がヒュンラの口からもたらされて、リョウカは混乱してしまう。整理するのにはしばらく時間がかかりそうだ。

  「もう、いいだろう！」

  　と、一ひと際きわ大きな悲鳴をあげるヒュンラ。

  　シュンライも、さすがにヒュンラがかわいそうになってきたような顔を見せた。

  「オンリン」

  「はい」

  「ご褒ほう美びをくれてやれ」

  「はい……！」

  　オンリンは、服を脱いだ。気き功こうの影響で、オンリンの筋肉と陰いん核かくが巨大化する。

  「こいつでお前を悦よろこばせてやるよ」

  　と、オンリンは長大な肉の塊かたまりをヒュンラに見せ付けた。すっかり理性が崩ほう壊かいしかけているヒュンラは、挿そう入にゆうを期待してか浅ましく腰をくねらせる。

  　ここでオンリンは少し意地悪をして、ヒュンラの尻の穴に擬ぎ似じ男根を挿そう入にゆうした。尻の穴も、媚び薬やくの効果でひくひくと大きく開いたまま痙けい攣れんしていたので入れるのは簡単だった。ずぶり、とさし込まれて、ヒュンラは「ひぎい！」と喘あえぐ。しかも、尻の穴に先端をさし込まれただけで、すっかり快感が極まっていたヒュンラは絶頂に達してしまい、足の指先までを反そらせる。

  「こいつ、尻の穴でいってやがる」

  

  「大丈夫か、リョウカ」

  　シュンライは、重大な事実を知ったリョウカのことを心配して声をかけた。

  「はい……」

  　上うわ擦ずった声でリョウカは答えた。確かに、ヒュンラが口にしたリョウカの出しゆつ生しようの秘密は衝撃的だったが――。

  「でも今はそれよりも……」

  「どうした、リョウカ」

  「これが……」

  　リョウカは、恥ずかしそうに自分の下半身を指差した。すっかり勃ぼつ起きしてしまった男根が、下から服の生地を押し上げている。

  「ヒュンラ将軍の痴ち態たいを見ているうちにすっかり大きくなってしまって、もう我慢できそうにありません……」

  「あの女に、入れてみたいのか」

  「そんな……」

  　リョウカは慌あわてた。リョウカの心はすでにシュンライの虜とりこだ。

  「別にいいさ。私は気にしない」

  　と、軽い口調でシュンライ。

  「こういうことの経験を山ほど積んでおくのも、悪いことじゃない」

  「そんなものでしょうか……？」

  「これも武術家のたしなみだ。私も加わる。一緒にどうだ」

  「それなら……」

  　リョウカは小さくうなずき、おずおずと服を脱ぐ。

  　その男根を見て、オンリンが口笛を吹いた。

  「さすが……天然ものは違うな」

  

  　オンリンはヒュンラの顔の近くに移動し、シュンライとリョウカはヒュンラが大きく開いた脚の前に立った。

  「ああ、早く前の穴にも頼む……」

  　ヒュンラがそう哀願すると、オンリンは眉み間けんにしわを寄せた。

  　オンリンはヒュンラの頬に平手打ちを食らわし、髪の毛を乱暴につかむ。

  「ああ……」

  「こんなに浅ましいくせに、なんだその口のきき方は」

  「申し訳ありません……」

  　ヒュンラは、すでに名家出身の誇りを捨てていた。

  「どうか、この哀れな私の前の穴にもたくましい男根を入れてください……」

  　常勝無敗の女将軍の中でくすぶっていた淫いん欲よくと隠されていた被ひ虐ぎやくの性さがに火がついていた。

  　リョウカは、欲望のままにヒュンラの腰を引き寄せた。ヒュンラを拘こう束そくしている鎖くさりがじゃらりと鳴る。リョウカは、その槍やりのような男根を勢いよくヒュンラの股こ間かんの亀き裂れつに挿そう入にゆうした。ヒュンラが、断だん末まつ魔まのようなよがり声をあげる。

  　リョウカは本能のままに腰を突き込む。そうしていると、背後からシュンライがリョウカを抱き締めてきた。シュンライは左手でリョウカの豊かな胸を揉もみ、右手でリョウカの女性部を撫なで回す。あまりの快感に、リョウカは腰が抜けそうだ。

  　オンリンは、ヒュンラの鼻を強くつまんだ。反射的に、ヒュンラは口を大きく開けてしまう。そこに、オンリンは自分の擬似男根をさし込んだ。

  「お前の尻の穴で汚けがれたんだ。綺き麗れいにしろ」

  「ん、ムッ……！」

  「歯を立てたら、タダじゃ済まさんぞ」

  　ヒュンラに、もう抵抗する気力は残っていなかった。むしろ情熱的に舌を使ってオンリンを楽しませる。ヒュンラはオンリンのものの先端を円まるく舐なめ回し、唇でしごく。

  　ヒュンラが唇を使う卑ひ猥わいな音と、リョウカが男根を出し入れする音が地下室に響く。

  　リョウカは、よく引き締まったヒュンラの秘所の感覚を楽しんでいた。根本から搾しぼり取られそうだ。少しだけ、シュンライの中の方が熱かった気がする。リョウカが激しく突いて突いて突きまくると、オンリンのものをくわえたままヒュンラは快感のあまり泣きじゃくり、たて続けに絶頂に達して盛大に愛液を噴く。

  　シュンライの愛あい撫ぶも気持ちよくて、リョウカもすぐに絶頂に達した。大量の体内の精をヒュンラの中に放つ。それを自らの子し宮きゆうに浴びて、ヒュンラはとうとう失しつ神しんした。

  

  　そのあとも、ほぼ丸一日シュンライたちはヒュンラを犯し続けた。
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  エピローグ

  



  
    １
  


  

  

  　母の名を知った瞬間、リョウカの古い記憶にかかっていた「もや」が薄らいだような気がした。おぼろげながら、母の顔や体を思い出せるようになった。

  　ランスウ。

  　母からは、いつも温かい太陽と花の香りがした。リョウカはそんな母のぬくもりと香りが好きで、いつもくっついていた。母が歌ってくれた古い子守唄。それは今思い返してみると子守唄などではなく、器き解かい族の伝統的な音楽だったのかもしれない。

  　ようやく思い出した記憶はすべて、リョウカと母が二人きりでいる時間ばかりだった。それもそのはず、きっと二人は朝ちよう廷てい軍の目を避けて隠れるように生きていたのだ。まるで、毛皮を狙われ、追われる野生の動物のように――。

  　以前、母親らしき人影がバラバラにされる夢を見たことがある。今なら、あれが本当にあったことだと理解できる。

  　頭、胴体、両手両足――六つの「武器」となってしまった「母」。

  「…………」

  　リョウカは、なにげなく自分の左腕を取り外してみた。

  　着ちやく脱だつ可能な、この不思議な能力。

  　リョウカは、もしかしたら、と新たな希望を見みい出だした。

  



  
    ２
  


  

  

  　シュンライたちが勝手に使っている元太たい守しゆ邸ていに、ホウショウとポーハンが訪ねてきた。

  「戦勝後の些さ事じが大体片付いたよ」

  　と、ホウショウ。

  「今後、この町はポーハンさんに仕切ってもらうことになった。すでに、使いを走らせて抵抗運動を続ける民たみや他民族や各地の反乱軍と連れん係けいを取り始めている。全部シュンライさんのおかげだ。本当に感謝する」

  「あんたに負けて、リョウカさんに命を助けてもらったおかげで俺はなんだか目が覚めたような気がするよ……。あとのことは任せておいてくれ」

  「意外だな。私はすっかりホウショウさんがこの町を代表するのかと思ってた」

  「私はダメだ」

  　ホウショウは自じ嘲ちようする。

  「今回の戦いですっかり軍師としての勘が鈍にぶっていることに気づいてしまった。全財産といってもいい宿も焼けてしまったし、また旅に出て、色々なものを見て勉強し直そうと思っている。そこで頼みがあるんだが……シュンライさんたちの旅に同行させてもらえないだろうか？」

  「ああ。いいぞ」

  　シュンライは、ほんの一秒も考えずに即答した。

  「なんでそんなに決断が早いんだ」

  「ホウショウさんは、この町に来たばかりの私たちを世話してくれた。そんな人の頼みなら、どんなものでも断るわけがない」

  　まさに、竹を割ったようなシュンライの発言だ。

  「じゃあ、決まりか」

  「ああ、決まりだ」

  



  
    ３
  


  

  

  　シュンライとリョウカはギョウサイの町を出た。

  　この町に入ったときは二人きりだったが、出るときは六人になっている。

  　オンリン、ホウショウ、リラン、ヒュンラ――。もっとも、ヒュンラは捕ほ虜りよとして鋼こう鉄てつ製の手て枷かせと足あし枷かせをつけさせた状態だが。

  　オンリンが乗ってきた戦車に銅どう手て火か槍そうとヒュンラを乗せる。シュンライとリョウカ、ホウショウとリランはそれぞれ一頭の軍馬に二人乗りをする。ホウショウが鐙あぶみを踏んで、リランが手た綱づなを操あやつるのだ。

  　馬を少し走らせて、小高い丘から南部の大平原を見下ろした。

  

  　天然の牧草が多い豊かな草原がどこまでも広がっている。このあたりは風が強く気候の変化も大きいので、背が高い樹木はほとんど見かけない。その分平原があまりにも青々としているので、雲一つない空まで続いているかのように見える。

  「ヒュンラの話を聞いて、何か変わったか？」

  　と、シュンライはリョウカに向かって訊いた。

  「自分の左腕を見ていて気づいたんです……」

  「ああ」

  「もしかしたら、私の腕と同じように、バラバラにされた母の体も元の状態に戻すことが可能なのではないか、と。とりあえず、かつて母だった『六ろく門もん器き械かい』を集めないと始まりませんけど」

  「……なるほど」

  「双そう天てん武ぶ王おうを目指します。そして、皇帝から母を取り戻します」

  「ここが武林の分かれ道」

  　シュンライは楽しそうに言う。

  「今ならばまだ引き返せるぞ。仙せん人にんのもとで修行を再開すればいい。だが、都みやこに向かえば続くのは戦いだけだ。苦しい旅になるだろう。――どうする？」

  　シュンライの問いに、リョウカは力強くこう答えた。

  「もちろん」

  　――真っ直ぐ、前に進むだけ。

  



  
    武林クロスロード、了
  


  



  


  あとがき

  

  　自分が学生の頃呼んでいた本は、大体過激なものでした。好きな作家は、山田風太郎、鳴海丈、平井和正、秋津透――以上敬称略。性と暴力の描写が満載の作品に惹かれていました。で、自分もいつかそういうのをやろうと。五年くらい前に出した拙著『アフリカン・ゲーム・カートリッジズ』がそんな感じだったんですが、それ以降「性と暴力路線」の作品を書くチャンスがなく、なんだか色々なものが溜まってきて大変なことになってました。で、ある日ガガガ文庫編集部から原稿の依頼がありまして。担当の編集者さんから「なんでもやっていい」と言われて、じゃあもうやりたいことなんでもやってみよう、と。性と暴力の世界に、大好きな香港映画と武侠小説も足してみて、この『武林クロスロード』が完成しました。続きも書きたいんですが、書けるかどうかは読者の皆様次第です。よろしくお願いします。

  

  　もう、この本を読んだ読者さんはお気づきだと思いますが、自分は戦うヒロインが大好きです。この属性に目ざめたのは、中学生の頃だったでしょうか。切っ掛けは、当時大流行していた格闘ゲーム。格闘ゲームのヒロインたちには多大な影響を受けました。

  　しかし、格闘ゲームは現在下火。３Ｄ格闘ゲームはまだしも、ドット絵を使った２Ｄ格闘ゲームにいたってはほぼ絶滅状態と言っても過言ではありません。これは、寂しい。寂しいので、格闘ゲームヒロインのテイストだけでも小説で再現できないかと考えました。その結果生まれたのが、シュンライやヒュンラやオンリンのような女武侠たちです。この本の影響で、いたいけな少年少女がまったく未知の世界に目覚めてくれれば幸いです。

  

  　それにしても、今回の挿絵は最高でした。深見のストライクゾーンのど真ん中。友人の漫画家Ｒｅｂｉｓさんに心底感謝。

  　ではまた、次の機会がありましたら。


  深見真

  Makoto Fukami

  

  ミリタリーや香港映画をこよなく愛する熊本人。代表作に、他社で刊行中の『ヤングガン・カルナバル』シリーズがある。

  最近一番面白かった香港映画は『ＳＰＬ　狼よ静かに死ね』。一番好きな武侠小説は金庸の『侠客行』。
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